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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS









１　散る花の色

２　黒くろ薔ば薇らの騎士

３　アンゴーラの影

４　評議会

５　獣けものの急所

６　堕おちたる神々

７　血ち塗ぬられた聖女

８　祝典

９　邂かい逅こう





１　散る花の色







　扉の前で、紅あか色いろの髪がもう半はん刻こくちかくも往いったり来たりを繰くり返していた。

　指揮官フランチェスカが少数精せい鋭えいを好むためにザカリアには常じよう備び兵が少なく、ザカリエスコ城の四階建ての兵舎は半分近くが埋うまっていなかった。ここ三階北東の陽ひあたりの悪い一角もほとんどが空あき部屋で、だからミネルヴァの奇き行こうを見とがめる者はいない。

　しかし、いつまでもこうしているわけにはいかなかった。

（なにをひるんでいるんだ、わたしは）

　立ち止まり、自分の太ももにいらだたしげに拳こぶしを打ちつける。

（敵のいるところに討うち入いるわけじゃないんだぞ）

（さっさと決心しろ）

　ミネルヴァは、愛用の大剣どころか寸すん鉄てつも帯びていない。いつもの翼状の巫み女こ衣装ではなく、肩や胸元を出した夏向きの可か憐れんな外出着だ。

（変じゃない、よな……？）

　ぱたぱたと自分の服装のあちこちを触って確かめるミネルヴァ。

　着付けをしてくれたフランチェスカは大絶賛、この可憐さなら、窓の下を通るだけでクリスが飛び出してくるわよ、などと言っていた。そんなことあるわけがない。

（クリス、こんなかっこうのわたしを見たらなんて言うだろう）

　そんなことを考えかけて、ぶんぶん首を振って打ち消す。

（クリスに見せるために着てきたわけじゃないんだ）

（街を出歩くのに、いつもの戦いくさ装しよう束ぞくじゃまずいから、それで）

　だれに言い訳をしているのか自分でもわからなくなってきたので、考えを打ち切って扉に向き直る。

（なんて声をかければいいんだろう）

（黙って扉を叩たたくだけでいいか。それともいっそ蹴け破やぶって）

（だから、討うち入いりじゃないんだぞ！　扉破ってどうする！　休きゆう暇かなのに部屋にこもりっきりのばかを連れ出すだけじゃないか！）

　拳こぶしを持ち上げ、扉を叩く練習をする。中から声をかけられた場合と、そのままクリスが出てきた場合とで、二通りの返答を想定し、口の中でもごもご繰くり返す。

　意を決して一歩踏み出したときだった。扉がこちらに向かってそっと開き、隙すき間まから夜色の髪に隠れた瞳ひとみがのぞく。

「……ミネルヴァ？　なにやって」

「わーっ！」

　ミネルヴァはとっさに両手の掌しよう底ていを扉に叩きつけていた。身体からだに染みついた、師の教えが勝手に脳裏によみがえる。鋼はがね無きときも、己おのれの身を武器とせよ。衝しよう撃げきが戸板を打ち抜いて、その向こうに立つクリスの身体を弾はじき飛ばす手て応ごたえがはっきりとあった。すさまじい音が扉の向こうで響いた。

「クリスっ、だ、大丈夫かっ？」

　扉を引いて中に飛び込むと、窓まど際ぎわに倒れた椅い子すとひっくり返った机との間で、クリスがむっくり起き上がった。鼻はな面づらが真っ赤に腫はれている。右手には太た刀ちをつかんでいた。

「……な、なに？　いきなり」

「いや、だから、クリスが突然顔出すからっ」

「だって部屋の外でぶつぶつ言いながらうろついてるやつがいて、敵じゃないかって」

「き、聞こえてたのかっ？」

　ミネルヴァは泡あわを食ってクリスの目の前にぺたりと膝ひざをつき、顔を近づける。

「ううん、なんて言ってたのかまでは」

　そうクリスが言うので、ミネルヴァは大きく安あん堵どの息をつき、立ち上がる。勢い任せとはいえ、とにかくクリスの顔を見ることができたのだ。

「すまなかった」

　もそもそした声で謝り、クリスの手をつかんで引っぱり起こす。

　プリンキノポリから戻ってきて、五日。クリスはずっと兵舎の部屋に閉じこもっていたから、さぞかしやつれてどす黒い顔色になっているだろう──と思いきや、あまり変わっていない。食事くらいはしていたのだろうか。

　ただその瞳ひとみは、まだ新月の夜のままの絶望的な暗さだ。

「とにかく外に出るぞ」

「どう……して？」

「ええと。だから、来月、戦勝祝典だろう」

「う、うん……」

「わたしたちは近衛このえだから、フランチェスカと一緒に参列しなきゃいけない」

「それは、聞いたけど」

　連れ出すうまい口実になるじゃない？　というフランチェスカの言葉がよみがえってきて、ミネルヴァはそれを胸中で必死に否定する。

（必要なことなんだ、わたしだってしかたなくこうやって）

「おまえ、祝賀用の服なんて持ってないだろ？」

「え、え？」クリスは自分の胸に手をやった。

「だからっ、仕立屋に行くんだ。わたしが選んでやるから！　銀ぎん卵らん騎き士し団だんの近衛なんだぞ、諸しよ侯こうの前でみっともないかっこうはさせられない」





　　














　後こう世せいの史し家かによって『軍神狂きよう騒そう』と評されたプリンキノポリ奪だつ回かい戦は、兵法を覆くつがえしかねないほどの結果に終わった。駐ちゆう屯とん軍ぐん一万が全滅、差し向けられた南なん征せい軍と戻ってきた極きよく南なん軍あわせて三万のうちやはり一万近くが戦死、将軍デュロニウスが殺害され全軍が撤退、という聖せい王おう国こく軍の大惨ざん敗ぱいである。

　フランチェスカ・ダ・ザカリアと銀ぎん卵らん騎き士し団だんの名は王国全土に轟とどろいた。

　わずか一千の寡か兵へいで三十倍の敵を撃げき破はし、聖地を奪い返したのである。教会の信徒は歓喜し、聖都サンチユリオは震ふるえ上がった。

「そなたこそ、まことの聖女！　まことの英雄ぞ！」

　大教会でフランチェスカの出迎えを受けた総そう主しゆ教きようは、でっぷりした腹をゆすりながらそう激賞した。

「望むだけの祝福と英名をとらせよう！　そなたらの名を大教会の柱に刻み、とこしえに讃たたえて──」

「おそれながら、総主教猊げい下か」

　フランチェスカはくたびれきった顔で、それでも微笑ほほえみ、総主教の言葉を遮さえぎった。

「連合公国総軍のお力で、まずは市街の復建と、王国軍への追つい撃げきをお願いいたしますわ」

「う……うむ。もちろんじゃ。神々の誉ほまれあるプリンキノポリを、卑ひ劣れつなる異教徒どもに焼き払われた無惨な姿のままにはしておけぬ」

　壮そう麗れいなプリンキノポリの街は、三日三晩かけてほぼ全焼していた。家屋のほとんどが木材を多用した南方建築であったことが災いしたのだが、住民の大部分が大教会に避難していたのが不幸中の幸いであった。やってきた五万の連合公国軍の手を借りて、都市の復興が始まった。七公国連合の結束を深めたのは、戦勝よりもむしろこの復興作業であった、とは多くの歴史書が指摘しているところである。しかし、その破壊と再生のすべてがフランチェスカ・ダ・ザカリアの策さく謀ぼうのうちだった可能性を指し弾だんする者は少なかった。戦女神ベローナの化け身しんとまで讃えられた当の聖女が、あまりに謙虚だったからだ。

「我ら銀卵騎士団は、ザカリアに戻り骨休めをしたく存じます」

　褒ほう賞しようを問う総主教に、フランチェスカはそう答えた。

「戦勝祝典にて、お待ちしておりますわ」







　かくして英雄軍は再び海を渡り、ザカリエスコに凱がい旋せんした。

　城館では、蜂はち蜜みつと酒と歓声とが雨になって降り注ぐかのような歓待が騎士団を待ち受けていたが、そこにクリスの姿がないことに、ミネルヴァは気づいた。ザカリエスコに着くなり、自室に引きこもってしまったのだ。

「いちばんの立役者がいないたぁどういうことだ」

「街中の女が酌しやくさせてくれって勢いだぞ」

「クリスどこ行った」

　宴うたげの最中、さすがに騎士団の面々もクリスの不在に気づく。

「おいミィナ、クリス連れてこい」と酔っぱらった兵の一人が言う。

「なんでわたしなんだ」

「だっておまえの部屋にいるんだろ？」

「なっ、そんなわけあるか！」

「だってずっと一緒だろう」「ミィナの方が通ってんじゃねえの？」

　口々に言う兵たちを殴なぐり倒し、ミネルヴァも席を外した。酒しゆ宴えんは苦手だった。城館を出て涼しい夜や気きに頭をさらすと、頰ほおの火ほ照てりがひいていくにつれ、戦場の記憶が戻ってくる。デュロニウスとの戦い。クリスにとどめを刺される寸前の、あの男の言葉。

『──俺おれはおまえの父親だぞ』

　たしかに聞いた。ミネルヴァも、ジュリオも聞いていた。

　太た刀ちを突き下ろしたときのクリスの顔に浮かんでいた、虚きよ無む。




『ただの釘くぎだ。だから、壊こわす』




　各地の戦場で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くしていたという、デュロニウス。あれがクリスの父親なのだとしたら、クリスが神の刻印を持っていることの辻つじ褄つまが合う。三大たい公こう家けの血筋。そしてたしかに、女王の夫としての資格を持つ者なのだ。

（なんて皮肉な運命だろう）

　自分が、クリスを聖せい王おう国こくとの戦いに引きずり込んだのだと思っていた。けれど実のところクリスのいのちは、その生まれた瞬間から、すでに闇やみの中深くにつながれていたのだ。クリスはどんな思いでそれを断たち切ったのだろう。

（わたしが、どんな言葉をかけられるというんだろう……）

　ミネルヴァの気持ちも、つられて沈んでいく。

　しかも、おかしいのはクリスだけではなかった。ジルベルトやパオラも、帰路の船上からして黙りこくっていたし、酒宴には姿を見せなかった。無理もない、とミネルヴァは思う。プリンキノポリでの戦いは、騎士団の人的被害こそ少なかったものの、大きな爪つめ痕あとをそれぞれの心に残した。

　フランチェスカが、勝利のためにどれほどの非道を強しいたのか、ミネルヴァも薄々知っている。そのやり方についてニコロやジルベルトが固く口を閉ざしていても、プリンキノポリが炎上するあの凄せい絶ぜつな光景は、目に焼きついて離れない。

　ザカリエスコの城館にも兵舎にも、鬱うつ屈くつした息苦しい空気が満ちていた。

　しかし、ふさぎ込むクリスをいつまでも放ほうっておけなかった。宴の熱気もしずまろうとしていた帰国五日目、とうとうミネルヴァはフランチェスカに相談した。麗うるわしき指揮官だけは、平然としていたからだ。

「そうね。一緒に買い物にでも行ったら？」

　西館の自室のソファに寝そべって、フランチェスカは気けだるげに微笑ほほえんで言った。いつも主あるじに侍はべっているパオラの姿がないのが、不安を誘う。

「なんだ買い物って」

「口実があればなんでもいいのでしょう？　それなら、あたくしからの命令ということにするわ。もうじき総そう主しゆ教きよう猊げい下かの主催する戦勝祝典があるのだから、仕立屋に連れていきなさいな。あの子は最上礼装なんて持っていないでしょう」





　　






　しかしミネルヴァも、これほどあっさりクリスを誘い出せるとは思ってもみなかった。二人で兵舎を出ると、緊張してしまう。

「ぼくも、その……祝典、出なきゃだめなのかな」

　城館の中庭で、クリスはふとつぶやいた。

「近衛このえなんだから当たり前だろう」

　ミネルヴァはあわてて言った。出たくないなどと言われては困る。せっかく陽ひのあたるところに連れ出せたのに、二人で買い物ができない。

「フランの命令だからしかたないだろ。あと一ヶ月しかないんだぞ、早く用意しないと」

　フランチェスカはプリンキノポリを辞じす前に、手早く根回しし、一ヶ月後にエパベラの街で戦勝祝典を行うことを決めてしまったのだ。

　エパベラ。銀ぎん卵らん騎き士し団だんも一度だけ逗とう留りゆうしたことがある街だ。聖せい王おう国こく軍が占領しているメドキア公国サンカリヨンの、目と鼻の先にある小都市である。すなわち、最前線。

　フランチェスカは、総主教にこう説といたという。

　プリンキノポリは傷きず痕あと深く、いまだ復建中。宴うたげで民たみを消しよう耗もうさせてはなりません。また、ここにこうして集まった五万の軍も、いずれはそれぞれの公国に帰って配備しなおさねばなりません。であれば、その道中の要よう衝しようエパベラにて、あえて戦勝祝典を行い、総主教猊下を結び目として七公国の盟めい約やくを新たにしましょう。サンカリヨンの占領軍に、猊下のご威光と連合公国軍の勇壮さを見せつけるのです。

　総主教は、妙みよう案あんじゃ、と膝ひざを叩たたいて賛同した。

　発案者であるフランチェスカが、その祝典に参加しないわけにもいかない。とすると、クリスたち近衛も同伴せざるを得なくなる。

「ううん……。わかった」

　クリスの返事に安あん堵どしたのも束つかの間ま、内門から出たところでこんなことを言う。

「じゃあ、ひとりで行くよ。こんな用事にミネルヴァをつきあわせるのも悪いし」

「どうしてっ」

　ミネルヴァはびっくりして高い声を出す。

「いや、だって……服を仕立ててもらうだけなんだろ。ひとりでできるよ」

「だから、その」

　両手でスカートのあちこちをぱたぱた叩たたきながら、ミネルヴァは言い訳を考える。

「布から選ぶんだぞ。おまえそんなの見る目ないだろ、わたしは、ほらっ、これでも一応は王宮育ちだし」

「あ……う、うん。わかった。じゃあ任せるよ。ありがとう」

　変わらず曖あい昧まいな言い方でクリスはうなずいた。

　こんな上天気で、職人の歌声や店の呼び込みや市場の口こう上じようといった街の賑にぎわいもここまで聞こえてくるのに、クリスの顔は晴れないままだ。ミネルヴァの顔をなるべく見ないようにしているそぶりさえある。

　おまけに、ミネルヴァの服装のことについて、さっきからなにも言わない。

（いつもとちがう、くらいは言ってもいいだろうに）

（まさか気づいていないのか）

　ザカリエスコ城は市街地から少し離れた小高い丘の上に建っており、木立に挟はさまれてゆるやかに下っていく坂道の先に城門がある。坂を並んで歩きながら、ミネルヴァはやきもきし、何度も服の裾すそや襟を直しながらクリスの横顔をちらちら見た。

　と、ようやくクリスが口を開く。

「なんだか、今日のミネルヴァは」

「うん？　な、なんだ？」

　思わず声が弾はずんでしまうのが自分でわかる。服にようやく気づいてくれたのか。

「戦いくさの前みたいに気を張ってるよね。殺気かと思った」

「ばかーっ」

　反射的に、クリスを道ばたに殴なぐり倒していた。拳こぶしが震ふるえる。

「あ、ご、ごめん、責めるつもりじゃなかったんだ」

「そうじゃなくて！　も、もっと他ほかにっ、言うことがあるだろう！」

「な……なに？　まだミネルヴァに謝らなくちゃいけないこと、あったっけ」

　クリスの顔はどんどん曇くもっていく。

「なんでそういう話になるんだ、謝る謝らないじゃない！　ほら、わたしのことで、もっとなにかこう」

　ミネルヴァはスカートの裾を持ち上げ、襞ひだの入った胸を手で叩いて、上ずった声で言いつのる。しかしクリスは首をすくめるばかりだ。

「もういい！　早く行くぞ」

　クリスを強引に立ち上がらせ、ミネルヴァは早足で先に歩き出す。大きな城門をくぐり、市街地に入ったあたりで、ようやくクリスの足音が背後に追いついてくる。

「ごめん。そんなに怒ってると思わなかった。ええと、ぼくがずっと部屋に閉じこもってたから？　近衛このえの訓練にもつきあえなかった」

「訓練のことなんかじゃない！　今は休養中だろう！」

　ぴしゃりと言い返す。

（ほんとに気づいてないんだ）

（怒ってるわたしの方がばかみたいだ。なにを期待してるんだろう）

　ミネルヴァはいらだたしげに足を速める。ザカリエスコの誇る真しん珠じゆ色の敷石の街がい路ろを進むと、市場のにぎわいが近づいてくる。

「べつにっ、休きゆう暇か中いくら部屋に引きこもってたっておまえの勝手だ。おまえだって、あの将軍の……父親の、ことで……」

「い、いや、そうじゃな──」

　クリスがなにか言葉を返そうとしたとき、黄色い歓声が聞こえた。何人もの町娘たちがこちらに駆かけ寄よってくる。

「紅べに姫ひめさま！　紅姫さまよ！」

　ミネルヴァは町娘たちの間では、この妙な渾あだ名なで呼ばれているのだ。

「クリスさまもいらっしゃるわ」

「祝しゆく宴えんではクリスさまいなかったのに！」「二人そろって、なんて」

　きゃいきゃいと騒ぐ十人ちかくの若い娘たちに、クリスはたちまち囲まれてしまう。

「クリスさま、お逢あいしたかったですわ！」

「戦いくさでの勲いさお、聞き及んでますの」「お話聞かせてほしいわ」

「騎士団いちの剣士とお聞きしましたけど、実際は華きや奢しやでいらっしゃるのね」

「お花、受けとってくださいな。これからみんなで庭園楽がく会かいですの。ご一緒に……」

「あ、い、いや、あの」クリスは目を白黒させる。

　市場の売り子たちも、値引きに必死だった客も、用心棒も、店先で歌の練習をしていた親方も、みんなその騒ぎでクリスに気づき、寄ってくる。

「やあ剣士どの！　宴うたげにおられんで寂しかったぞ」

「聞けば酒があまり飲めんとか」「うちの蜂はち蜜みつ酒はどうかね、甘くて飲み口もいい」

「大教会の門を破ったときの話、聞かせてくれんもんかね」

「どうだ、これから一杯やるか」

「クリスさまにはあたしたちが先に声をおかけしたのよ！」

「酔っぱらいは遠慮してくださる？」

　着飾った娘たちに取り囲まれて、両腕にも持ちきれないほどの花を押しつけられ、困り果てているクリスを、ミネルヴァは不ふ機き嫌げん満面でにらんでいた。クリスはもはや顔も広く知られた英雄なのだ。

（なんだあいつ。ちょっと嬉うれしそうな顔してないか？　女に囲まれて……）

　娘たちの輪の中で、花に埋うもれているクリスを見ていると、なぜか腹が立ってくる。

「ごめん、用事あるからっ」

　人垣をかきわけ、クリスがこっちを見る。

「あら。やっぱり紅姫さまが最優先なのね」

「紅べに姫ひめさまも楽がく会かいにご一緒してくれればいいのに」「ねえ。お召し物も可愛かわいらしいし」

　冗じよう談だんじゃない、と言おうとしたとき、花を両腕いっぱいに抱かかえたクリスが人垣を抜けてミネルヴァのそばまで走ってくる。

「逃げようミネルヴァ」

　二人は狭せまい街がい路ろに飛び込み、いくつもの辻つじを曲がり、追いかけてくる楽しげな声をなんとか振り切った。大きな倉の裏の日陰で、二人は壁に背中を押しつけて息をつく。

「なんで律りち儀ぎに花を持ってくるんだ。途中で捨てればいいだろう」

　ミネルヴァはクリスをにらむ。

「でも、渡した花を目の前で捨てられたらいい思いしないだろ」

　そういう気き遣づかいができるならどうしてわたしの服装に気づかないんだ、とミネルヴァは胸中で憤いきどおる。

「ふん。なら、誘われてたんだからそのまま遊びにいけばよかったじゃないか」

　ミネルヴァは頰ほおをふくらませる。

「あの……将軍のことで、落ち込んでるのかと思ったら、女に囲まれて鼻の下伸ばして」

「そうじゃな──」

　クリスが言いかけ、言葉を途中で嚙かみ殺ころす。ミネルヴァも、それに気づいて息を吞のむ。

　腕いっぱいに抱えた、白や黄色や薄うす紅べに色の花々が、夕立の前の空のように唐とう突とつに色あせた。灰色を経へて焦こげ茶に変色した花びらが、音もなく萎しおれて垂たれ、落ちていく。茎くきも腐って折れ、クリスの腕の中から滑すべり落ち、石いし畳だたみを打つ。

「な……んだ、今の」

　ミネルヴァはようやく声をしぼり出せた。

　クリスは、自分の足下にできた腐ふ臭しゆうを放つ黒いたまりを見下ろし、肩を震ふるわせ、だらりと両手を垂らし、息をつく。

　手の甲に光る、オルクスの烙らく印いん。

「クリス、おまえ」

「だから、落ち込んでるわけじゃないんだよ。ただ、声をずっと聞いてたんだ」

　死人の声を。クリスはうつむいたままそう言う。

「あんなやつを殺したことは、なんとも思ってない。父親だとは、今でも思えないし」

　クリスの声の中に、ミネルヴァはほんのわずかな噓うそを見つける。なんとも思っていないはずはない。ただの敵を殺すときに、あんな哀かなしそうな顔をするわけがない。

　けれど今のクリスは、哀しみなど押おし潰つぶすほどの重荷を負っているのだ。

「教会で、司教補の人に教えてもらった。オルクスのこと」

　クリスは語り始める。

　地の底につなぎとめられた、原初の滅ほろびの獣けもの。

　力を奪うために打ち込まれた百と十一の釘くぎ。それぞれに付された堕だ神しんの名。

　三大たい公こう家けに流れる堕神の血。

「コルネリウスを殺した後、声が聞こえるようになった。それからデュロニウスを殺した今、ぼくの手から、なにか流れ出してるのがわかる。ほら」

　クリスは両手を返した。ミネルヴァははっとする。手のひらは、無数の蛭ひるを押おし潰つぶしたような赤黒い不気味な斑はん紋もんに覆おおわれている。

（あのとき見た肌の色と同じだ）

「いちばん怖いのは、これが、気持ちいいこと」

　クリスが唇を歪ゆがめる。

「気持ちいいんだ。死を吐き出すのが。ぼんやり痺しびれて、指が動かなくなる。それが、ぞっとするくらい気持ちいいんだ。この赤黒くてぶよぶよしたのが、ぼくのほんとうの身体からだなんじゃないかって──思えるくらい」

　ミネルヴァは悪お寒かんに身を震ふるわせる。

（神の刻印を持つ者を殺すたびに、クリスは──）

（星喰くらいの獣けものに、近づいていく）

　クリスは自分の両手のひらを見つめてつぶやく。

「ぼくは、望んでこれを手に入れた。この先も、壊こわして、また力を手にして、次の釘くぎをまた壊して……そうしていけば、もう冷たい鋼はがねにしか触れられなくなるかもしれない。そう思ったら」

　ミネルヴァは思わず、クリスの両手をつかんでいた。

「なっ」

　クリスが目を剝むく。指先から、ぞっとする冷たさが伝わってくる。二人のまわりだけが夜に吞のまれてしまったかのようだ。

　でも、それだけだ。ただの冷たい手。花を枯らすことしかできない。ミネルヴァの肌には傷ひとつつけられない。赤黒い斑紋は、少しずつひいて、消えていく。

「見ろ。わたしはなんともないぞ」

　ミネルヴァはクリスに顔を寄せ、強く言葉を吐きかける。

「それは、今、抑おさえてるから」

「ならこれからもずっと抑えろ。だめになりそうならわたしを呼べ！　このばか、何度言えばわかるんだ、いっつもひとりでうじうじして！　おまえはっ、そのくそったれな獣まで含めて、みんな、わっ、わたしのものなんだぞ！」

　指をきつく、烙らく印いんに食い込ませる。

　視線を合わせると、クリスは目を伏せようとする。

「……そしたら。……ミネルヴァを引きずり込むかもしれない」

「わたしはとっくにおまえを引きずり込んでる」

　もう一度、今度はクリスの方から目を合わせてくる。濡ぬれた瞳ひとみが二、三度、しばたたかれる。

「……そう……だよね」

　そうつぶやき、クリスは唇を嚙かみしめる。

　まだクリスの手を握にぎったままのミネルヴァの指先に、かすかな体温が返ってくる。あたりに陽ひ射ざしの暖かさが戻ってくる。

　お互いに言葉の続きを見つけられないまま壁かべ際ぎわに立ちつくしていたときだった。石いし畳だたみを踏むいくつものやかましい足音、それから若い女の声が聞こえた。

「クリスさま、いらっしゃったわ！」

「紅べに姫ひめさまも一緒よ！」

　ミネルヴァはぎょっとしてクリスの肩越しに辻つじを見やる。クリスも驚いて振り向く。さっきまで二人を追い回していた町娘たちに見つけられてしまったのだ。ところが──

「……まあ。お二人で手を握って」

「そういうことだったのね」

「これはお邪魔できないわね……」

「ち、ちがうぞっ」

　ミネルヴァはクリスの手を、壁に叩たたきつけるほどの勢いで離した。

「これはだから、そのっ」

　町娘たちはころころ笑いながらスカートの裾すそをつまみ、走り去る。後に残されたクリスは、人ひと気けのなくなってしまった辻の陽ひだまりとミネルヴァの顔とを、困こん惑わくした表情で見比べていた。

「……い、いいからさっさと仕立屋に行くぞ！」と、ミネルヴァはクリスの肩をぐいぐい押して歩き出した。







　クリスは仕立屋になど足を踏み入れたこともなかった。地方豪族に仕えていたときの服は館やかた付きの縫ほう製せい職人が作ってくれたし、戦場では輜し重ちよう隊の女からできあいのものを買っていた。だから、棚にぎっしりと布や糸巻きが並ぶ店内に足を踏み入れると、圧倒されて入り口で立ち止まってしまう。

「早く入れ」と、ミネルヴァに背中を押された。

「わ、わ」

　むっとする虫むし除よけの薬のにおいがクリスを押し包む。工房の方からはきぃきぃかたかたと作業音がひっきりなしに聞こえる。

「これは、騎士団の近衛このえのお二人。ようこそいらっしゃいました」

　きざな口くち髭ひげの店主が店の奥から出てきた。どうやら街で一番の高級店であるらしく、他ほかの客は身なりのよい年配の男ばかりだった。クリスが銀ぎん卵らん騎き士し団だんの者だと知られていなければ店を追い出されていたかもしれない。

「ほう、フランチェスカさまの護衛で祝典にご臨席と。それはそれは」

　なにが「それはそれは」なのかよくわからないが、店主はクリスの目の前に次々と布地を引っぱり出しては柄がらを広げて見せ、口こう上じようをまくしたてる。

「こちらコモンドールから取り寄せました夏綿めん織おりの木こ皮はだ染ぞめ、ようございましょう、この淡い色合い。こちらアンゴーラの氷ひよう牛ぎゆうの革にございます。この光沢まさに黒真しん珠じゆ。こちらは聖都サンチユリオからのイタチの毛織物、たいへん希少な品となってございます。わたくしども、裏にございます革細工、鉄細工や銅細工などの工房とも提てい携けいしておりまして軍の方々のご要望にも万ばん全ぜんお応こたえいたしますゆえ」

「能のう書がきはいい！」

　隣からミネルヴァが口を挟はさんだ。

「いいかクリス、喋しやべりなんて気にしてたら、とにかくいちばん高いやつ買わされるぞ」

「ほっほ、これは手て厳きびしい」

「こんなの手触りだけで選ぶんだ。能書きを着るわけじゃないんだからな」

　ミネルヴァは次から次へと布に指を滑すべらせては、薄いだの張りが悪いだの若い牛を使っていないだのと文句を言って店主の手に突き返す。十に一つほどめがねにかなうものがあって、それはクリスに手渡される。

「……いやはや、たいした目め利ききでございます」

　店主はミネルヴァに向かって頭を下げる。きざな口調が消えているところを見ると、ほんとうに上じよう物ものばかりを選よりすぐられてしまって感服しているのだろう。クリスも驚きを隠せない。

「なんだその目は。わたしはこれでもずっと城暮らしだったんだぞ」

　──そうか、王女として生まれて、王城から逃げた後もザカリエスコ城に匿かくまわれていたのだから。根っからの宮廷育ちなんだ。

「どうせおまえなんて、わたしのこと剣を振り回すしか能がない野や蛮ばん人だと思ってるんだろう」

「い、いや、そんなこと……」

　はっきり否定できなかったのは、実際に似たようなことを思っていたからだ。クリスは戦場以外の場所でのミネルヴァを全然知らないのだ。察したのか、ミネルヴァはぷうっとふくれて、「さっさと採寸して型を決めてもらえ」と言い残し、店の入り口の方に行ってしまう。

　何人かの職人に囲まれて打ち合わせをしながら、クリスは店の外で待っているミネルヴァをちらちらと見やる。どうせ縫ほう製せいの話はなにを言われてもよくわからないから、うなずくばかりだ。

「どうです、これならばミネルヴァさまのあの着飾った装よそおいに並んで立っても見劣りしませんよ」

　店主が板に書き付けた仕上げの図を自慢げにクリスに見せる。

「あ……」

　そのとき、クリスはようやく気づく。

　ミネルヴァが、今日ずっと怒っていたこと。服装だ。いつもの戦いくさ装しよう束ぞくではなく、若い娘らしい装よそおいでクリスを連れ出したのに、自分はそれになにも言っていない。

（こういう店に入っても大丈夫なように、ぼくを気き遣づかって）

（それなのにぼくは）

「──ですから、祝典は来月とのことですが当工房にお任せくだされば余裕をもって満足のいく仕上がりに──」

「あのっ、この服はこれでお願いします」店主の言葉を遮さえぎってクリスは言う。「それで、もう一着べつに、できあいのでいいから外出着を見み繕つくろってくれませんか」







　店から出てきたクリスを見て、ミネルヴァは目を丸くする。

　クリス当人も、照れくさくなって自分の装いを見下ろし、埃ほこりもついていないのに服のあちこちを手で払う。

　真新しいチュニックと、脚あしにぴったりのズボン。急所を守る厚い革の防具など、もちろんどこにもついていないし、襟や袖そでのひらひらした襞ひだがどうにも落ち着かない。

「……な、なんだそれ」

　ミネルヴァが言う。

「ええと。だから」クリスは言いい淀よどみ、頭の中で理由を必死に組み立てる。「ミネルヴァがせっかく綺き麗れいなかっこうしてきてくれたのに。ぼくがあれだと、悪いと思って」

　ミネルヴァは耳まで真っ赤になった。油が音を立てて一気に炎上したかのような赤面のしかただった。

「え、な、なっ？」

　飛び跳はねて後ずさり、ちょうど駐とまっていた辻つじ馬ば車しやの陰に半分隠れる。街がい路ろを行き交かう人々が、ミネルヴァに奇異の目を向ける。

「な、お、おまえっ、き、綺麗とかっ、そ、そんなのいきなり、わたしはただ街に出るからってこれ着てきただけで」

　クリスの方が面食らってしまう。どうしてこんなにうろたえさせてしまったんだろう。

「うん、だから、ぼくのこれ……変じゃない、よね？」

　馬車の向こうで、ミネルヴァは頰ほおを赤らめたままうなずく。

「ミネルヴァの隣歩いてても、おかしくないよね？」

　熟じゆくし切った林りん檎ごのような顔色になったミネルヴァは、そっぽを向き、それでももう一度うなずく。

　クリスはほうっと息をつき、歩み寄って言った。

「今日はありがとう」

　──ミネルヴァのおかげで、背中にのしかかってるものが、少しだけ軽くなった。

　──だから、また歩いていけそうだ。

　ミネルヴァはまだクリスの顔を直視できないようで、ちらと視線を引っかけ、それから長い紅あか髪がみをひるがえし、表通りの方へと歩き出す。

　今度は、クリスも簡単に追いつけるくらいのゆっくりした足取りで。

　市場の端まで戻ってきたとき、中央広場の方から竪たて琴ごとや笛やタンバリンに合わせた大勢の合唱が聞こえてきた。さっき町娘たちが言っていた楽がく会かいだろうか。

　ミネルヴァとクリスは同時に立ち止まって、顔を見合わせた。しばらく、どちらから口を開くのかの探り合いが続く。

「あ、あの、ちょっと見てっても」「どうせならっ、少しくらい見ていくか」

　声が重なり、ミネルヴァはまた顔を紅こう潮ちようさせ、ぶんぶんと頭を振る。

　けれど二人は広場に向かって歩き出す。肩を寄せて、歩幅を合わせて。







　花びらの敷き詰められた大広場に出ると、喧けん噪そうや歌声や人いきれ、手拍子や太鼓の響きに包まれる。

　ザカリエスコの街の中央広場は城館の庭よりもなお広大で、花壇に囲まれた円形舞台をさらに露ろ店てん市いちが取り巻き、辺へん縁えんのそこかしこで大道芸人や流れの楽団が市民たちを集めている。若い娘たちが輪になって踊っているのも見える。

「ザカリエスコってこんなに旅芸者がいっぱいいたんだね……」

　クリスは見回して言う。

「この街の若い連中は妙に気安くて気前が良いし、しょっちゅう祭りだの大市だのをやってるから、流れ者がみんな集まってくるんだ」とミネルヴァ。「わたしもカーラに連れられて最初にここに着いたときに、大道芸をやらされたな」

「え、え、ミネルヴァが？」

「うん。あいつ、ひどいんだ。ザカリア公とは知り合いだから泊まる場所だってすぐに借りられたはずなのに、『路ろ銀ぎんが尽きた、もうだめだ芸でもやって稼かせがないと』なんてわたしを騙だましてさ」

　あの大剣の切っ先の上で毬まりを回したりして客を沸わかせていたのだという。五年前といえばミネルヴァはまだ十歳を過ぎたくらいの幼さのはずで、それがあの鉄てつ塊かいを操って大道芸を見せればさぞかし話題になっただろう。その光景を思い浮かべ、クリスは思わずくすりと笑いを漏もらしてしまう。

「笑い事じゃないぞ！　わたしは王城から逃げ出してからずっとカーラに手ほどきを受けてて、世間のことなんてなんにも知らなくて、剣士はこうやって日ひ銭ぜにを稼ぐものだって教えられたのをずっと信じてたんだ。カーラのやつ……」

　ミネルヴァが頰ほおをふくれさせるので、クリスはますます笑ってしまう。

「でも、ぼくも似たようなことやってたよ」

　そう言ってみると、ミネルヴァは目を丸くしてクリスの顔をのぞき込んでくる。

「戦いくさが一段落して傭よう兵へいの勤め口がないときなんか、街を回って、剣の勝負で稼かせぐんだ。ほら、ぼくって身体からだが小さいし、弱っちく見えるだろ。一勝負銀貨一枚、一ひと太た刀ちでも入れられたら宝石を進しん呈てい、なんてやると腕自慢の男が集まってくるんだよ」

　そんな方法もあったのか、とミネルヴァはつぶやいて青ざめる。

「わたしもそうやって稼げばよかった……あ、あんな恥ずかしい毬まり遊びじゃなくて」

「今からでもやる？」

「こんな服装でできるわけないだろう。それに、わたしたちは二人とも顔が知られすぎてて、だれも勝負なんて乗ってこないぞ」

　それもそうか、とクリスは思う。すれちがう街の人々の大半がこちらを見て、まあ銀ぎん卵らんの……と囁ささやきあっている。少しくすぐったい。

「でもさ、この戦が終わって傭兵の口がなくなっても、そうやって稼げばいいよね」

　ふとそう言ってみると、いきなり隣でミネルヴァがこっちをちらちら横目で見たり髪をしきりにいじったりと妙な挙きよ動どうを始めた。

「……どうしたの？」

「二人でそんなことするのか？　だって、もっと他ほかに稼ぐ方法あるだろう」

　──二人？

「あ、ああ、いや、待ってよ、なんで二人なんて話になるんだよ。ミネルヴァは戦が終わってからもやることがあるだろ。フランチェスカを手伝ったり」

「え、え？　あ、あっ」

　ミネルヴァは妙な声を出して、また真っ赤になってしまった。

「ばか、まぎらわしい話をするなっ！　変な勘かん違ちがいしてしまったじゃないか！」

「ご、ごめん、でも、だって、ミネルヴァがそんなこと考えるなんて思わなくて」

「だいたいおまえっ、戦が終わったら騎士団出てくつもりだったのかっ」

　真正面から見つめられ、そう訊たずねられて、クリスははっとする。

　考えてもみなかった。戦が終わった後も、銀ぎん卵らん騎き士し団だんに残る？

「……ぼくは……ずっと、傭兵だったから。戦がなくなったら、べつの戦場を探してまたうろついて……それしか考えてなかった」

　帰る家があるわけでもない。生まれ故こ郷きようの村は焼けてしまった。

「なに言ってるんだ。おまえの家はここじゃないか」

　ミネルヴァが自分の足下を指さす。クリスは息を詰まらせてその顔を見つめ、広場を見渡す。

　にぎやかな管楽隊のまわりを子供たちが走り回っている。露ろ店てんから香ばしい焼き菓子のにおいが漂ただよってくる。娘たちの人垣の中で吟ぎん遊ゆう詩人が恋物語を歌っている。荷馬車がひっきりなしに市場へ商品を運び込み、目抜き通りは町民であふれ、鳥が石いし畳だたみにも空にも群れ、そのすべてを陽ひ射ざしが柔らかく包み、はるか向こうにはザカリエスコ城の真っ白な影が見える。

　もう一度目を戻すと、ミネルヴァが思い詰めたような目で、変わらずにクリスをじっと見つめている。

　──そうか。

　──戦いが終われば、いつもミネルヴァがいた。

　──いつも、ミネルヴァがいる場所に帰ってきた。

　──それなら、これからもそれでいいのか。

　胸に、ミネルヴァの指が突き立てられる。

「わたしが待ってるから戻ってくるとか、約束したから戻ってくるとか、そういうつまんないことをいちいち考えるから、おまえは無む茶ちやばっかりやるんだ」

「え……」

　プリンキノポリでの戦いで、たしかにクリスはそう言って敵軍に投とう降こうした。ミネルヴァを大教会に残して。今また目の前で漆しつ黒こくの瞳ひとみが揺れているのを見て、あの無む謀ぼうがどれほどミネルヴァの心を苛さいなんだのか、思い知る。

「家だから戻ってくるんだ。それだけでいいだろ。おまえだって、わたしを待つ方になるかもしれないんだぞ。ちょっとは待つ方の気持ちを思い知ればいいんだ」

　クリスは思わずうつむいてしまい、それでも息を止めてもう一度顔を上げ、ミネルヴァの視線を受け止め、うなずく。

　──だれかが、ぼくを残して出ていくかもしれないんだ。

　それは、クリスがこれまで知らなかった痛み。

　──あるいは、みんなばらばらになってしまうかもしれない。

　──そんなときでも、待つこと。この場所で。

　なぜとはなしに、クリスの想おもいはそんな寒々しい未来にまで至ってしまう。後から考えれば、なにかの予感があったのかもしれない。







　毛もう氈せんを広げた露ろ天てん商しようたちの間を抜けて広場のちょうど反対側まで回ってきたとき、クリスはそれに気づいた。隣でミネルヴァの肩も反応したのがわかる。

　目抜き通りにまで続く市の間、にぎわう人垣の向こうに頭ひとつ突き出て見える長身の黒い人影。なでつけた鋼はがね色の髪。

「……ジルベルト？」

　クリスのつぶやきに、ミネルヴァもうなずく。

「旅装しよう束ぞくだ。ミネルヴァ、どこかに出かけるって聞いてる？」

「いや……聞いてない」

　二人が雑ざつ踏とうをかきわけて近づこうともがいている間に、ジルベルトの後ろ姿は路地を曲がって見えなくなってしまった。

「クリス。あいつの左胸のところ、見えたか」

　広場の端で路地の先をにらみ、ミネルヴァが言った。

「……うん」

　クリスはうなずく。

　なにか、いやな予感が這はいのぼってくるのがわかった。

　ジルベルトが剣けん審しん院いんに認められた騎士だということは、クリスも聞いていた。聖せい王おう国こくに敵対する騎士の常つねとして、薔ば薇ら章しようはつけない。

　しかし今、ここを通り過ぎ去ったジルベルトの左胸には、たしかに見えたのだ。

　陽ひを受けて濡ぬれたように黒く光る薔薇の紋章が。












２　黒くろ薔ば薇らの騎士







　ミネルヴァたちが広場で目もく撃げきしたときから遡さかのぼること半はん刻こくほど、パオラもまたザカリエスコ城内でジルベルトを見かけていた。

「あれ？　ジルさ──」

　大きなアーチをくぐって出ていこうとしている黒い長身の影に声をかけようとして、パオラは声を吞のみ込こむ。ジルベルトがこちらに気づき、視線を向けてきたからだ。かなり距離があったのに、頰ほおを矢でえぐられたかと思うほどの殺気だった。

　パオラが身をこわばらせて立ちすくんでいる間に、ジルベルトの姿は花壇の向こうに隠れて見えなくなってしまう。

（旅装しよう束ぞくだった。靴は早はや馬うま用のこしらえだったし）

（それに、あの薔ば薇ら章しよう）

　ジルベルトが薔薇章をつけているところも、黒い薔薇章自体も、パオラははじめて見た。いったいどういうことだろう。

（フランさまなら、きっとなにか知っている）

（ジルさんがフランさまに断ことわりもなく遠出するはずがないし）

　中庭を横切り、何人もの小間使いたちにぶつかりそうになりながら、西館の階段を駆かけ上がる。四階のフランチェスカの部屋の前で、パオラは扉を叩たたくのをためらう。

　主あるじと顔を合わせることが、これほど気詰まりなのも、やはりはじめてだった。

（あれ以来、フランさまとまともに喋しやべっていない）

　プリンキノポリの街を蝕むしばんでいく炎が、パオラの脳裏に浮かぶ。

　フランチェスカは、勝利のために街を焼いた。パオラもまた、火を放ったのは王国軍だと噓うそをつき、プリンキノポリ自警団を煽あおり、危険な戦場に駆り立てた。

　そうして灰と屍しかばねを踏みしだき、生き延びて、このザカリエスコに凱がい旋せんしたのだ。

　宴うたげに沸わく騎士団や街の人々と裏腹に、フランチェスカのすぐそばの者たちの間にはうそ寒い隙すき間ま風かぜが吹いていた。クリスは部屋に閉じこもったきりだし、ニコロは帰国してから姿を見かけないし、ジルベルトも様子が変だった。

　そしてパオラも、フランチェスカと向き合えないでいる。

　持ち上げた拳こぶしを扉に近づけ、けれど力なく落としてしまう。

（もう十何年も一緒にいるのに、あたしはフランさまのことをなにも知らなかった）

（フランさまの暗くら闇やみ、フランさまの痛み）

（なにひとつ……知らなかった）

　それなのに、どんな顔をフランチェスカに向ければいいのか。

（ジルさんのことを訊ききにきただけなんだから）

（普通にご挨あい拶さつして、用件だけ済ませて）

　けれどパオラの中には、申し訳なさが渦巻いている。フランチェスカに謝らなくてはいけない、という思いが胸の内側に焼きついている。なにを謝るのかは、自分でもわからない。悪いことなどなにひとつしていないはずなのに。

（あたし、フランさまのおそばにいる資格あるのかな……）

　手を引っ込めようとしたとき、不意に扉が向こうから開いた。

「ひゃっ」

　パオラはびっくりして妙な声をあげ、跳とびすさっていた。

「なにをしているのパオラ」

　フランチェスカが顔を出して言う。このところ働きづめのせいか、目の下に濃いくまができている。

「お入りなさいな。用があるのでしょう」

　部屋の中に引っぱり込まれる。

　室内は惨さん憺たんたるありさまだった。床には足の踏み場もないほど地図が広げられ、机には書がいくつも広げられたまま積み重ねられ、梁はりから梁に渡された紐ひもには、したためたばかりの書状がインクを乾かすためにずらりと並べて吊つるしてある。

「……ごめんなさい、片付けにこられなくて」

「いいのよ。今、他人に手を出されると困るわ。あたくしもどこになにがあるのか、ときどきわからなくなりそうなのに」

　微笑ほほえむフランチェスカの顔は、露ろ骨こつにやつれているのがわかる。

「宴うたげに顔を出さないわけにはいかなかったし、各公国の諸しよ侯こうに一いつ刻こくも早く連絡したいし、作戦も絞り込みたいし」

「ご無理は……なさらないでください」

　パオラは頼りない声でそう言うことしかできない。作戦？　と、足下の地図を見回す。エパベラやサンカリヨン周辺の、かなり詳細なものだ。サンカリヨンの周囲に聖せい王おう国こく軍が新しく築いたいくつもの砦とりでまで、しっかり記述されている。

　エパベラでは祝典を行うだけではないのか？　いや、たしかにサンカリヨンに王国軍が駐ちゆう屯とんしている以上、無策では済まされないのだろうが、それにしても。

「無理はしてないわ。今しなければいけないことを、しているだけ」

　笑ってそう答えること自体、無理をしている証拠ではないか、とパオラは思うが、口に出せない。

「片付けが必要になったら呼ぶわ。あなたの方になにか用があるのでしょう？」

「え、ええ……ジルさんが、旅支じ度たくで出ていったので、どうしたのかなって」

「ああ、そのこと。あたくしが許可したの。長旅になりそうだから、エパベラで合流することになるでしょうね」

「任務ですか？」

「いいえ。ジルの私用よ。理由は聞いてないわ」

　パオラは肩をこわばらせた。理由を聞いていない？

「あの子が、理由は言えないがしばらく騎士団を離れたいと」

「そっ、そんなので許可したんですか」

「休きゆう暇か中ですもの」

「でもっ、だってっ」

　パオラの胸をざわつかせるのは、ほんのひとときだけ目にしたジルベルトの姿だ。

「ジルさん、胸に……」

「ああ。薔ば薇ら章しようをつけていたのね」

「知ってたんですか！　あたしあんなのはじめて見て、それに、黒い薔薇章なんて」

「では、行き先はイメイヘンでしょうね。昨日、王国軍から書しよ簡かんが届いたようだし」

「イメイヘン……」

　パオラも、その街の名はよく知っていた。キセルキニア公国と女王直ちよつ轄かつ領りようとの国境上にある城じよう塞さい都市だ。薔薇章の発行を許された唯ゆい一いつの機関、剣けん審しん院いんが置かれている。

「ど、どうしてジルさんが、王国軍の呼び出しなんかに」

「黒薔薇の騎士のことは知らないのね？」

　パオラはがくがくとうなずく。そんな不吉な色の薔薇章は、存在自体知らなかった。

「ほとんど知る機会もないから、無理もないわね。黒薔薇章は志願して試験を受けられるわけじゃないの。剣審院が、紅べに薔薇章の受験者の中から見込みのある者を選んで、黒薔薇への転てん向こうを打だ診しんするのよ。合格者は必ず黒薔薇騎士団に組み込まれる」

「黒薔薇……騎士団？」

「聖せい王おう国こく軍の憲けん兵ぺい隊よ」

　口元を押さえる。憲兵隊。軍における警察部隊。

「ジルも名簿の上ではその一員なの」

　夏の盛りなのに、ぞわぞわした寒さむ気けがパオラの腕を這はい登ってきた。

　ジルベルトが、聖王国軍の憲兵だった？

　それでは。呼び出され、フランチェスカに理由も言わず、薔薇章を身につけて出ていったということは。まさか。

　まさか──





　　






　イメイヘンはキセルキニア地方の方言で、『岩の船』という意味を持つ。

　先住民は、なだらかで低い岩山をそのままくりぬいて住居としていた。それをキセルキニア人が攻め滅ほろぼし、礎いしずえとして築いた城塞がイメイヘンのはじまりである。聖王国に奪われて以降、数十年の間、難なん攻こう不ふ落らくの東方戦線拠点としてキセルキニア公国ににらみをきかせ続けている。

　街全体が、城壁に囲まれているというよりは、城壁と一体化している造りである。出入りする者の審査も厳きびしく、門前には順番待ちの旅人たちが時間を潰つぶすための、露ろ店てんや屋台が並んでいた。休むための天幕まである。

　ジルベルトは、そんな天幕の一つで審査を待っていた。同じくザカリアから来たという、三十代半なかばほどの男が、同じ天幕に従者を五人も連れて陣取って、あろうことか酒まで飲んでいた。ジルベルトにも馴なれ馴なれしく話しかけてくる。聞くところによると、男爵家の次男らしい。

「ほう、ザカリアの騎士団の！　ザカリア公とも遠縁で？　それでは我らも家系図をたどれば縁続きということになるな。いやいやこのような場所で同郷の士に逢あえるとは」

　次男坊がすすめてくる酒を、ジルベルトは不ふ機き嫌げんさが顔に出ないようにとつとめながら固こ辞じする。

「それにしてもその薔ば薇ら章しよう、よくできた模造品だ。はは、貴き君くんも気が早いな、試験を受ける前から騎士気分か。しかし黒とはいささか不吉な」

　黒薔薇章については知らない様子で、ジルベルトのことは自分と同じく騎士試験を受けにきたのだと勘かん違ちがいしているようだった。無理もない。この色の薔薇章の存在は、一般にはまず知られていないのだから。軍史上、黒薔薇騎士団の外でこれを身につけた者は自分が唯ゆい一いつだろう、とジルベルトは思う。

「貴君、口こう頭とう試験の自信のほどはどうだ？　薔薇章典てん範ぱんは暗唱できるか？」

　次男坊がしつこく訊きいてくる。ジルベルトはしかたなくうなずく。

「そうか。私はああいった要いらん知識を詰め込むのは少々自信がなくてな。紅べに薔薇章は無理かもしれんから、口頭試験に一度落ちたらさっさと黄薔薇章を発行してもらうつもりだ。実技試験を受けんで済むし、父上が安心してくれればそれでよいのだしな」

　げらげらと笑う次男坊。

　家柄と品格と学識と剣技のすべてが試される、正当な騎士のあかしである紅薔薇章は、かなりの難関である。したがって近年、多くの貴族あるいは家か格かくに箔はくを付けたい商人などが、金を積むだけで発行される黄薔薇章を購入する。金薔薇章などと揶や揄ゆされるゆえんだった。しかしこの次男坊は開き直ってその欺ぎ瞞まんを吞のみ込こんでいるようだった。馴れ馴れしいが、悪い人間ではなさそうだ。

　開いたままの天幕の出入口の向こうで、蹄ひづめの音がいくつも聞こえた。次男坊はぎょっとして肩をすくめ、しばらくの間、黙り込んだ。天幕の前を通る騎馬の鞍くらに彫り込まれた、飛竜の紋章。聖せい王おう国こく正規軍のしるしだ。

　何騎かが行き過ぎた後で、次男坊が従者たちから離れてジルベルトのそばにまで寄ってきた。

「貴君、騎士のことには詳くわしそうだから訊たずねるが」

　ひそめた声で訊かれた。

「前々から疑問でな。剣けん審しん院いんというのは聖せい王おう国こくの機関であろう？　我らザカリア者ものは敵ではないか。なぜ国を問わず受け入れて騎士の認定を出すのだ？」

　もっともな疑問だった。

　イメイヘンは地図の上ではキセルキニア公国内だが、聖王国が実じつ効こう支配しているという奇妙な街で、実質上は戦闘を禁じられた中立地帯である。軍の立ち入りは認められていないが、個人単位であれば王国の者も公国の者も受け入れられる。

「……ザカリアをはじめ、七公国の諸しよ侯こうも、名目上は女王陛へい下かの臣しん下かです。それは、ご存じですね」

　ジルベルトがはじめてまともに応答したので、次男坊は目を丸くする。

「うむ。それは知っているが。あくまでも名目上であろう」

「ですから騎士もまた、名目上、すべて女王陛下の臣下なのです。剣審院がそう認める限り、この戦いは蛮ばん族ぞくが相手の野や卑ひなものではなく、騎士どうしの誇り高い戦いであるという体てい裁さいを保てます」

「ふうむ？」

　次男坊は口元をゆるめる。

「そうか。戦いくさ人びとの矜きよう持じのためか。なるほどな」

「少なくとも剣審院は、この思想を掲かかげています」

「む？」

　次男坊はジルベルトの顔をのぞき込んでくる。

「それさえも建たて前まえだということか」

　ジルベルトは小さくうなずいた。次男坊は視線を巡めぐらせ、それからさらに声を落とす。

「はあん。本音はこうか。公国からも騎士受験者を募つのらないと収益が減る」

　金のことに関しては鋭い男のようだった。ジルベルトはほとんど目だけでうなずく。

　たしかに剣審院のほんとうの目的は金だ。騎士認定試験は莫ばく大だいな利益を生む。聖王国内に限定していてはそのうまみが半減してしまう。

　その財力は、剣審院が権力からの独立を保つために必要なのだ、とジルベルトは教えられた。ゆえに剣審院本部は聖都サンチユリオから離れたここイメイヘンに置かれている。権力構造においても女王直ちよつ轄かつで、軍部や大公の力すら及ばない。

　なぜならば剣審院、そしてその実動隊である黒くろ薔ば薇ら騎士団は──

　ジルベルトは思考を打ち切って顔を上げ、腰を浮かせた。

　足音はまったくしなかった。だから次男坊は天幕の入り口に近づいてきた気配に気づかずに話を続けていた。引き締まった体つきの男が三人、天幕の中に入ってきたところでようやく口をつぐむ。

「ジルベルト殿。このような場所で待たせたこと、お詫わび申し上げる」

　先頭の、口くち髭ひげをたくわえた壮そう年ねんの騎士が言う。

　三人ともが、ぴったりとした紺色の衣ころもに、肩と胸だけをわずかに覆おおう簡易防具をつけ、左胸に黒い薔ば薇ら章しようを留めている。腰に差した剣の鞘さやには精せい緻ちな茨いばらの彫刻が施されている。剣けん審しん院いんの所属であるあかしだ。

　ジルベルトは立ち上がり、絶句する次男坊とその従者たちに目もく礼れいした。

「フランチェスカ・ダ・ザカリアには、ここに来ると言い置いてきたのかね」

　天幕を出ると、口くち髭ひげの騎士が前を歩きながら訊たずねてくる。

「……いえ。勘かんづかれてはいるでしょうが」

　ジルベルトは平静を装よそおってそう答えながらも、フランチェスカのことを考えると、今でもザカリアにとって返したい思いに駆かられる。

「まさか呼び出しに応じるとは思っていなかったと、長官も驚いていたよ」

　ジルベルトはなにも答えず、三人の黒薔薇の騎士に続いて石造りの門をくぐった。背後で巨石がぞっとする摩ま擦さつ音を響かせながら閉じる。







　王国全土で唯ゆい一いつの、何色にも染められていないガラスの薔薇章。

　剣審院の長官に受け継つがれてきたその紋章は、今は胸にまで垂たれた真っ白な髭の色を映して濁にごっている。

「ほ、ほ、ほ、遠いところをよく来たなジルベルト」

　長官室に入るなり、その老人は机を迂う回かいして歩み寄ってきた。ジルベルトよりも頭二つは背が低い。手を握にぎり、腕や背中のあちこちを触って確かめ、満足げにうなずく。

　剣審院長官、カンナヴァーロ。

　長官在位は三十年に及び、干ひからびた瓜うりなどと陰口をたたかれることもあるが、ほんの五年前に長官手ずから実技試験を受けたジルベルトは、この総白髪しらがの老人がまだまだ衰おとろえを知らぬ剣士であることを実感していた。眼光も変わらず鋭く、こちらの全身をまさぐっている。

「来るとは思っておらんかった」

「騎士の義務ですから」

「は。その白々しいせりふは五年前、試験に合格したときに聞きたかったぞ」

　それからしばらくカンナヴァーロはジルベルトの顔をじっと見つめた。

　先に目をそらしたのは、ジルベルトの方だ。

「ご用件をお聞きします」

「決まっておろう。黒薔薇騎士団に戻る気はないか」

「ですから、その理由をお聞きしたいと」

「ふん」

　カンナヴァーロは、壁かべ際ぎわに並んだ装飾用の甲かつ冑ちゆうの前を通って、机の向こう側に戻った。

「なぜ、おまえに黒薔薇章を与えたままザカリアに帰したと思うのだ」

「連合公国の内部にも手の者を置いておきたかったからでしょう」

「わかっていて、こうして呼び出しに応じたのか」

「はい」

　二人の間で、再び視線がお互いを削けずり合う。

　今度は、カンナヴァーロが手元に目を落とす。

「ふむ。まあよい。おまえはとにかくこうしてこの石のあなぐらに来たのだ。まずわしが手の内を見せよう。おまえを呼んだ理由のひとつ。王宮指南役が聖都サンチユリオに戻った」

　さしものジルベルトも唇を歪ゆがめた。

「……カーラ先生、ですか」

「そうだ」

「先生は、師範をおやめになったものと」

「ザカリアの片かた田舎いなかなどに引っ込んでいると情報に疎うとくなるのだな。これまで師範代に職務を預けて遊び回っていただけだ。まだ現げん役えきよ。つい先さき頃ごろ、ひょっこり帰ってきた」

　ジルベルトも薄々予想していた。ジュリオの太た刀ち筋すじを見て、自分と同じ師から学んだ剣士だとすぐにわかったのだ。

　それでも、にわかに信じたくはなかった。

　カーラがまだ王国にいる──銀ぎん卵らん騎き士し団だんの敵に回る可能性がある、などと。

「おかげで、開かれる予定だった薔ば薇ら章しよう評議会もめちゃくちゃだ。わしの代理で派は遣けんした者も、腰が立たぬほどに叩たたきのめされた。聖都の黒薔薇騎士団もかなりの被害をこうむっている。おまえに──」

「俺おれにも無理です。カーラ先生をどうしろと」

「ひとりでどうこうしろとは言っておらぬよ。都の者の力にはなれるであろう、おまえは弟子だったのだから、なにかしら対応策を考えつくはず」

「買いかぶりすぎです」

「それはわしが決めることだ。用件はこれきりではない、話を進めるぞ。おまえを呼んだ理由のいまひとつは、大将軍アルビレオスの動向だ。あの男、ただの軍人で終わる男ではない。危険なにおいがする。おまえに探ってもらいたい」

　ジルベルトは深く息を吸い込む。

　剣けん審しん院いんが蓄ちく財ざいし軍部からの独立性を死守する理由は、これだ。まさしく軍を監視する機関なのだ。それはときに、聖せい王おう国こくという枠わくすら超える複雑な力学を生む。

「俺は敵国の者です。お忘れですか。なぜ俺に」

「敵だからよいのだ」

　カンナヴァーロは、にたりと笑った。老ろう獪かいさがその歯の間から剝むき出だしになる。

「この剣審院にも──黒薔薇騎士団にも、アルビレオスの息のかかった者が潜ひそんでいる可能性がある。だが、おまえはどうだ。確実にアルビレオスの敵ではないか。これ以上の適任はおるか？」

　萎なえた喉のどから息が漏もれる。

　なるほど、たしかに自分はこのようなときのために、ザカリアに戻ることを許されたわけだ。ぞっとする。この薔ば薇ら章しようの黒はおそらく、なにが敵なのかもわからないほど深い闇やみの色なのだ。

「最後のひとつは、今すぐここでできることだ。フランチェスカ・ダ・ザカリアの今後の思おも惑わくを知りたい。エパベラでなにをしようとしている？　七公国連合を、これからどう導くつもりだ」

　硬い息を吞のみ込こむ。どれほどからみあった勢力構造があろうと、剣けん審しん院いんは聖せい王おう国こくの機関であり、ジルベルトはその敵国の戦士なのだ。つまり──

「俺おれに裏切れとおっしゃるのですか」

「その通りだ。そのためにおまえをいったん手放したのだぞ」

　カンナヴァーロの目がすうっと細くなる。皺しわだらけのその顔は、陽ひを受けた雪のような髪や髭ひげの中に埋うもれそうだ。しかしジルベルトはたしかな殺気を感じる。

「さて、次はわしが聞かせてもらう番だ。言葉をひるがえすようだが、おまえがやすやすと裏切るとは思えぬ。なぜここに来た？　なにが狙ねらいだ？」

　ジルベルトは口をつぐむ。

　来た理由を答えた時点で、それはなにかしらの情報を渡したことになるからだ。

「答えられぬということか」

「長官のお話をもう少し伺うかがってから、答えるかどうかを判断いたします」

「ほ。いやらしい値踏みのしかたもしっかりと黒薔薇仕込みを忘れておらぬか。大したものだ。ザカリアを裏切るにしろ、自分をなるたけ高く売りたいか」

　ジルベルトは挑発に乗らず、じっと考える。

　まだ迷っていた。フランチェスカになにも打ち明けなかったこと、それにもかかわらず離脱を許されたことが、胸に重くのしかかっている。

　ここに来たのがほんとうに正しかったのかどうか、わからない。

　そのとき、扉の向こうであわただしい足音がいくつか聞こえた。それから声。

「──いけません！　メルクリウスさま、ただいま長官には客人が」

「かまうものか！」

　遮さえぎって飛ぶ声は、ひどく幼い少年のそれだ。そして、ジルベルトのすぐ背後の扉が乱暴に開かれる。振り向くと廊下に小さな人影が立っている。赤みがかった柔らかな金髪には月げつ桂けい冠かんがのせられている。寒さむ気けがするほど美しい少年だ。十二、三歳だろうか。鎧よろいなしにタバードを肩に垂たらしているため、ひどく不ふ均きん衡こうなかっこうに見える。二頭の一いつ角かく獣じゆうが支える紋章を見てジルベルトは目を見開く。

　エピメクス家の紋章だ。コルネリウスやデュロニウスの家系。

　そして、胸に輝く紫色の薔薇章。

「カンナヴァーロ！　見ろ、獲とったぞ」

　可か憐れんな、しかし棘とげのある声で少年は言って、ジルベルトを一いつ顧こだにせず執しつ務む机のカンナヴァーロに歩み寄り、胸を張る。

「メルの歳では無理と、きさまはそう言ったな？」

「おめでとうございますメルクリウス殿。しかし今は来客中にて」

　メルクリウスと呼ばれたその少年は、長官の言葉を遮さえぎって机にばんと両手をつく。

「非礼を詫わびるのが先ではないのか。きさまは、受験自体が危険だから帰れとまで、このメルに言ったのだぞ！」

　ジルベルトは真横から、メルクリウスの胸の薔ば薇ら章しようを凝ぎよう視しする。

　紫薔薇章は、その色が示す通り、聖せい王おう家けに連なる血筋の騎士──つまり三大たい公こう家けの男子にしか与えられない薔薇章だ。剣けん審しん院いんは大公家を甘やかすどころか、紅べに薔薇章よりもなお厳きびしい審査を課す。それゆえに紫の薔薇を勝ち得た者は少ない。近年ではコルネリウスが最後だったはずだ。

　それを、これほど幼い少年が。

「メルクリウス殿のお力を見定められなかったこと、我が蒙もう昧まいさを深く恥じる所しよ存ぞんです。しかし今は来客中です。ご遠慮ください」

　そこではじめてメルクリウスは、ジルベルトの顔を一いち瞥べつした。

　ジルベルトは少年の額ひたいに目をやり、息を吞のみそうになり、すさまじい自制心でもって驚いた気配を完全に押し殺した。

「ふん」とメルクリウスはすぐにカンナヴァーロに向き直る。

　驚いた理由は二つあった。

　一つは、面おも差ざしがクリスに似ていたこと。

　もう一つは、その額にうっすらと赤く浮かんだ──刻印だ。間違いない。

「叔父上は十八歳で紫薔薇章を、十九で真しん名みようを開き、二十四で王おう配はい候こうとなって将軍位に就ついたと聞いている。見ていろカンナヴァーロ。メルはそのすべてを上回ってやる。このまま聖都サンチユリオに戻って真名を開く。大公まで登り詰めたら、きさまはくびにしてやる」

　そう言い捨て、タバードをひるがえし、メルクリウスは部屋を出ていった。少年の従者らしき男がおどおどとこちらに目もく礼れいしながら扉を閉める。

　しばらく、長官室には奇妙な空気が漂ただよっていた。ジルベルトもカンナヴァーロも、静まり返った廊下が気になって話題を戻せないでいる。そんな空気だ。

　先にカンナヴァーロが口を開き、重苦しい口調で言う。

「あれはエピメクス家の小僧よ。どうも、三大公家の中でも、あの家はときどき空恐ろしい人間を突然出す傾向がある。コルネリウス公が紫薔薇章の試験を受けにきたときも同じことを思ったが……よもや、十二歳で、な……」

　やはり、コルネリウスの甥おいなのだ。つまり、クリスの甥でもある。

　ジルベルトはクリスの生おい立ちについて、ミネルヴァからしか話を聞いていない。しかし今のメルクリウスという少年を見て、確信する。たしかに、同じ血が流れている。

　それに、メルクリウスは言っていた。聖都に戻って──

「あれはいずれ、脅きよう威いとなるやもしれぬ。我ら剣けん審しん院いんにとっても、軍にとっても。あるいは聖せい王おう家けそのものにとっても」

「長官」

　ジルベルトは遮さえぎって執しつ務む机に歩み寄った。

「ご下か命めいを承うけましょう。聖都サンチユリオに向かいます」

　喉のどと舌の根がざらつくほど、苦り切った声だった。

「ほう？」

　カンナヴァーロは、真っ白な眉まゆを寄せて、ジルベルトの顔を視線で探った。

「なにを考えておる」

「俺おれの義務だから、従うまでです。できれば今すぐにも出発したい」

「まあ待てジルベルト」

　立ち上がった長官は、ゆっくりと机を迂う回かいしてすぐ隣までやってきた。カンナヴァーロはジルベルトとは比べるべくもないほど小柄だが、老骨にはすさまじい殺気がみなぎっている。

「支し度たくは急いでさせよう。都の黒くろ薔ば薇ら騎士団にも連絡せねばならぬ。その前に、おまえにはもっと簡単な方の仕事を済ませてもらう」

「簡単な方？」

「さきほど言ったではないか。おまえを呼んだ理由は三つあると。そのうちの二つは都に行かねばできぬ仕事だが、三つ目は今ここでできる。フランチェスカ・ダ・ザカリアのことを教えよ」

　ジルベルトは全身をこわばらせた。

「おまえも我らを利用するのであろう？　先に対価を支払え。ザカリアを裏切って我らにつくという証あかしを、まずは見せよ。さもなくばこの岩の船からは一歩も出られぬと心こころ得えよ」

　大きく息を吐きながら、カンナヴァーロの呼吸を探る。

　やはり、剣審院は甘くはない。最初に、自分が血を流さなくてはいけないのだ。

　じっと押し黙って、腹の中にとぐろを巻く熱がおさまり、言葉に変わるのを待つ。

「いいでしょう」

　ようやく、口にできた。

「具体的に、なにをお話しすればいいのですか」

　口を歪ゆがめて笑うものかと思ったが、カンナヴァーロは深い皺しわをさらに寄せて沈んだ顔になった。まるで、憐あわれんでいるような。

　なぜ、憐れむのか。だれを？

　ジルベルトの視線を払いのけるように、カンナヴァーロは首を振った。それから、背を向けて肩越しに言う。

「まずは、エパベラでなぜ戦勝祝典などを開くかだ。ザカリアの女め狐ぎつねめは、なにを狙ねらっている？」

　痛む指先で言葉をより分ける。慎重に、非情に。

　やがてジルベルトは口を開いた。

「……あの方の目的は、七公国連合軍の統とう帥すい権です」





３　アンゴーラの影







　休きゆう暇かを与えられた軍の内でも、ただひとつだけ、休めるどころか仕事が増える役職がある。軍医である。

「おまえら、なんべん言ったら憶おぼえるんだッ！　怪け我が人にんは酒飲むな、寝てろ！」

　兵舎一階の広い医務室に、ニコロの怒ど声せいが響く。

「だってよぉ。窓から宴うたげの騒ぎが聞こえるんだぜ。おとなしく寝てられるかよ」

　いくつも並んだベッドにだらしなく腰掛けて、負傷兵たちは不満を垂たれる。

「今なら銀ぎん卵らん紋みせるだけでタダ酒飲めるってのにな」

「そうだ。ちょっと骨が折れてるからって」「だいたいニコロだってしこたま飲んで」

「おれは健康体だ！　治す気ねえのかおまえら。怪我人は海に捨ててくりゃよかったぜ」

「だって傷口って酒で洗うじゃねえか」

「そうだ。身体からだにいいんだろ。だったら飲んだって」

「馬ば鹿か野郎。ありゃ傷口にくっついた毒のもとを殺してるんだ。酒だって立派な毒なんだよ、毒を以もつて毒を制すっていうだろが。飲んでどうする。酔っぱらったら、おまえら暴れて傷口ひどくするだけじゃねえか」

　罵ののしりながらも、手早く患かん者じやをさばいていくニコロ。軟なん膏こうを惜しげもなく塗りたくって、身動きがとれないほど包帯でぎちぎちに縛しばってやる。とにかく多いのは火傷やけどだ。炎上するプリンキノポリ市街地で押し寄せる王国軍とやりあったのだから、無理もない。

「パオラはどこにいるんだよ」「なあ。せめてパオラに塗ってもらいたかった」

「こっちが訊ききたいよ」とニコロは毒づく。「どうせ団長のお供で祝しゆく宴えん回りしてて忙しいんだろうさ。生しよう薬やくも全然足りないってのに。早く顔出せってんだ」

　何人かは古い包帯を剝むいてみるとほぼ完治していた。おまえとおまえとおまえはもう飲んでもよし、と指示すると歓声があがる。

「にしてもニコロの薬は気持ち悪いぐらい効きくな」

　年とし嵩かさの兵の一人が、古傷だらけの自分の上半身をあちこち触って言う。べつの大柄な兵がうなずく。

「俺おれも何度か火事場くぐってるが、十日やそこらで火傷が消えたなんてはじめてだぜ」

「臭くさいけどな」とすかさずだれかが混ぜっ返した。

「いったいなに使ってるんだか教えてくれねえし」

「どこでこんな軟膏の作り方憶おぼえたんだ」

　ニコロは苦笑いを返す。

「材料と作り方を知ったら、おまえらそろってひっくり返るぞ。自分の身体からだになにが塗られてるのか、知らないのが幸せってもんだ」

　何人かは大笑いし、何人かは真まに受けて青ざめた。

　全員の治療を終えると、医務室を出て、中庭で日暮れの迫る空を見上げながら、ニコロは息をつく。

　なんという未発達な国だろう、と思わずにはいられない。そしてその根本的な理由はおそらく、気候が温暖で住みやすい土地だからだ。最も北方のラボラジアにしたところで、雪が解けない年はない。

（昔のアンゴーラ人は、食い物もなくて、畑も作れるところが少なくて、冬も馬ば鹿かみたいに長くて）

　匂におい立たつ夏草を踏み、本館の方へと歩き出す。

（ほっときゃ人がばたばた死んで、そのくせ家に閉じこもってる時間ばかりだから、いろいろと考えなきゃ生きてけなかったんだろうな）

　ザカリアはいい国だ。心底そう思う。自分は住みよい場所を見つけた、と。

（いつまでここにいられるやら）

　ニコロはザカリア公こう爵しやく家からも医者として頼られているので、ザカリエスコ城本館にも自分の部屋がある。石造りの館内はだいぶ涼しい。塔の中の螺ら旋せん階段をのぼり、三階の廊下に入ると、ニコロの部屋の隣室、ジルベルトの部屋の前に人影が見えた。

　パオラだ。ノブを何度も回そうとして、やがてあきらめてため息をつく。

「なにしてんだパオラ」

「ひゃっ」

　比ひ喩ゆではなくパオラは跳とび上がった。いちいち動作が大げさな娘である。

「え、ええと、そのう」

「ジルならいないだろ。出かけるとこ見たし、あれはちょっと街に出るって格好じゃなかったぞ」

「し、知ってたんですか」

　パオラは廊下のこちら端まで駆かけ寄よってくる。

「ジルさんの胸のとこ見ませんでしたか、薔ば薇ら章しようつけてて」

「つけてたな」

「なんでそんなに冷静なんですか、ジルさん、フランさまにも行き先言わずに行っちゃったんですよ！」

「娼しよう館かんでも行ったんじゃねえの。それなら団長には言えないだろ」

「そんなわけないでしょ！」

　パオラに胸を殴なぐられるが、ちっとも痛くない。

「王国からなにか手紙が来たって！　ジルさん、もともと王国の騎士団の人で、その呼び出しで出かけたんじゃないかってフランさまが」

　それは、ニコロもとっくに知っていた。ただ、だれにも言わなかっただけで。

「中入れよ、こんなとこで騒いでると変な目で見られる」

　ニコロはパオラの頭をなでて、自室の扉の鍵かぎを外した。

　室内に一歩踏み入っただけで、違和感に気づいた。毛布が丸められたベッド、古書の積み上げられた机、桶おけや瓶かめで足の踏み場もない床。あまりにも雑然としていて、どんな痕こん跡せきも埋うもれてしまいそうな部屋だ。しかしニコロにはわかる。

　だれかが、侵入したのだ。

　緊張を保ちながらも、平静なふりをする。今はパオラがいるのだ。妙な心配をさせたくない。

「ベッドにでも座りなよ」

　下した心ごころをにおわせた軽口だった。ニコロとのそんなやりとりに慣れているパオラは、それを無視して本の山の中から椅い子すを見つけ出し、腰掛ける。

　ニコロは机の上の真っ黒なガラス瓶びんの蓋ふたをとり、一口含んだ。アンゴーラ産の、ほとんど味のしない火か酒しゆだ。頭が痺しびれる。

「ジルのやつ、おまえにもなにも言わずに出てったのか？　いつ戻るとも？」

　パオラは沈んだ視線を自分の膝ひざ頭がしらに落とし、首を振った。

「なんにも言わずに。フランさまも、休きゆう暇か中なんだからべつにかまわない、って。どうしてあんなに冷たいんだろう」

「行き先を喋しやべったら、団長は止めなきゃいけないからだろう。お互いそれをわかってて、ジルは出かけるとだけ、団長は行ってらっしゃいとだけ言ったんだろうさ」

「な……なんですかそれ」

「ジルにゃあジルの事情があるんだってこと」

「王国の騎士団に呼び出されたんですよ、なんでそんなのに応こたえなきゃいけないんですか、どんな事情なんですか！　ジルさん、まさか、まさか」

　パオラは青ざめている。

「まさか。銀ぎん卵らんを、ぬける……つもりじゃ」

　ニコロはわざとらしく天井を仰あおいで笑い声をあげた。

「笑いごとじゃっ」

「あいつが団長を裏切るような真ま似ね、するわけないだろうが」

　歩み寄り、パオラの頭をぽんぽんと優しく叩たたく。それからかがみ込み、視線の高さを合わせて言い聞かせる。

「あのなパオラ。あんな、いつもしかめっ面つらしてて、必要なことだけボソッて喋しやべるようなやつが裏切るわけないだろ。裏切りってのはもっと、いつもへらへらしてて、器用なやつがやるんだよ。ジルには無理だよ、安心しろ」

　パオラは潤うるんだ瞳ひとみを苦労して持ち上げ、すぐにうつむいてしまう。膝ひざの上で、弱々しく両手を広げたり握にぎったりしている。

「……でも。……それなら、なにか言ってくれれば」

「だから事情があるんだろ」












「ジルさんだけじゃないです。なんだか、プリンキノポリから戻ってきてここ数日、みんなずっと変です。クリスさんも閉じこもってるし、フランさまも毎晩夜よ更ふかしして無理ばかり」

　それはニコロも感じていたことだった。ニコロの目からすればパオラ当人も、変になってしまったひとりだ。

（戦争だからな。変にならない方が不安なくらいだ）

　三十倍の敵を退しりぞけた代償として、なにかが歪ゆがんだのだ。騎士団の人員にほとんど被害が出ていないのだから、その痛みはフランチェスカがひとりで負おうとして──周囲の者たちに、わずかにあふれ出している。

「……おれは軍医で、おまえは衛生兵だ。わかるな？」

　パオラはだいぶためらった後でうなずく。

「よし。じゃあ、おれがおまえに教えた衛生兵の心こころ得えを三つ、言ってみろ」

　可か憐れんな薔ば薇ら色の唇が嚙かみしめられ、やがてゆるみ、たどたどしく言葉をかたちづくる。

「常つねに健康でいること」

「うん。おれたちが倒れたら騎士団の世話はだれもできなくなるからな」

「常に清潔でいること」

「そうだ。二次感染はいちばんやっちゃいけないことだ」

「常に笑顔でいること」

　ニコロはパオラの頭を両手で包み込んで、顔を上げさせた。

「それがいちばん大事だ。どうせ、手足をぶった切られたり、土手っ腹に大穴を開けられたやつに、薬も医者もクソの役にも立ちゃしないんだ。だから笑え。噓うそでいいから大丈夫っつってやれ」

　目を合わせ、ニコロはパオラのために、噓の笑いを見せる。

　パオラも苦労してその真ま似ねをしようとしたのはわかった。けれど、すぐに目を伏せてしまう。それでも、立ち上がって部屋を出ていくときの足取りは、来たときよりもずっとたしかだった。それに、一度もニコロを振り返らなかった。

　足音も聞こえなくなってしまった後で、ニコロはまだパオラの体温が残った椅い子すにだらしなく浅く腰掛けて脚あしを投げ出し、ふうっと息をつく。

（よくもまあ白々しいことを言えたものだ）

　自じ嘲ちようしながら、椅子の裏側をまさぐる。

　すぐに見つかった。斜めに切って先を尖とがらせた一本の麦わらが椅子の脚に刺してあったのだ。ニコロは片眼鏡を傾けて、わらの表面に刻まれた極小の文字を読み取る。それからわらを小さく握にぎり潰つぶし、口の中に放ほうり込んだ。万が一にも他人に読まれないようにする処置だ。窓の外を見やると、そろそろ日暮れだった。靴くつ紐ひもを結びなおし、立ち上がる。







　待ち合わせ場所は、ザカリエスコ港の細く入り組んだ運河にかかる橋の一つだった。あたりはすっかり暗くなり、背の高い倉庫の影が肩を寄せて立ち並んで星空を遮さえぎっていた。昼間は荷物を運ぶ人にん足そくたちでごった返している通りだが、今は人ひと気けもない。

　ニコロが橋の欄らん干かんにもたれて水面に目を落とすと、橋の真下から灯あかりがすうっと滑すべり出てきた。

　欄干を跳とび越え、身を躍おどらせる。

　着地したのは、小さな舟の真ん中に厚く敷かれたむしろの上だったので、まったく音はしなかった。船体もほとんど揺れない。

「勝手に部屋に入るなよ。留守だったからいいが、女を連れ込んでる最中だったらどうすんだ」

　背を向けたままなじる。しばらく答えはなかった。流れの先から、警けい笛てきが聞こえる。暗い川を遡そ行こうする荷舟とすれちがう。あちらの船頭が、古めかしい舟歌で挨あい拶さつしてくる。

　やがて倉庫の影が月明かりさえも遮り、まったくの静せい寂じやくがやってきた。

「……なにか状況に変化は」

　ニコロの背後で、男の低い声。久々に耳にする、けれど懐かしいとは思えない、アンゴーラの言葉。

「べつに。怪け我が人にん大勢、酔っぱらい大勢、おれの結婚はまだまだ、だ。おい、冗じよう談だんだよ。悪かった。うちの団長がエパベラに公国の連中を集めて、総そう主しゆ教きようも呼んで、でかい祝典をやる。来月だ」

「目的は」

「まだわからん。総軍の前で、総主教からなにかの権利をちょうだいするんだろ。おれはなにも聞いてない。ジルベルトとはなにか話し合ってるかもしれんが」

「例の黒くろ薔ば薇らの騎士か。その男からなぜ探り出さない？」

「出かけちまった。行き先はイメイヘンだ。とうぶん帰ってこない」

「きさまは怠たい慢まんではないか」

「否定はできんね」

「ザカリア公女は危険な存在だ。排除を検討している」

　ニコロは気け取どられないように、ぐっと唾つばを飲み込み、握にぎり拳こぶしを固くした。

「まだ早いさ。王おう配はい候こうルキウスが南なん征せい将軍を買って出たんだろう？　あいつは陰険で執しゆう念ねん深いからな。ほっときゃ殺しに来るだろ。相打ちにでもなれば上々じゃないか」

「管かん轄かつ外の情報には耳ざといな」

「疎うといよりましだろう。それにまったく無関係ってわけでもない」

「エパベラにはきさまもついていくのか」

「そりゃそうだろう」

「ラボラジア訛なまりを今から憶おぼえておけ」

　ニコロは振り向きそうになる。ラボラジア？　北方の公国に、いったいなんの用が？

「確定ではないが、もしエパベラで交戦があるなら、きさまはそこで死んだことにして、ラボラジアに回ってもらうことになるかもしれん」

　拳こぶしの中で汗が這はい回まわるような感触があった。

「……なぜ」

「まだ理由は言えん。ラボラジアにも潜もぐり込めるな？」

「そりゃあ、あんたらが家系図だのなんだのを周到に用意してくれりゃあな。紅べに薔ば薇ら章しようをとったときみたいに」

　正当なる騎士のあかしである紅薔薇章の試験は、家柄についても厳きびしい審査がある。ニコロひとりでは、生まれを偽いつわって審査を抜けることなどできなかっただろう。

「ならばよい。そちらも準備を怠おこたるな。エパベラに発たつ前に身辺整理を済ませておけ」

　汗が背中を伝い落ちる。ニコロの中の迷いが、悲ひ壮そうな決意に凍結していく。

（これで絶対に言えなくなったな）

　これまでも、何度もアンゴーラ本国に報告するかどうかを迷った。

　フランチェスカが、自分の正体にどうやら気づいているらしい──と。

（言ったら、殺害命令が下る）

（絶対に言えない）

　背後で立ち上がる気配がして、ニコロは総毛立つ。

　しかしそれは、ただ会見の終わりの合図というだけだった。

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」男が小声でアンゴーラへの賛辞を唱えた。

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」とニコロも返し、立ち上がると同時に船底を蹴けった。

　倉庫と倉庫の間にある狭せまい路地に着地する。肩越しにちらと振り返ると、舟の灯あかりが暗い運河を滑すべっていくのが見えた。

　壁伝いに歩き、完全な闇やみの中に引っ込む。汗ばんだ手を何度も開いたり握にぎったりして、動どう悸きがおさまるのを待つ。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんからは消えて、ラボラジアに回される？

（あと一ヶ月で）

　ニコロは、ある可能性にたどり着くしかない。七公国のうちでも最も北方の、海を隔へだててアンゴーラと接するラボラジア。そこへの転任ということは。

（侵攻を開始するのか……？）

　ぞっとする疑念を吞のみ込こみ、ニコロは闇の中を歩き出す。





　　






　フランチェスカが城に戻ってきたのは夜よ更ふけだった。城門からの坂道をのぼってくる馬車の灯りに最初に気づいたのは、兵舎四階の窓から身を乗り出していたクリスだ。

「帰ってきた！」

　螺ら旋せん階段を駆かけ下りる。ミネルヴァが長いスカートの裾すそをつまみ上げて走りにくそうについてくる。そのさらに後ろから、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの百人隊長たちが石段を踏み鳴らして追いかけてくる。みな、フランチェスカを心配して待っていたのだ。

　中庭に出ると、ちょうど西館の方からランプを手にした小さな人影が駆けてくるところだった。青い帽子でパオラとわかる。何人かの侍女がそれに続いて馬車を取り囲む。クリスはやや遅れて到着した。

「お帰りなさいませ、公こう爵しやくさま、お嬢様」

「お疲れでしょう、すぐに足湯の用意をいたしますわ」

　侍女たちの手を借りて、まず夏用の薄手のコートに身を包んだ紳士が馬車から降りてくる。柔にゆう和わな顔を顎あご髭ひげでいくらか険しくしたザカリア公だ。手を引かれ、フランチェスカが続いて馬車から出てくる。祝しゆく宴えん用の、花弁を模した華美なドレス姿だ。

　クリスはぎょっとして立ちすくむ。すぐ後ろで、ミネルヴァが息を吞のんだのも聞こえる。フランチェスカの顔色が蒼そう白はくだった。侍女たちがあまり騒がないのは、あたりが暗いのと、彼女が気き丈じように笑みを絶やさないからだ。他ほかに気づいたのは、人垣のすぐ外側で声を失って立ち止まったパオラくらいだろう。

「フランはひどく疲れている。さっさと休ませてやれ」

　ザカリア公も心配そうな口調で言う。

「まったく、あんな商会の者どもの宴うたげになぞ、おまえがわざわざ出る必要もなかろうに」

「あたくし目当てで招待なさったのでしょうに、お父様だけでは先方もがっかりいたしますわ。軍資金集めもあたくしの大切な仕事ですの」

　茶ちや化かした口調でフランチェスカは答える。それからこちらに向き直った。

「あらクリス、その服も買ったの？　素敵じゃない、ミィナのとお似合いよ」

「そんなこと言ってる場合か」ミネルヴァがクリスの前に出る。「おまえ顔色ひどすぎるぞ、寝てないくせに酒しゆ宴えんなんかに」

　クリスの足はすくむばかりだった。フランチェスカに近づけない。手のひらが汗ばむ。

　今、自分の身体からだからは、花を枯らす程度の微び弱じやくな『死』が発せられている。ミネルヴァのおかげで、まだ人体にまでは影響がないとわかった。けれど、これほど憔しよう悴すいしているフランチェスカに近づいたら、どうなるかわからない。

「とにかくお嬢様、お部屋に」と侍女の一人が言った。侍女たちは二手にわかれ、公爵を本館へ、フランチェスカを西館へと連れていこうとする。そこにいくつもの足音が近づいてきた。

「団長！」

「団長、お帰りでしたか！」

　銀卵騎士団の百人隊長たちだった。

「俺おれたち全員が留守番てな、ほんとですか」

「エパベラはサンカリヨンの占領軍の真ん前でしょう！　俺たちが行かないでどうするんです、他ほかの公国軍なんざ納屋の番だって満足にできやしねえ連中なのに」

「団長をひとりで行かせられませんよ！」

「それにジルベルト隊長はどこに行っちまったんです！」

「隊長も護衛につかないってことなんですか？　そんな危険なとこに団長を」

　百人隊長たちがわざわざフランチェスカを待っていた理由はこれだった。ジルベルトが書き置きで、騎士団の全部隊に向けて指示していたのだ。

　エパベラでの戦勝祝典に、騎士団は参加しない。全員、よく休養するように、と。

「ほんとうよ。あたくしと近衛このえだけで行くわ」

　フランチェスカは侍女の手を振り払い、「お父様、お休みなさいませ」と言って西館に向かって歩き出す。

「きちんと休むのだぞ、真夜中にもおまえの部屋に蠟ろう燭そくが灯ともっているのがこちらから見えるのだからな！　パオラ、いいか、必ず寝かしつけるように」

「は、はいっ」

　我に返ったパオラがフランチェスカに駆かけ寄よってその手を取る。ザカリア公が本館の方へと歩み去ってしまうと、百人隊長たちも近づいてきた。

「団長、エパベラには──」

「あなたたちはお留守番。激戦続きだったのだから、ゆっくり休みなさいな。護衛はクリスやミィナだけでじゅうぶん」

「団長、どうして！」「俺おれたちも行きます！」

「ほら、西館はクリス以外の男子は禁制よ」

　そんなことを言われ、クリスは思わずフランチェスカに背を向け、走り出していた。

「おい、クリス！」とミネルヴァが呼び止める声がずっと後ろで聞こえた。

　塀伝いを走り、月明かりも届かない庭の隅すみで立ち止まってうずくまる。

　地面に手をつくと、足下の芝がちりちりと音をたてながら枯れていくのがわかった。

　──抑おさえなきゃいけない。

　──これから先も、釘くぎをひとつ壊こわすたびに強くなる、こいつを。







　フランチェスカは西館に入ってすぐのロビーで、侍女も全員さがらせてしまう。パオラは肩を貸そうとしたが、その手も振り払って、フランチェスカは階段を上り始める。三階の自室の前まで来たところで倒れた。

「フランっ」

　ミネルヴァが驚いて駆け寄り、助け起こす。

　ぐったりしたままのフランチェスカを二人がかりでベッドまで運んだ。

「あたしに任せてください。ミィナさんはお外の様子を」

　ミネルヴァはしばらく心配そうにフランチェスカとパオラの顔を見比べていたが、やがてうなずいて部屋を出ていく。パオラはフランチェスカの衣服をゆるめ、脈をとり、熱をはかった。おそらく、ただの貧血だろう。乾いた唇を水差しの水で濡ぬらし、足の下に丸めた毛布を入れて頭を低くする。

　フランチェスカの唇がかすかに動いた。

「……ごめんなさい、パオ──」

　そのまぶたがかすかに開き、青い瞳ひとみがパオラをとらえる。唇が固く引き結ばれ、言葉をちぎり折った。パオラが顔を寄せると、フランチェスカは首を振って、また目を閉じる。

「……なんでもない。……手をかけさせたわね」

　声の最後の方は、かすれて暗がりに消えてしまいそうだった。

（あたしに謝らないようにって、がんばってるんだ）

（フランさまは……なんて孤独なんだろう）

　パオラは痛む胸に重ねた手を押しあてる。

　窓から真っ暗な中庭を見やると、灯あかりが増えている。騎士団の男たちだ。百人隊長だけではなく、兵たちも兵舎から出てきて、西館に続く敷石のあたりに集まっている。

「団長どうなってんです」

「なんか具合が悪そうだったってのはほんとですか」

「ジルベルト隊長は？」

「なんで俺おれたちが留守番なんだよ」

　食ってかかる兵たちに、百人隊長たちも戸と惑まどっている。ミネルヴァの紅あか色いろの髪がそこに向かって走っていくのが見えた。

　椅い子すを持ってきて、ベッドの隣に腰を下ろした。ランプを少し離れた場所に置き、深く翳かげったフランチェスカの顔を見つめ、もう一度目を開くのを待つ。

　枕まくらの上に広がった金色の髪が、さら、と動いた。

　フランチェスカの目が再びパオラの顔を探る。

（あたし、うまく笑えてるかな）

　そう思いながら、パオラは口を開く。

「……ただの貧血です。大丈夫。ちゃんと寝てください。みんなには、あたしから言っておきますから」

　青い瞳はしばらく戸惑ったままだ。

「みんなを連れていかないのは、巻き込みたくないからですか」

　ひどく長い間の後で、フランチェスカは首を振った。

「いいえ。そんな気き遣づかいはするわけがないでしょう。連れていかないのは、ただ、疑われないようにするためよ」

　パオラは身を固くする。疑われないようにする、とはどういう意味だろう。フランチェスカはなにを考えているのだろう？

　けれど、どちらにせよ、返す言葉はひとつだった。

「あたしはついていきます。フランさまの影武者なんだから。絶対に離れません」

　死ぬまで、とパオラは小声で付け加える。

　フランチェスカは微笑ほほえんでうなずいたように見えた。けれどそのまま表情がゆるみ、まぶたが力を失って閉じ、眠りに落ちていったので、気のせいかもしれなかった。

　パオラは寝室を出て、そっと扉を閉めた。階下から、騎士団の男たちの声がいくつも、くぐもって聞こえた。階段を下りる足が無意識に速まる。西館の一階ロビーを突っ切って、暗い庭の夜や気きの中に出ると、ミネルヴァの高い声が耳に刺さる。

「だからおとなしくしてろ、団長命令なんだぞ！」

　紅くれないの髪を取り囲んで、男たちが口々に怒ど鳴なる。

「団長から理由も聞いてねえのに」

「まだ出発までだいぶ日があるだろ、考え直してもらって」

「異国の軍隊ばっかりの場所に団長だけ送り出すなんて危なくてできるか！」




「静かにしてください！」




　暗くら闇やみに染み通る自分の声が、パオラ自身にも信じられなかった。全員が口をつぐんで、パオラを注視する。膝ひざが力を失いそうになる。けれど、すがるものはなにもなかった。

「……公こう爵しやく家のみなさんがもうお休みの時間なんです。騒がないで」

　思わず、そんなことを言ってしまう。声が震ふるえている。男たちはばつが悪そうに視線をさまよわせる。

「フランは、大丈夫だったのか」とミネルヴァが小声で訊たずねてくる。

「団長、なんかつらそうだったぞ」

「ここんとこ寝ずに飛び回ってたんだろう」

「それならなおさら、おとなしく留守番なんてしてられねえ」

「ここで朝まで待って、もう一度団長に」

「だからっ」

　パオラは声を荒らげてしまう。再び視線が集まるのを感じて、声を吞のみ込こみ、細くして吐き出す。

「兵舎に戻ってください。フランさまの言う通りにして。フランさまは……」

　つぶやきながら、考えを巡めぐらせる。どうしてフランチェスカは団員たちに詳くわしいことを話さないのか。プリンキノポリを焼く炎にその身をさらしてしまったパオラは、その考えにしかたどり着けない。

　知られたくないのだ。この先に続く、さらに多くの者の血で濡ぬれた道のりを。

（それなら、あたしのやるべきことは）

　パオラは拳こぶしを固くする。ただひとりミネルヴァだけは、憐あわれみに満ちた目。

（笑って、噓うそをつくことだ）

「フランさまは、祝典で総そう主しゆ教きようさまの手に接せつ吻ぷんしたり、夜の祝しゆく宴えんで総主教さまのおそばにずっと侍はべったりしているところを、見られたくないんです。みんな、怒るでしょう？」

「そりゃあ……」「いくら総主教さまだからって、なあ」「落ち着いてられねえよ」

「でも、祝典には出なきゃいけない。それに、お祝い事が済んだらまた連戦です。いつザカリエスコに戻れるかわかりません。だからみんなにはずっと休きゆう暇かをとっててもらうのがいちばんいいの。こんなの、恥ずかしくてフランさまの口からは言えないでしょう」

　兵たちは気まずそうに目をそらした。

「しょうがねえなあ」

「そういうことなら……」

「ああ、まだなんか腹立つけど」

　何人かは、噓うそを見抜いていただろう。ミネルヴァはもちろんそうだし、古参の隊長格の数人もパオラを真剣な目で見つめたままだった。

　けれど、すすんでだまされる、そんな優しさだってある。

「よし、じゃあ解散だ。とっと兵舎に戻れ」

「女のとこ行くやつはちゃんと寮母にばれねえようにしろよ！」

「部屋で酒飲むんじゃねえぞ」

　百人隊長たちが、兵を追い払う。

　ミネルヴァが隣までそっと寄ってきて、パオラの肩を支えてくれた。

「わたしはクリスを捜してくる。あいつ、どこ行ったんだ」

「わかりました」ごわごわの喉のどから、かすれた声。「あたしはフランさまを看みてます」

　ばらばらになりそうだ、とパオラは感じた。たとえば自分の身体からだと心とが。あるいは銀ぎん卵らん騎き士し団だんが。自分を取り囲む人の輪が。フランチェスカも、ジルベルトも、クリスも、重たいなにかを抱かかえ込んで沈みかけている。

　笑っていよう。ニコロの言葉をもう一度思い出す。

　噓でもいい、あたしはその真ん中で、せいいっぱい笑っていよう。





４　評議会







　王宮指南役の主な業務は、その名の通り、指南である。

　師範手ずからの剣技指導を受ける名誉にあずかれるのは、王城の近衛このえ兵へいと、副官以上の位の将のみ。王宮指南役の手ほどきを受けた経験そのものが、軍の中での出世にとっては必ひつ須す条件のひとつだった。

「もうへばったのか、どいつもこいつも！　動きに無駄が多すぎるんだ、足を地面から指二本以上離すな！　目で見るな！　耳ついてるのか蝸牛かたつむりども！」

　王城南西部《鋼はがねの宮》の中庭に、女の鋭い怒ど声せいが響く。

　稽けい古こを見学しようと詰めかけた一般兵たちの作る分厚い人垣の真ん中、近衛兵たちが何人も積み重なって倒れている。剣を手に立っているのは、もう十人もいない。彼らの間を黒い風が目まぐるしく吹き抜け、そのたびにうめき声があがり刃やいばが跳はね飛ばされ、一人、また一人と倒れていく。

「よーし、準備運動おしまいだ。そら、みんな立て！」

　最後の一人が地面に這はいつくばったところで、カーラはようやく動きを止め、額ひたいの汗を袖そでで拭ふいた。ところが、だれも起き上がる気配がない。白目を剝むいている者もいる。

「まったく、ジュリオはなにを教えてたんだ。全然ついてこられないじゃないか」

　カーラはあきれて腰に手をあてる。高く持ち上げて編み込んだ長い黒髪に、襟や裾すその長いアンゴーラ風の装しよう束ぞく。とても剣士には見えず、旅芸人か踊り子かといういでたちである。おまけに帯たい刀とうしていない。まわりで見ていた兵たちも、驚きのあまりだれひとりとして口を開かない。丸腰の女を相手に、近衛兵三十人あまりが踊らされたのだ。

「ひとりも立たないなら、あたしは用があるから今日はこれでおしまいに」

「……お、お願いします」

「お願いしますッ」

　近衛たちが一人また一人と立ち上がる。車輪の紋章を身につけることを許された精せい鋭えい中の精鋭である。どれほど叩たたきのめされても、誇りだけはそうそう折れないのだろう。

「うんうん。そうこなくちゃあ」

　カーラはぞくぞくという悦よろこびを感じて唇を歪ゆがめた。

　もとより、戦い方を教え込むのが大好きなたちである。近衛だけあって、みな鍛きたえてあるし筋も悪くない。カーラが素早く背後に回り込んで、相手の動きを先読みしてぴったり真ま似ねしてみせると、むきになって動きが速くなるのも可愛かわいい。

「ほら、まだ目で見てる！　おまえ今ので五回死んだぞ！　おまえは八回だ！　膝ひざ落とすな腰だけ落とせ！　身体からだ浮いてる、低め、低め、そう！」

　近衛たちの切れ切れの息づかいの間に、カーラの愉たのしげな声が響く。

　そうこうしているうちに、尖せん塔とうの鐘が鳴るのが聞こえた。

「あ──いけない。今日はこれでおしまい！」

　カーラがいきなり叫んで、大きく跳ちよう躍やくして混戦を抜けだした。

「そ、そんな、師範！」

「まだやれます！」

　次にいつ稽けい古こをつけてもらえるかわからないとあって、近衛このえたちは必死で引き留めようとする。

「あたしの可愛かわいいジュリオの審理がもうすぐ始まってしまう。あとはてきとうにやっておくように！」

　割れた人垣の隙すき間まを走り抜け、《鋼はがねの宮》に飛び込む。二階まで吹き抜けの巨大な広間で、正面にはそのまま城外につながる大きな通路が口を開けている。そこに、大勢の者たちが集まっているのが見えた。カーラの姿を見て、一いつ斉せいにざわつく。

　なにごとだかよくわからないが無視して広間の奥の階段に向かおうとしたカーラの目の前に、進み出てきた人影がある。

「カーラ殿！　お待ちください！」

　世話役の老騎士だった。

「昨日お話ししましたな、挑戦者が待っております」

　カーラは眉まゆを寄せ、老騎士の背後を見渡して、ようやく思い出し嘆たん息そくした。

「こんなにいるとは聞いてないぞ……」

　次々とアーチをくぐって広間に入ってくる、武装した男たち。紅べに薔ば薇ら章しようを誇らしげにつけた騎士もいれば、どう見ても傭よう兵へいという薄汚れた鎧よろい姿もある。百人ちかくいるのではないだろうか。

「ほんとうに女だったのか……」

「いい女じゃねえか。ちっと薹とうが立ってるが」

「なんでもいい、早く順番決めてくれ」

「日が暮れちまうぞ！」

「ほんとにあれが師範なのか？　弟子も細っこかったが」

　だれもかれもが、無遠慮な目でカーラをねめ回す。

「貴殿が一年も留守にするからです。みな、これでも選抜戦で勝ち抜いてきた剛ごうの者ばかり。これも王宮指南役の務めですぞ」と老騎士。

　王宮指南役はきわめて特殊な役職で、挑戦者制度によって受け継つがれている。現職の指南役を剣で打ち倒した者が、次の指南役となれるのだ。腕一つで即座に軍の最高位にのぼれるとあって、挑戦者は引きも切らず国中からやってくる。

「なんでこんな面倒な有う象ぞう無む象ぞうがたまってるんだ、ジュリオが相手して追い返せば」

　そう言いかけて、カーラは口をつぐむ。ジュリオはつい先月までは戦場に出ていたし、今は囚とらわれの身だ。師範に代わって挑戦者をあしらう役目の人間が、ここしばらくいなかったのだ。

「さすがに今日中に全員は無理でござろう」と老騎士が寄ってきて言う。「順番を決めてくだされ。どう決めても文句は出るでしょうが、ひとまず歳の順などで」

「あたしは忙しい。薔ば薇ら章しよう評議会がもう始まってるんだ！」

「忙しい、などと言い訳して逃げぬように、しっかり務めに集中させよ、とアルビレオス閣下から言いつかっております」

　カーラは歯は嚙がみした。

（アルビレオスのやつ、あたしが評議会をまた邪魔できないように、謀はかったな）

「この中でさらに勝ち抜き戦をするという手もありますが、慣例になく、審判もわし一人では手に余り──」

「もういい。めんどうくさい」とカーラは老騎士の言葉を遮さえぎって一歩前に出た。

「は？」

「全員まとめてかかってこい」

　呆ほうけた空気が大広間にほんの一瞬だけ漂ただよった。

「むさ苦しいのを一人ずつなんてごめんだ。いっぺんに来い。どうせ屁へみたいな太た刀ち筋すじなんだろう、何本束ねようが同じだ」

「きさまッ」

　老騎士の背後にいた、熊くまのような巨体の男が憤いきどおった。肩を怒いからせるとその身長は老騎士の倍ほどもあるように見える。

「どうやって指南役をかすめとったか知らんが、なめるのもたいがいにしろ！」

「一年も逃げ回っていたのはびびっていたからだろう」

「先代に色仕掛けでもしてたらしこんだのか？」

「だいいち、丸腰じゃねえか」「ふざけやがって」「ひんむいてやる」

　カーラは、いきり立つ百人ちかくの男たちを見渡してやれやれと肩をすくめた。そのしぐさが火に油を注いだのか、挑戦者たちはぞろぞろとほぼ全員が大広間に入ってきてカーラを取り囲む。

「じい、壁かべ際ぎわに寄ってろ。危ないぞ」とカーラは囁ささやく。

「カーラ殿、なにを──」

　老騎士の肩をぐいとつかんで背後の壁の方に押しやると、カーラは熊のごとき戦士に歩み寄った。頭三つ分ほど高いところからにらみ下ろされる。

「素手だからってこっちが手加減すると思うなよ、両手両りよう脚あしの骨をへし折ってやる」

　吼ほえる熊男の眼前から、カーラの姿が忽こつ然ぜんと消えた。

「──なッ？」

　熊の背中でさらに驚きの声があがる。

「うォッ」「こ、こいつ！」

　つかみかかろうとした手の先で、再びカーラの姿はかき消える。どよめきが、人垣のあちこちを飛び回る。抜ばつ刀とうする者もいるが、虚むなしい金属音ががちゃつくばかりだ。

「くそっ、どこに」「ちょこまかと」「どけ、捕まえられねえ」

　がぁん、と低い虚うつろな音が響いて、男たちは全員口をつぐみ、そちらを注視した。

　大広間の奥の壁かべ際ぎわに置かれた飾り甲かつ冑ちゆうの隣に、カーラの姿がある。鎧よろいを蹴け飛とばして注意を向けさせたのだ。

「い、いつの間にあんなところに」「さっきまで──」

　ざわめく男たちに浴びせられるカーラの嘲ちよう笑しよう。

「そら、おまえたち全員、死んだぞ」

「なにをッ」「うろちょろしてただけじゃねえか」「そこ動くな女！」

　一いつ斉せいに口汚く罵ののしり、カーラに向かって踏み出した、まさにそのとき──

　壁際で見ていた老騎士は、思わず目を覆おおった。

　大広間を埋うめ尽くす、土砂降りの豪雨のような金属音。そこに混じる無数の驚きよう愕がくの声、「ぬぅッ」「な」「うぉ」「ぐぶ」そしてつんのめり、あるいはのけぞり、石いし畳だたみの床を揺らしてばたばたと倒れていく筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる男たち。

　カーラの笑い声がいっそう高くなる。

　老騎士はぞっと身み震ぶるいした。なにが起きたのか、見て取れたのはおそらく彼だけだろう。カーラが迅じん雷らいのごとき身のこなしで、男たち全員の鎧具ぐ足そくの留め金や紐ひもを断たち切って回ったのだ。

　たしかに、戦場であれば──全員が急所を突かれて絶命している。そう考えると、震えがおさまらなくなる。

「じい、あとは任せた」

　カーラが編んだ髪と衣ころもの裾すそをひるがえし、広間の奥の階段に向かって歩き出す。

「くそ、なにしやがった！」「まっ、待てっ、小細工を弄ろうし──」

　事態を吞のみ込こめていない何人かが立ち上がろうとして、ずり落ちた自分のすね当てにつまずいたり、あるいは完全に脱げ落ちてしまったズボンに足を取られたりして盛大に転ころぶ。老騎士は再び目を覆いかけたが、なんとかしなければならない。

「やめい！　そなたらの敵かなう相手ではない！」

　芋いも虫むしのように間の抜けたかっこうで這はい回まわる男たちに、老騎士はせいいっぱいの叱しつ責せきを浴びせる。どうやって全員を追い返すか考えると、途と方ほうに暮れてしまう。

　階段口を見やると、すでに黒髪の後ろ姿は消えていた。





　　






「──プリンキノポリ北方河か岸がん陣内において、その方は南なん征せい将軍デュロニウス・エピメクスを殺害した。間違いないな？」

　議事堂の高い天井に、剣けん審しん院いん長官カンナヴァーロの険しい声が響く。

「はい。相違ありません」

　崖がけのような議席から見下ろす視線に囲まれ、手すりつきの被告人席に立ったジュリオはきっぱりとそう答えた。今は騎士の装よそおいではなく囚人用の簡素な貫かん頭とう衣いを着ている。白しろ薔ば薇ら章しようは剣とともに被告人席の前の床に置かれ、審理の結果次第ではそのまま剝はく奪だつされる。

「ああいや、待っていただきたい議長」

　右隣の評議席についていた大将軍アルビレオスが口を挟はさんだ。

「デュロニウス卿は殺害前の時点で副官に降こう格かくとなっています。通達は間に合わなかったが陛へい下かのご承認はいただいているため、『将軍の殺害』ではござらん」

「些さ事じでございましょう」と、右端に座っていた将軍が言う。

「将軍であるかどうかは罪ざい状じようにも関かかわってくるであろうに」とアルビレオスは腹立たしげに言い返した。

「その通りだな」

　評議長をつとめるカンナヴァーロはうなずいた。

「些事であるかどうかは関係ない。すべて真実を軍神の秤はかりに」

（アルビレオス閣下は、私を庇かばおうとしているのか）

　ジュリオには、長年の上官だったこの男の考え方が今でもよくつかめていない。単純な情で動くような人間でないのはたしかだ。

「ではあらためて訊きく、先の新月の夜や半はん、プリンキノポリ北方河か岸がん陣内において、その方は南なん征せい副官デュロニウス・エピメクスを殺害した。間違いないな」

「相違ありません」

　ジュリオはカンナヴァーロの目をまっすぐ見上げて答えた。

　この老人に逢あうのは白薔薇章審査以来だから、もう何年ぶりかわからない。しかし眼光の鋭さはまったく衰おとろえておらず、口先だけの小細工は通用しないだろうとジュリオは悟さとっていた。

（信念だけを述べて、そして、なんとしても）

（なんとしても、シルヴィアさまのもとに戻る）

（生きて──戻る）

　評議員たちの顔をもう一度見渡す。

　中央のひときわ高い評議長席に、カンナヴァーロ。その右手側には将軍職、左手側には剣けん審しん院いんの高官たちが並ぶ。

　空席が、左右翼のそれぞれに一つずつある。どちらも、欠席のままの方が助かる、とジュリオは思ってしまう。

「南征軍の兵らの証言とも一致しておる。なぜそのようなことをした」

「デュロニウス閣下は陣中にて、刻印を開き、広範囲にわたってフォボスの御おん神かみの力を撒まき散ちらしていました。さらには自制を失って乱心し、周囲の兵を殺しておりました。私はそれを止めるため、剣を使うのもやむなしと判断いたしました」

　評議員たちがざわつく。アルビレオスは腕組みして身じろぎもしないが、その左右の将軍たちが色めき立っている。大たい公こう家けの刻印の力は、秘ひ匿とくされているわけではないにしろ、表立って口にするべきではないとされてきた。

　しかし、この審理では避けて通れない事実だ。

「デュロニウス卿の乱心についても、証言がある。しかし乱心の原因はなんだ？　デュロニウス卿の側近が、その方の連れてきたザカリア兵の捕ほ虜りよについて証言しておる」

　そう言いながら、カンナヴァーロの目は細くなっていく。ジュリオは背中に回した拳こぶしを固く握にぎりしめた。

「《戦場に塩撒まく死神》と呼び習わされた女剣士であったと。間違いないか」

「相違ありません」

　そのとき、アルビレオスが再び横から口を挟はさんだ。

「おまえは、プリンキノポリ大教会陥かん落らくに際しザカリアの捕虜となったそうだな」

「はい」

「わかるな。おまえには内通の嫌けん疑ぎがかかっている」

　ジュリオはアルビレオスから目をそむけそうになった。けれど、大将軍の視線が思いがけず柔らかくジュリオの視線を受け止めているのに気づく。

　真実を話せ、とでも言いたげに。

（閣下の詰きつ問もんのしかたが、どこかおかしい）

（私を追い詰めるどころか、まるで先に苦しいところを並べてしまい、自由に話させようとしているみたいだ）

　その証拠に、カンナヴァーロ長官をはじめ、剣けん審しん院いんの者たちがざわついている。

「いやその件は後で」「まず捕虜になった経けい緯いから」「直接関係あるのか検証を」

（言うべきだ）

（この真実と、信念とを）

　ジュリオは心を決め、口を開いた。

「私はその《塩撒き》なる者の協力を得て大教会を脱出しました。その者、デュロニウス閣下の陣中に捕虜となっているクリストフォロというザカリア兵との面会を希望していたため、私がそれを汲くんで捕虜として連行したのです」

「内通ではないか！」

　剣審院の者も、将軍のうちの何人かも立ち上がった。

「議長、詮せん議ぎの余地はありませんぞ、薔ば薇ら章しようを剝はく奪だつし名誉なき死を！」

「デュロニウス卿の殺害もその者との共謀か、きさまそれでも騎士か！」

「騎士ゆえ、です！」

　ジュリオが叫ぶのと、カンナヴァーロが両腕を持ち上げて議事堂内を静めるのとはほとんど同時だった。しんとした沈黙に、ジュリオの声の余よ韻いんだけがたなびく。

「……騎士ゆえ、私はそうしたのです」

　ジュリオは重ねて言った。席に座り直した評議員たちの顔が歪ゆがむ。

「なんのことだ」「戯ざれ言ごとを」

　ぼそぼそとした声を押おし潰つぶすようにジュリオは告げた。

　この場のだれもが心こころ得えていながらも、なお、致命的なその事実を。

「《塩撒まき》なる者、名をミネルヴァといいます」

　議事堂が凍りつく。

「シルヴィアさまの姉君にして、聖せい王おう家けの正統なる長女、テュケーの寵ちよう愛あい厚き託たく宣せん女王です。私は薔ば薇ら章しよう典てん範ぱんに基づき、女王陛へい下かに絶対の忠誠を誓っております。そのご下か命めいに従ったまで、です」

　しばらく、ぎしぎしした静せい寂じやくが霜しものように、なにもかもを覆おおっていた。

　椅い子すの軋きしみが、静けさを蹴けり崩す。

「神聖冒ぼう瀆とくだぞッ！」「なんという虚きよ言げんを弄ろうするのか！」

「異い端たん審しん問もんを──」「静まれ、評議会をなんと心得る！」




「ジュリオとやら。証あかしはあるのか」




　不意に響き渡った、せせら笑うような冷たい声に、だれもが息を吞のむ。

　アルビレオスのさらに右隣、空席だったはずの場所に、石の柱のような人影が忽こつ然ぜんとそびえ立っていた。のっぺりとした顔で、落ちくぼんだ両眼がひどく目立つ。身にまとうのは紫のタバード、そこに刺し繡しゆうされたグレゴリウス大たい公こう家けの獅し子し章。

「……ルキウス閣下……」

　カンナヴァーロ長官が立ち上がり、一礼する。他ほかの評議員も、驚きを隠せないままそれに従う。王おう配はい候こうルキウス・グレゴリウス。いつからそこにいたのだろう。ジュリオもまったく気づかなかった。すぐ目の前の席だというのに。

「遅れたことは詫わびよう」とルキウスは言った。「たった今、陛下に承認を賜たまわった。コルネリウスも、その代理も亡き今、このルキウスが聖王家を代表して将軍位に就つく」

　ルキウスは金属的な薄笑い顔で、一同をねめ回す。

「よって薔薇章評議員の権利もあるはずだな。話はほぼ聞いていた。ジュリオとやら。そなたが連行したその女、たしかにミネルヴァさまだという証拠はあるのか」

「閣下、このような者の迷い言を真まに受けなさるのか！」

「さよう、詮せん議ぎすること自体が不ふ遜そん──」

「やめよ！」

　アルビレオスの声が飛んだ。評議員たちは鼻はな白じろむ。

「この場で欺ぎ瞞まんを続けてどうなる。ミネルヴァさまのことは、みな存じていることではないか」

「しかし、閣下……」

　端の席の将軍が言いかけ、言葉を見失って唇をわななかせる。

　この混乱の口火を切ったジュリオもまた戦せん慄りつしていた。

　女王の姉ミネルヴァが幼少の頃ころに逃げ出し、ザカリアの騎士団に身を置いているという、王国を転てん覆ぷくさせかねない事実。国の上層部は、だれしも知っていることなのだ。

　ルキウスとアルビレオスが、ほんの一瞬だけ視線を合わせた。不敵な笑みも鋼鉄のような無表情も、変化がない。カンナヴァーロ長官が同様の冷静さで、全員を着席させる。

「繰くり返す。証拠は」

　ルキウスがいっそう低い声で訊たずねた。

　ジュリオは、ねじ切れそうな喉のどに手を押しあて、考えを巡めぐらせる。

（証拠は、ある）

（私の考えが正しいとすれば）

（けれど、これは……）

　女王が二人いる、ということまでは、剣けん審しん院いんの高官も将軍職も知っている。それが今、わかった。けれど、これからジュリオが見せようとしている証拠は、だれが理解できるだろう。

（おそらく、王おう配はい候こうであるルキウス閣下だけだ）

（ルキウス閣下は、それを見るために、わざわざ評議会にやってきて私に問うたのだ）

　そしてジュリオもまた、確かめなければいけない。

「証拠はあります」

　王配候の目をまっすぐに見つめ返し、それからカンナヴァーロに視線を移す。

「私とデュロニウス将軍閣下との戦いを、目もく撃げきしていた兵が何人かいるはずです」

「……証言はいくつもある。それがどうした」

　カンナヴァーロが冷ややかな声で返す。

「私がデュロニウス閣下に左腕を斬きり落とされたところを見ている者もいますね」

　かすかに、評議員たちがざわつく。カンナヴァーロは手元に目を落とす。ルキウスはますます面白がるような顔になり、アルビレオスの渋じゆう面めんは歪ゆがんでいく。

「たしかに」とカンナヴァーロが目を上げて言った。「そう証言した兵もおるな。しかしその方の腕は──」

「では、これが証拠です」

　ジュリオは息を詰めて、左ひだり袖そでをまくり上げた。

　腕の付け根にうっすらと白く走る筋。切断面の傷口は、もう消えかけている。

「ミネルヴァさまの血を浴びたこの腕は、再び元通りにつながったのです」

「なにを……」

「なんの話だ」

「見間違えであろう」

「そもそもそれが」

　怪け訝げんそうにつぶやく他ほかの評議員たちを無視して、ジュリオはルキウスをじっと見み据すえる。王おう配はい候こうは歯を剝むいて笑っている。ジュリオの推測が、確信に変わる。

（テュケーの血。このおぞましい考えが、正しかった）

　そして、この瞬間もうひとつわかったこと。

（この忌いまわしい秘密を知っている者が二人いる）

（王配候と──それから、アルビレオス閣下）

　二人だけが、ジュリオから視線をそらさない。

　他の評議員たちは腰を浮かせ、顔を青ざめさせ、唾つばを飛ばしてなにごとかを言い合っている。とても審理できる状況ではない。

　ジュリオはそのとき、背後のすさまじい威圧感に気づいた。まるで、身体からだ中じゆうの骨の一本一本を舌先で数えられるような、ぞっとする感触。

　カンナヴァーロが突然立ち上がった。

「閉へい廷てい！　閉廷する！」

　白い髭ひげを震ふるわせ、老人は叫んだ。議事堂が静まり返り、視線が集まる。

「今日の審理はこれまで、三日後に再び招集いたす！　解散！」

「評議長、なぜ」「今ここで──」「これ以上なにを詮せん議ぎすることが」

　口々に抗議する評議員たち。しかし次の瞬間、全員がその理由を理解する。

　ジュリオの背後で、両開きの扉がもぎ取られんばかりの勢いで開いたからだ。

「おや。あたしが今度は真面目まじめに来てやったってのに、歓迎の挨あい拶さつもないのか」

　声を背中から浴びせられても、ジュリオはしばらく振り向けなかった。近づいてくる足音が骨こつ髄ずいにまで冷たく響くようだ。

　肩をつかまれ、強引に身体をねじられる。

「あたしの可愛かわいいジュリオ、審理はどうなった？」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむカーラの顔がそこにある。細い指が、ジュリオの唇をなで回す。

「心配するな、あの白髪しらが爺じじいの左隣はあたしの席だろ？　これからあたしが六重の城壁も貫つらぬくような鋭い舌ぜつ鋒ぽうでもって、あいつら全員論ろん破ぱしておまえの無罪を勝ち取るからな。論戦にならなかったら腕ずくで」

「慎つつしまれよ、師範」

　カンナヴァーロが重苦しい声で言った。他の評議員たちはすでに立ち上がっている。

「もう今日の審理は済んだ。次に招集するまで話し合うことはない」

　カーラは唇を歪ゆがめて、評議席の面々を見渡した。ジュリオは腕や肩が震えるのを隠せない。恐ろしい組み合わせがこの議事堂に会している。

「なんだ。あたしにめちゃくちゃにされないために中断するのか」

「わかっているならわきまえろ」

　アルビレオスが苦々しい顔で言った。隣でルキウスがくつくつと肩を揺らす。

「そなたが王宮指南役カーラか。噂うわさ通りの女だな」

「へえ。あたしとジュリオの麗うるわしい師弟愛は大たい公こう家けにも知られてるのか」

「きさま、王おう配はい候こう閣下だぞ、少しは口を慎つつしめッ」

　将軍たちが色めき立つ。しかしルキウスは高笑いして、真っ先に評議席から下り、議事堂の出入口に向かう。

「では、今のうちに師弟愛をあたためておくがよいぞ」

　議事堂を出る寸前に、ルキウスは肩越しに言った。

「その者、知らなくてよいことを知りすぎておる。白しろ薔ば薇らの騎士としては惜しいが、死罪を免まぬがれるなどとゆめゆめ思わぬことだ」

　ジュリオは身を固くする。

（言うべきではなかったのか）

（いや、私の信念を明かすためにも、必要な証言だったはずだ）

　握にぎり拳こぶしを震ふるわせるジュリオの肩を、カーラがぐいと抱き寄せた。そのとき、開いた扉の外の廊下から、黒薔薇の騎士が数人、堂内に入ってきてジュリオを取り囲む。

「ジュリオどの、監かん房ぼうにお連れします」

　そう告げる黒薔薇の騎士は無表情だが、声から緊張が読み取れる。なにせすぐそばにカーラがいるのだ。

「なんだおまえたち。こないだ、あたしに残らずやられたのに、まだ懲こりずにジュリオを連れていこうっていうのか？　ジュリオはこれからあたしの寝室で可愛かわいがって──」

「先生。お気き遣づかいは嬉うれしく思いますが」

　ジュリオは嘆たん息そくしてカーラの身体からだを押しのける。

「前にも言いましたね。私は騎士として誇りをもって拘こう禁きん処分を受け入れているのです。典てん範ぱんに基づいて、正しい審理を受けるためにも、必要なことです」

　黒薔薇の騎士二人が、ジュリオの両腕を背中に回して縄なわをかける。

「放免される見込みはあるのか」

　カーラが目を細め、声をひそめて訊たずねてくる。ジュリオは目を伏せた。

「……はい」

「あたしはおまえの死刑を邪魔するために、何人殺すかわからないぞ」

　カーラの指が、ジュリオの肩に優しく食い込む。ジュリオは首を振った。

「やめてください。私はただ生き延びたいだけではないんです。疑いを晴らし、再び騎士として王冠と御み旗はたのもとに戻らなければいけないんです」

「なんのために？」

「シルヴィアさまのためです」







　議事堂に最後まで残ったのは、カーラとアルビレオスの二人だった。扉の外で控えている門もん衛えい役の黒薔薇の騎士も、堂内に張りつめた空気のせいか、なにも言ってこない。

「ジュリオのためを思うならばおとなしくしていろ」

　アルビレオスがカーラの胸元に低く重い声を突き立てる。

「おとなしくしていて、なにがどうなるんだ。おまえ以外、ほとんどみんな有罪に傾いてるじゃないか」とカーラは言い返す。

「まだ次の審理がある」

「のんきなもんだな。ふん」カーラは腕組みしてせせら笑う。「わかっているよ。憲けん兵ぺいと死刑執しつ行こう人にんとを皆殺しにしてジュリオを助けるのは簡単だ。でもそんなことはしない」

「ほんとうにわかっているのか。信じられん」

「わかっているさ」

　カーラは編んだ髪をふうわりと浮かせて踵きびすを返し、扉に向かう。廊下との境目で、アルビレオスを振り返る。

「ジュリオの顔を見たか？　あたしが求めてた、あの強さと美しさ。どこから湧わき出でたものだと思っている？」

　アルビレオスは口を引き結んだまま首を振る。カーラはにまりと笑って言葉を継ついだ。

「守るものができたんだよ。あたしが今それを壊こわすわけにはいかない。壊すのは、もっとずっと強くなって、あたしのいる場所に届いてから、だ」












５　獣けものの急所







　エパベラに発たつ日が近づいていた。ザカリアから戦勝祝典に出席する賓ひん客きやくはザカリア公こう爵しやくとその息そく女じよフランチェスカだけなので、行こう軍ぐん準備の必要がない。軍用ではとても使えないような飾り立てられた馬車二台を用意するという。

「あたくしはお父様や侍じ従じゆうたちと乗るわ。お父様が馬車に酔いやすいから、ニコロもこちらに。あなたたち近衛このえはもう一台の方に乗って」

　ミネルヴァはフランチェスカにそう説明され、もやもやした気分になる。

　公爵令嬢の寝室は、相変わらず書状や地図が散乱していて野や戦せんの宿営地のようなありさまだった。一度倒れて以来、パオラが一日に何度も様子を見に来て働かせないようにしているというのに、隙すきを見てはベッドを抜けだしてなにかやっていたらしい。なぜそんなにこそこそしているのだろう、とミネルヴァは思う。一緒の馬車に乗らないというのも、なんだか自分やパオラを避けているように思えて気になる。

「なんにも話してくれないつもりか」

　机の端に腰掛けて、ミネルヴァはフランチェスカを上からにらみつける。

「なにを？」

「なにを、じゃない！」

　ミネルヴァは思わず声を荒らげていた。

「なんで騎士団を置いていく。作戦立ててるってことはエパベラで戦いくさがあるって踏んでるんだろ。みんなそれに気づかないほど間抜けじゃないぞ」

「万が一の備えよ」

「これのどこが万が一の備えなんだ！　十中八九、交戦があるとしか思えない細かさじゃないか」

　ミネルヴァは、机の上に広げられびっしりと書き込みのされた地図を、いらだたしげに指で叩たたいた。フランチェスカ自身にしか読めない字で書かれているので、作戦内容はまったくわからない。

「少なくとも近衛は参加するんだろう、なぜわたしにまで黙ってるんだ。なにかできることがあるかもしれない」

「ないわ」

　そう即答され、ミネルヴァはフランチェスカの顔をあらためて見つめる。

「あなたにも、クリスにも、パオラにも、直前になったら話す。それまでは優雅な旅行気分でいなさいな」

「なぜ！」

「いま話して、余計なことを長々と考えてほしくないの。話を聞いたらそのまま剣をとって戦場に向かってほしい。だから今は話せないわ」

「なんだそれは。わたしをなんだと思ってるんだ！」

　平手を机に叩たたきつける。フランチェスカは眉まゆ一つ動かさずに答えた。

「ミィナは、あたくしの駒こまよ。前にも、そう言ったでしょう」

　ミネルヴァはぐっと苦い唾つばを飲み下す。

　たしかに、聞いた。プリンキノポリ大教会でのことだ。あのとき、ジュリオがフランチェスカに向かってこう問うたのだ。

　シルヴィアやミネルヴァさえも駒として、戦い続けるつもりなのか、と。

　フランチェスカは答えをためらわなかった。

（わかっていたつもりだった）

（もう四年も一緒にいるんだから。それでも……）

　こうして、面と向かって断言されると、その言葉は深く突き刺さる。

「……ジルにも、なにも話してないのか」

「ええ。ジルは、今回は使わない駒だから。あたくしも、ジルにはなにも訊きかなかった。祝典に間に合うように、エパベラで合流する。それしか言ってないわ」

　ミネルヴァは両腕を搔かき寄よせて爪つめをきつく立てる。ジルベルトさえも。ひときわ強い絆きずなで結ばれているように見えたジルベルトさえも、フランチェスカにとっては、駒のひとつに過ぎないのか。

「どうして。どうしてフランは──」

　言葉は、ミネルヴァの喉のどの奥で潰つぶれてしまう。

　青い瞳ひとみが、哀かなしげに濡ぬれていたからだ。

　その表情を直視できず、ミネルヴァは顔をそむけた。フランチェスカは無言で羽はねペンを取り上げ、再び机に向かう。羊よう皮ひ紙しの表面をペン先がこする音が、しばらくの間、聞こえ続けていた。

「そうだ、忘れていたわ」

　フランチェスカが、無表情な声で言った。

「ジルはいつものあの色気のない黒装しよう束ぞくで出かけたでしょう。そのままでは祝典に出すわけにいかないわ。あの子の部屋に行って、装飾剣とか礼装とかを用意して馬車に積んでおいて」

　城館の部屋のものらしき装飾鍵かぎを手渡される。その事務的な口調としぐさに、ミネルヴァはいたたまれなくなって寝室を出た。







　西館の入り口前で、クリスはミネルヴァが出てくるのを待っていた。夏の盛りで中庭は草花の匂においがむせ返るほどだったが、なるべく植物に触れないように、土の剝むき出だしになった日陰で、太た刀ちを胸に抱いてうずくまっていた。

　足音だけで、ミネルヴァがひどく消しよう沈ちんしているとわかった。顔を上げると、紅くれないの髪が泳ぎ、目の前で立ち止まる。しばらくミネルヴァはクリスの方を向きもしない。

「どう、だった？」

　そっと訊たずねてみる。ミネルヴァは首を振った。

「なんにも。……なんにも、話してくれなかった」

「ジルベルトのことも？」

「うん……エパベラで合流、とだけ」

　ちらとだけ、紅あか髪がみの間からミネルヴァの瞳ひとみがのぞく。

「近衛このえなのに。どこに行ってしまっても、ひょっとしたら帰ってこなくても、全然気にしてないみたいだった。あいつ……どうして」

　そうだろうか、とクリスは思う。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんに来て日が浅いクリスにさえも、ジルベルトとフランチェスカの間に、なにか特別なつながりがあることは見てとれた。言葉にできないほど強い想おもい。

「訊きけなかったのかもしれない」

　クリスがつぶやくと、ようやくミネルヴァがこちらを見た。

「どういうこと？」

「理由を知っちゃったら、止めなきゃいけなくなる」

「なんだそれ。もしそうなら、それこそジルが出てった理由がろくでもないってことじゃないか。だいたい聖せい王おう国こくの騎士団に呼ばれて行くなんて、なに考えてるんだあいつは！」

　ミネルヴァの憤いきどおりを浴びて、クリスは再び口ごもる。

　黒くろ薔ば薇らの騎士。聖王国軍の憲けん兵ぺい隊。その噂うわさは、かつて王国に雇やとわれていた身であるクリスも耳にしていた。極秘訓練を受けた精せい鋭えい部隊。その一員がなぜザカリアに──そして、今また、なぜ呼び出しに応じてイメイヘンに赴おもむいたのか。

　ほんとうに、祝典までに戻ってくるのだろうか。そこまで疑い始めると、ぞっとした寒さむ気けがやってきて、脇わきの下を汗が這はう。

「フランチェスカは、ジルベルトが戻ってくるって信じてるんだよね」

「どうだか。知らない」

　ミネルヴァは不ふ機き嫌げんに言って、鍵かぎを取り出してみせる。

「荷物はかわりに用意しておけって言われたけど」

　二人はしばらく、夏の日を白々しく照り返す装飾鍵を見つめていた。

　やがて、クリスの方から口を開く。

「今は。……ぼくらも、戻ってくるって信じて、用意しておくしかないよ」







　部屋の鍵を開けたのはミネルヴァだが、ノブを回すのはためらい、クリスの顔を見た。クリスも、扉を引く前にあたりを確認してしまう。フランチェスカから許可をもらっている以上は悪いことをしているわけではないのだが、やはり気にしてしまうのだ。ジルベルトの部屋など、足を踏み入れるどころか、中を見たこともない。

「……なんにもない部屋だな。あいつらしいけど」

　室内に入って、見回したミネルヴァがあきれる。

　寝台と櫃ひつ、壁に掛けられた剣、机と一体になった大きな棚、それしかない。隣のニコロの部屋と同じ間取りとは思えない広さだ。

　櫃から礼服を取り出そうとしたミネルヴァの手が、ふと止まる。

「……これも置いてったのか」

　クリスが背後に近づいていってのぞき込むと、銀の雌めん鶏どりが刺繡（ししゆう）された隊章だ。

「ほんとに、ジルベルトは戻らないつもりかもしれない」

　ミネルヴァが悲痛な声でつぶやく。

「フランチェスカが戻るって判断したなら──」

「あいつは、どう思ってたにしたって、平然とした顔で『戻ってきたときのために用意しておいて』って言うやつなんだよ。昔っからそうだ」

　床にしゃがみ込んで小さくなり、ミネルヴァは顔を両手で覆おおう。

「ジルベルトとなにも話さなかったのは、作戦が敵に漏もれるのを防ぐためかもしれない」

　ミネルヴァの言葉に、クリスは唾つばを飲み込む。

「王国の騎士団に引き入れられたら、うちの情報が向こうに筒つつ抜ぬけになる」

「そんな……そんなの」

　──ジルベルトが銀ぎん卵らん騎き士し団だんを裏切る？

　──あれほど、フランチェスカのことしか考えていない忠実な騎士が。まさか。

「フランもそれを見抜いてて、それで」

「そんなわけないよ、だって、それなら、なんで黙って行かせたんだ」

「フランがなに考えてるのか、わたしにだってよくわからない」

　クリスは、身体からだ中じゆうの血が少しずつ砂に置き換わっていくような寒さむ気けを感じる。かつて、ひとりで戦場をさまよっていた頃ころに、よく味わった悪お寒かんだ。

「フランチェスカは、たぶん、強すぎるんだ」

　クリスの言葉に、ミネルヴァがゆっくりと顔を上げる。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみに、涙の兆きざし。

「ぼくもずっとそうだった。みんな死んでいった。ぼくしか生き残らなかった」

　ミネルヴァは首を振る。クリスは膝ひざを折って視線を合わせる。

　フランチェスカには、こうしてそばにいて言葉を交かわせる相手さえいない。黄金色の城壁が高く、厚すぎて。

　プリンキノポリでの戦いは、だれよりも深く、フランチェスカを傷つけたはずなのに。

「そうだな。おまえの言う通りかもしれない」

　ミネルヴァがつぶやく。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんができる前は、こんなことなかった。フランとわたしとで、カーラ先生にいろいろ教わって。一緒になってパオラにいたずらして。ジルベルトともよく勝負して。喧けん嘩かもたくさんした。口くち喧げん嘩かじゃぜったいにフランにかなわなかったけど」

　ミネルヴァの表情はひとときだけゆるみ、そのまま涙に砕くだけそうになる。

「いつからあいつは、聖せい王おう家けを踏みつけて自分の国を建てるなんて、そんなことを考えていたんだろうな。子供の頃ころから？　わたしやパオラと一緒に遊んでいるとき、もうすでにそんなことを抱かかえてたのかな」

　そうだとしたら、それはひどく哀かなしい。なによりもフランチェスカには、それを絵空事に終わらせないだけの力がある。

「今は、喧嘩さえしてくれない。ぜんぶひとりで片付けてしまう」

　強すぎるから。

　強すぎて、何者もその隣に並び立てないから。

「でも、ぼくはミネルヴァに逢あえたから。……まだ、よかった」

　いつの間にかミネルヴァの頰ほおは赤く染まっている。泣なき腫はらしたのだろうか、とクリスは思う。

「そっ、そういうことを」目をわずかにそらす。「面と向かって言うな。……ばか」

「あ、う、うん」

　クリスはミネルヴァの膝ひざ頭がしらのあたりに視線を落とす。

「わたしだって。おまえに、だいぶ助けられてる」

　たどたどしい、けれどあたたかい声。

「その、……託たく宣せんとか、烙らく印いんとか、そういうのとは関係ないことででも、だぞ。あっ、戦いくさのときって意味でもない、ぞ」

　クリスは首を傾かしげる。

　──戦のとき、じゃない？

「だから」

　ミネルヴァはクリスの膝にぐりぐりと拳こぶしを押しつける。

「おまえになにか話して、気が楽になったり。おまえがなにか言ってくれて、少し安心したり。そういうのが、ときどき、だぞ。……ときどき、ある」

「ぼくは、いつもだよ。いつもミネルヴァに助けられてる」

　クリスは自分の脚あしに置かれたミネルヴァの手に、手を重ねる。

　──ミネルヴァがいなければ。

　──たぶん、笑い方も泣き方も忘れてた。

　手のひらの下で、ミネルヴァの肌がかあっと熱くなる。

「ん。む。じゃ、じゃあ、わたしもしょっちゅうだ。おまえがそんな言い方したら、借りばっかりつくってるみたいじゃないか」

「なんだそれ」

　クリスは思わず笑ってしまう。

「でも、ぼくらはそういう貸し借りみたいなので始まったんだっけ」

　──ぼくがミネルヴァの死を。ミネルヴァがぼくの毒を。そんな取引。

「いつの間にか、どうでもよくなってた。不思議だ。なんだか、ずっと昔からミネルヴァと一緒にいるみたいな気がしてきた」

　クリスの手の下で、ミネルヴァはもじもじと手や足を動かす。

「……わたしは。……ほんとに、ずっとおまえと、一緒、だったんだぞ。しょっちゅう夢に出てきて」

「あ……そ、そうか」

　そこでクリスは思い出す。ミネルヴァの最も新しい託たく宣せん。

「まだ、視みるの？　ぼくのこと」

　ミネルヴァの耳までが真っ赤に染まった。クリスにつかまれた手をばたばたさせる。

　──そうだ、ぼくは三大たい公こう家けの血を引いていて、だから……

　──ミネルヴァと夫婦になって子供を、っていうあの託宣は……

　さすがにクリスも口ごもってしまう。妙なことを思い出させなければよかった。あまりに頭が熱くなっていて、手を離すということを思いつかない。

　そのとき、扉の外でばたばたっと足音が聞こえた。

「ジルさんっ？　戻ってき──」












　扉がいきなり開いて飛び込んできたパオラが、言葉を途中でぶっつり切る。クリスもミネルヴァも腰を浮かせていたが、手だけは重ねたままだ。

「……あー。ええと。ご、ごめんなさいお邪魔しましたっ」

「ち、ちがう！」

　ミネルヴァがクリスの手をぶっきらぼうに振り払って立ち上がった。

「自分の部屋ですればいいのに。窓から人が見えたから、ジルさんが戻ってきたかと思っちゃいました」

「すればいいって、な、なにをだっ、わたしもクリスも、フランに言いつけられたことをやってただけだからな」

「ジルさんの部屋で手を握にぎって見つめ合えってフランさまが言ったんですか？」

「ばかっ、そういうことじゃっ」

「ええと、あのう」

　クリスも割って入ろうとするが、うまい言い逃のがれを思いつかない。

「なに騒いでんだよ」

　扉の向こうの廊下から、ニコロまでが顔を出した。

「ほら言っただろパオラ、どうせクリスが砥と石いしかなにか借りにきただけだって……あれ」

　ニコロはミネルヴァまでいることに驚いたのか、言葉を切って部屋に入ってきた。すぐそばまで来て、腰を折ってクリスとミネルヴァの顔をまじまじと見比べる。

「……おれの部屋の方がベッド広いから、言ってくれりゃ貸したのに」

「なんの話だッ」

　ミネルヴァはニコロを殴なぐり倒し、棚に向かった。

「クリス、さっさと用事済ませるぞ！　パオラもニコロも出てけ！」

「ほらな、クリスと二人っきりを邪魔されたくないんだとよ。行くぞパオラ」

「ち、ちがうッ」ミネルヴァはわめいた。「じゃ、じゃあおまえらも手伝え！　パオラは装身具を見み繕つくろって、ニコロは荷造り！」

　意地になってミネルヴァは二人を引き留めた。手伝ってもらうほどの仕事じゃないだろうに、とクリスはあきれる。

　だから、机の上のそれを見つけたのはパオラだった。

「あら？　これ」

　古い紙のこすれる音も聞こえ、クリスは砥石の吟ぎん味みをやめて顔を上げる。

　パオラは表紙の外れかけたぼろぼろの古書を広げていた。すぐそばにいたミネルヴァが怪け訝げんそうにのぞきこみ、表情が固まる。

　クリスも立ち上がって机に駆かけ寄よった。

「……これ……」

　声が喉のどから漏もれ、そのまま潰つぶれる。

　古語らしき言葉が、黄ばんだ紙の上にかすれたインクで綴つづられている。ひとつも読めないけれど、見み憶おぼえがあるような気がする。クリスは思わず横から手を伸ばしてページを繰くっていた。

　ちょうど真ん中あたりのページに、折りたたんだ真新しい紙が挟はさんであるのに気づく。そこを開くと、一面にびっしりと描き込まれた図画が目に入る。クリスは息を吞のむ。

「……天てん堂どう軸じく図だ」

　隣でミネルヴァがつぶやいた。クリスは表紙を確認する。教会でマルマテオ師に見せられた禁きん書しよの、おそらくは縮小分冊版だ。なぜジルベルトがこんなものを調べている？

　パオラが、挟まれていた紙をおそるおそる開いた。

　そこに書き付けられていたのは、簡かん略りやく化かされた人体図だった。五体の輪りん郭かくと、おおまかな骨が書き込まれている。みな一目でわかっただろう。額ひたいと手のひらに書き込まれたしるしは、獣けものの烙らく印いんだ。それから人体図のあちこちに線が引かれ、注釈が入れられている。

「ニコロさんの字、ですよね、これ」

　パオラが首をねじって、困こん惑わくした目をニコロに向ける。

「……ああ。おれが書いたやつじゃないか」

　ニコロもいつの間にか、クリスのすぐ背後にきて図を見下ろしている。片眼鏡の奥の目は訝いぶかしげに細められている。

「帰国してすぐに、ジルに訊きかれたんだよ。クリスの身体からだのこと」

「ぼくの……身体のこと？」

　クリスは人体図とニコロの顔を見比べる。ミネルヴァもニコロに詰め寄る。

「なんで。なんでジルベルトがそんなこと」

「前に言ったよな。クリスは傷の治りが妙にはやい。たぶん烙印のせいだ。それで、これまでのクリスの負傷と、それがどれくらいでどうふさがったかを、おれの憶えてる限りでジルに教えたんだ」

「だからなんでジルベルトは」

「いや、だから、クリスのこと心配してたんじゃねえのか。プリンキノポリの戦いくさでもぼろぼろだったし──」

　ニコロは言葉を途中で嚙かみ殺ころし、パオラの手から人体図の紙を引ったくった。

「……ジルの書き込みもある」

　そう言われ、クリスも気づく。ちがう筆ひつ跡せきの注釈も何カ所かある。脇わきの下、首筋。

「傷の治りが遅い部分か。ジルはこれを知りたかったのか？」

　クリスは口を手で押さえた。

　──ぼくの、弱点？

　──それじゃあ、ジルベルトは。

「おい、なんのことだ！」

　ミネルヴァもニコロの握にぎりしめた紙を食い入るように見つめ、同じことに気づく。

「なんで。なんでジルベルトがこんなこと調べてる？」

　──それに、この禁きん書しよ。ぼくの中の獣けもののことまで。

　──ジルベルトは、ぼくを危険だと見なしたってことなのか。

　──ぼくを……敵だと？

「それで……フランにも理由を言わずに出てったのか？　そんな、そんなわけあるか」

　ミネルヴァの声も震ふるえている。

　──王国に行って、それでなにをするつもりだ。

　──王おう配はい候こうたちの側につくつもりなのか？　ぼくを殺すために？

　クリスは禁書の天てん堂どう軸じく図を凝ぎよう視しした。いくつもの車輪がはまった太い柱に貫つらぬかれ、地の底につなぎとめられた獣の絵と、目が合ったような気がした。ぞくり、と悪お寒かんが背筋を伝い落ちた。












６　堕おちたる神々







　魂たましいさえも吞のみ込こまれそうな深い暗くら闇やみの奥底に向かって、規則的な足音が落ちていく。岩を穿うがつ水滴のように。

　ランタンを手に石段を下っていく、白衣の行列。八人の巫み女こと、二人の男。

　王城の巫女たちは幼少の頃ころから厳きびしい訓練を積んでいるため、その歩き方はたとえ暗く狭せまい石段であってもぴったりとそろってまったく乱れない。ひとつだけその律りつ動どうから外れているのは、最後尾を歩く初老の王おう配はい候こう、ガレリウスのものだ。

　王城中央、謁えつ見けんの間の地下から続く、果てしなく長い縦たて穴あな。階段は穴の壁面に螺ら旋せん状じように彫られており、手すりなどはなく、右手を伸ばした先は奈な落らくの底まで続く虚こ空くうである。もうどれほど長い間、下り続けているのか、すでにガレリウスの感覚は麻ま痺ひしきっていてわからない。

「ガレリウス殿は、ここを下りるのは二度目でしょう。怖おそれていらっしゃるのですか」

　列の先頭を歩く純白の長いヴェール姿が振り向いてふと言った。巫女の長、大だい院いん司しヒエロニヒカ。百歳を超えると噂うわさされながら、乙女おとめのような若々しさを保っている不気味な女だ。ランタン以外に照らすもののない闇の中で、その美び貌ぼうは冬空の月のようだ。

「何度目であろうと、畏おそれにかわりはないな」

　ガレリウスは重たい声で返した。

「これから神々にまみえに赴おもむくというのに、平気な顔をしている方がどうかしておる。そなたらこそ、よくも軍楽隊の行進のようにざくざくと歩けるものだな。巫女とは思えぬ」

　一語一語の響きに、わんわんとした反響がまとわりつく。

「我らには、どんな神の影すらも及ばぬ、テュケーの庇ひ護ごがございます。怖れる理由などなにひとつございません」

　ヒエロニヒカが答える。その後ろをついて歩く少年が、ちらとガレリウスの顔を見て、肩を揺らして含み笑いをした。蜜みつを凍らせて糸にしたような美しい金髪が、揺れてランタンの光をはじき返す。

「メルもちっとも怖くない」と少年は言う。「おじ上は怖いなら戻られてはどうか」

　ガレリウスは、メルクリウスをにらみつけて口をつぐむ。

　読めない少年だった。ひどく気安く、遠縁であるガレリウスのことも「おじ上」などと呼び、ぶしつけなことばかり言ってくる。しかし十二歳の幼さで紫むらさき薔ば薇ら章しようを賜たまわっているのだ。剣けん審しん院いんでの試験にはもちろん礼儀作法も含まれており、だとすればこの幼おさな子ごは必要とあらば礼節をわきまえることもできるということだ。剣技は言うに及ばず、加えて刻印を持っている。

（今日、もし真しん名みようすらも開いてしまうとしたら……）

　ガレリウスはぞっとする。

（恐るべき存在となるやもしれぬ）

　下っていくにつれて空気が重く濡ぬれ、冷えていくのが肌でわかる。

　風の音とも、獣けものの喉のど鳴なりともつかない低い音が、暗くら闇やみの底から噴き上げてくるのが聞こえてくる。巫み女こたちの足音が奇妙に浮いて感じられる。メルクリウスはほとんど足音をたてない。ガレリウスは、自分の足音だけが、地上の現実につながっているような錯さつ覚かくにおちいる。膝ひざのあたりにぼんやりと疲労がわだかまっているのはわかるが、足を止める気が起きない。

　まるで、闇の底へと吸い込まれつつあるようだ。

　どれほどの間、虚うつろな足音を数え続けたかわからない。やがて、足下の石段にざらざらした感触が混じり始める。砂だ。湿り気をたっぷりと含んだ空気は、今や膝を動かすのにも抵抗を感じるほどに重たい。寒さも耐え難がたいほどになってきている。

　足音が、相次いで砂に潜もぐり込んで、途と絶だえた。

　砂がたまった穴の底は、壁面に大きく口を開けた洞どう窟くつにそのままつながっていた。空気は凍いてつきかけて、肌に痛い。

　巫女たちが掲かかげたランタンの灯あかりが、洞窟の奥の水面に反射する。

「……湖？」

　メルクリウスの声もさすがに震ふるえている。

　わずかに傾斜した砂地を下って洞窟の口をくぐると、視界が闇に向かって開ける。ガレリウスは白衣の裾すそを搔かき寄よせる。寒さも畏い怖ふも区別がつかなくなっている。巫女たちがランタンの覆おおいを下ろした。暖かな光が消え、悪お寒かんが倍増する。

　水面のそこかしこにぼんやりとした大きな光が浮かんでいるため、近くの火が消えると、かえって洞窟の内部が見てとれるようになる。

　信じがたいほどに巨大な地底湖だ。

　岩壁はぬめるような青せい銀ぎん色で、酸によって溶かされたような滑なめらかな表面に、うっすらと光が反射している。水は澄んでいて、銀の岩がん盤ばんが水面下の深みに向かって続いているのも見える。湖は奥にいくにしたがって広がり、闇に吞のまれた先はまったく見えない。

「ここが……」

　さしものメルクリウスも、水みず際ぎわからやや離れた砂の上に立ちつくし、言葉を途絶えさせてしまう。その額ひたいには、すでに刻印が青く浮かび上がっている。ガレリウスは自分の手の甲を見下ろし、自分も同じように共鳴していることを確かめる。

「時のはじまる地、時の果てる地です」

　隣に付き従うヒエロニヒカの声は、かすかに湖こ面めんを揺らしたように見えた。

　ガレリウスは湖面の光こう球きゆうを凝ぎよう視ししている。この暗さと非現実的な光景のせいで距離感が喪そう失しつしているが、光球のそれぞれが、人ひとりを容易に吞のみ込こむほどの大きさであることをガレリウスは知っていた。

「……大だい院いん司しさま」

　巫み女この一人が、青ざめた顔でヒエロニヒカを振り返った。

「光が、百と九つしかありません」

　ヒエロニヒカはうなずいて、ガレリウスに視線を投げ渡す。

「消えたのはどの神のものか、わかるのか」

　ガレリウスは砂に一歩踏み出して訊たずねた。

「言うまでもなく」ヒエロニヒカはまつげを伏せて答えた。「イアコスの御おん神かみのものと、フォボスの御神のものですわ」

　コルネリウス、そしてデュロニウスのもの。

「なんの話だ？」

　メルクリウスが無遠慮に訊きいてくる。たしなめようとした巫女を、ヒエロニヒカが腕を持ち上げて遮さえぎった。

「コルネリウス閣下、デュロニウス閣下が殺されたこと、ご存じですね」

　ヒエロニヒカの言葉に、メルクリウスはうなずく。

「死んだのだから、その神のあかしが消えるのは当然じゃないのか」

「いいえ」ヒエロニヒカはメルクリウスの手をとった。「メルクリウス殿のこの刻印は、十五年ほど前までは、エピメクス大たい公こう家けの長老がお持ちでした」

　メルクリウスは眉まゆをぴんと跳はね上げる。

「刻印は、神の血筋の濃いあらわれ。所持者の命が果てても、大公家の血脈を巡めぐり、またどこかに顕あらわれるはずなのです」

　ガレリウスは眉まゆ根ねにしわを寄よせ、ほの明るい湖こ面めんを見つめる。

　有ゆう史し以来、この地に息づく百十一の光は、ひとつとして欠けたことがなかった。それが今、ふたつ消えている。おそらくイアコスとフォボスの刻印は、大公家がこの先何代続こうと、二度と顕れることがないだろう。

　釘くぎが、壊こわされた。

　まさにそれを確かめるため、ガレリウスは神官団に頼み込み、こうしてメルクリウスの開かい紋もん式に付き添ってきた。

「……獣けものに、喰くらわれたのだ」

　思わずガレリウスはそうつぶやく。巫女たちが一いつ斉せいに青ざめる。

「やはり開紋式は中止いたしましょう」とひとりが進言する。「百十一のうちのふたつまでもが打ち壊されたということは、忌いまれたる者が活性化しているということです。メルクリウス殿の身が危うい」

「いやだ。メルはやる。水に潜もぐって、名前を聴くだけじゃないか」

　メルクリウスはきっぱりと言い、水みず際ぎわに向かって歩き出す。

「お、お待ちください」と、巫女たちがあわてて引き留めようとする。

「邪魔をするな！」

「せめて腰こし紐ひもを」

「命綱も要いらぬ、そなたらの世話になどなるか！」

　巫み女こたちの手を振り払い、湖に足を踏み入れる少年の白衣の背中を、ヒエロニヒカは法ほう悦えつの表情で見つめていた。ガレリウスは片手で顔を覆おおう。あの幼おさな子ごは、この水底になにが封じられているのかを知らないのだ。

　あるいは知っていても、身を投じただろうか。

　すべての星を喰くらう獣けものの、あぎとの中へと。

（私の開かい紋もん式のときは、釘くぎはひとつも欠けていなかった）

　ガレリウスは忌いまわしい記憶を探る。

（それでも、あのような恐怖には二度と身を預けたくない）

（十二歳の幼子に、あれが耐えられるのか？）

　小さな体たい軀くを包む白衣が、腰、胸、そして肩まで水に浸つかる。やがて黄金の髪が水面にふうわりと広がり、透き通った闇やみの中に吞のみ込こまれてしまう。

　巫女たちが水辺に並んで立ち、歌い始める。マーネースの祈り──死者が奈な落らくに吞み込まれないようにと天堂へ導く鎮ちん魂こん歌かだ。

　湖こ面めんの光のいくつかが明めい滅めつする。いくつかは深みに沈んでいく。

　なにかが、目覚めたようだ。

　複雑に響き合う波紋が闇のあちらこちらへ広がっていく。

　大きな気き泡ほうが何度も浮かび上がってきて暗い水面で弾はじけた。ガレリウスは目を凝こらしてメルクリウスの姿を水の中に捜そうとするが、もうどこにも見えない。

　やがて鳴動が始まる。湖が、青と銀の岩壁が、砂が、洞どう窟くつの天井が、震ふるえ始める。否、もっと根本的なところから──世界そのものが震動しているように感じる。巫女たちが一人また一人と小さく悲鳴を上げて砂の上に崩れ落ちる。ガレリウスもまた、水底から這はい上あがってくるどうしようもなく圧倒的に巨大なものの存在感に押おし潰つぶされそうになり、膝ひざを折るまいと必死に抗あらがう。すべては錯さつ覚かくだ、と言い聞かせる。世界すべてが揺れ動いているのだとしたら、その世界に自分もまた含まれているはずだから、揺れを感じられるはずがない。視界で、不意に光がぎらつく。ガレリウスの額ひたいが灼やけるように熱い。見下ろすと両手の甲の刻印が青を通り越してまばゆい純白に輝いている。

　吠ほえ声ごえが頭ず蓋がいを突き破って突き刺さる。ガレリウスは両耳を押さえる。百を超える深みの者たちの、堕おちたる者たちの叫び声。人の身では耐え難がたい熱と冷気が吹きすさぶ。もはや歌を続けているのはヒエロニヒカだけだ。激しく波立った湖面に、光こう球きゆうの像が引きちぎられて万の破片と散っている。

　──我ら、堕ちたり。

　声がやがて意識の中で言葉をかたちづくる。

　──我ら、穢けがされたり。

　──我ら、繫つなぎ止とめられたり……

　──我ら、待ちいたり！

　──待ちいたり！

　ガレリウスは砂の上に膝ひざをついた。神々の慟どう哭こくが身と心を打ちのめす。

（神々が、嘆なげいている？　なぜ？）

（解放を望んでいるのか、まさか）

　不意に浮かんできたその疑念さえも、踏ふみ潰つぶされる。不意に目の前が灰色に染まった。顔から砂の上に倒れたのだと気づく間もなかった。ガレリウスは闇やみの中に引きずり込まれ、ばらばらに磨すり潰つぶされた。







　目を覚まし、口の中の砂の味を吐き出し、顔を上げたとき、あたたかい火の色が目に入った。ガレリウスは腕を砂に突き立てて身を起こそうとした。全身の筋が寒さでこわばり悲鳴をあげる。

　白衣に身を包んだ巫み女こたちは散った花びらのように砂地に横たわり、ただ一人、ヒエロニヒカだけがよろめきながらも立ち上がり、ランタンの覆おおいを上げてあたりを照らして様子をうかがっている。

　ランタンの火が消えていない。ということは、気を失っていたのはそれほど長い間ではないということだ。ガレリウスの頭が落ち着いていく。












「く……」

　足を立てようとすると、凍った膝ひざがもげるのではないかと思うほど痛んだ。それでも立ち上がる。砂がざあと衣ころものあちこちから流れ落ちる。

　水みず際ぎわに、うつぶせに浮かんだ小さな人影が見えた。金色の髪が藻ものように広がって漂ただよっている。ガレリウスは駆かけ寄よろうとしたが、ヒエロニヒカが腕を上げて止めた。

「いけません。神に捧ささげられていない者が触れてはなりません、危険です」

　巫み女この長は、冷たい水の中から、濡ぬれそぼった少年の身体からだを引き上げた。死んでいるのではないか、とガレリウスはその青ざめきった顔を見つめる。唇は黒くそまり、閉じたまぶたは腫はれ上あがり、目頭から血がにじみ出て涙の筋となって頰ほおを伝う。

「メルクリウス殿。メルクリウス殿」

　少年の身体を両腕で抱き、ヒエロニヒカは凍えた声で呼びかける。巫女の薄いヴェールに水が染みていく。

（やはり無理だったか）

（十二歳の幼さだ。それに、獣けものの力が戻りつつあるのだ。自殺行為だ）

　それ以上見ているのが痛ましくなり、ガレリウスがうつむこうとしたときだった。少年のまぶたがかっと見開かれた。不気味なまでに真っ赤に充血した目があらわれる。

　少年の唇が割り開かれ、最初に漏もれ出たのは、笑い声だった。ガレリウスの全身を悪お寒かんが包み込んだ。

「聴いた。聴いた！　聴いたぞ！」

　メルクリウスは、大だい院いん司しの腕の中で痙けい攣れんしながら叫んだ。それから、抱きすくめる腕を振り払い、砂の上に立つ。膝はがくがくと震ふるえ、たっぷり水を吸った衣ころもはその細身に張りついて寒々しい。しかし、立っている。自分の両りよう脚あしだけで立っている。

「おじ上。これか。この力か！」

　ガレリウスをねめつけるメルクリウスの額ひたいに、再び刻印が浮かび上がる。歩み寄ってくるにつれて、目に焼きつくほどに青い光が強くなる。

　光こう明みようの神ポイボスのしるし。

　百十一の堕だ神しんの長、最も力ある男神のひとり。ガレリウスは総毛立つのを隠せない。

「手に入れた。みんな手に入れた」

　メルクリウスは両手を確かめるように何度も握にぎったり開いたりする。

「テュケーの祝福を、メルクリウス殿」

　背後から身を寄せたヒエロニヒカが、妖あやしく微笑ほほえんで言う。

「……水底の、何者かの存在は、感じられましたか」

「それも見た」

　メルクリウスは不敵に唇を歪ゆがめて答える。

「獣だ。この地すべてと同じだけの巨おおきな獣だ」

　ガレリウスは深く息をつく。

　自分がここに潜もぐり、夢想の神の真しん名みようを聴いたときには、まだその底にある存在は感じられなかった。水の中は静せい寂じやくだけだった。

（だとすれば、釘くぎが二つ壊こわされ、たしかに──覚かく醒せいしようとしているのだ）

「あれのしるしを持つ者を──殺せばいいのだな。公国にいるのだな？」

　メルクリウスの声は弾はずんでいる。

「おじ上、メルは今すぐにでも戦場に出たい。今なら素手で竜も引きちぎれよう」

「……まずは休め」

　そう答えるのが精一杯だった。

「そなたはまだ十二。エピメクスの者たちとも協議せねばならぬ」

「いやだ。話し合う必要などあるものか。今の軍にメルよりも強い者などおらぬ」

「そのような問題ではない、とにかく──」

　ガレリウスは言葉を途中で吞のみ込こんだ。メルクリウスの目がすうっと細くなり、殺気を帯びたからだ。少年の身体からだがふわりと泳ぎ、次の瞬間にはガレリウスの腕の中にいる。

「なッ」

　メルクリウスの手が、ガレリウスの胸元から短剣を抜き取った。なにか言う間もなく身を離したかと思うと、短剣を握にぎった少年の腕が振り上げられ、空くうを裂さく。刃やいばはガレリウスの顔のすぐ横の空間を貫つらぬいて飛んだ。

　背後の彼方かなた──螺ら旋せん階段の縦たて穴あなの高い壁面で、かすかな音がした。

「……なにをする」

　ガレリウスは少年をにらみつけてうめく。

「少し外したか」

　メルクリウスは舌打ちし、唇を舐なめた。

「おじ上、気づかなかったのか。階段のあたりに鼠ねずみが潜ひそんでいたぞ」

「……鼠？」

　振り向く。洞どう窟くつの口の向こう、縦穴のあたりは、もはやランタンの灯あかりも湖こ面めんの光こう球きゆうの明かりも届かず、じっとりと闇やみに沈んで見えない。

「なにを探っていたか知らぬが、殺やり損そこなった」

　ガレリウスはぞっとする。噓うそとは思えなかったが、どうやって察したのか。それに、この禁断の地まで、だれがなんの目的で潜せん入にゆうしたというのか。

「追わなければ」

　そばまで寄ってきたヒエロニヒカが言う。

「間に合わない。もう上に逃げている」とメルクリウスがつぶやく。

「足音がせぬぞ」

「足音くらい消せる。メルだってできるし、剣けん審しん院いんにもできる者が大勢いた」

（どこの間かん者じやだ。軍か、あるいは公国か……よもやアンゴーラの）

　寒さと畏おそれと不安とが一いつ斉せいにガレリウスの身を締めつけた。

「とにかく戻るぞ。巫み女こを起こさねば」

　ガレリウスは水みず際ぎわを振り返った。ヒエロニヒカがうなずいて応じる。

「ふん。だれになにを探られようと、かまうものか」

　メルクリウスが吐き捨てる。その一瞬だけガレリウスには、少年のあどけないはずの顔が、あの将軍デュロニウスのものと重なって見えた。眼に燃えるのは狂きよう暴ぼうな火だ。

「……みな殺してやる」





　　






　陽ひはすでに城壁の向こう側に落ちていた。矢窓から射さし込こむ光が、藤ふじ棚だなの蔓つるや、花壇からあふれるほどに生おい茂った夏草の緑をほの赤く燃え立たせている。

　庭の入り口、石造りのアーチの隅すみに、紅あか色いろの髪がおそるおそるのぞく。黒い瞳ひとみがきょときょとと庭を探る。

　人影がないのを確かめたシルヴィアは、身を低くしてアーチをくぐり、足早に庭を横切って蔦つたのからまったあずまやに駆かけ込んだ。大理石の腰掛けに身を落ち着け、息をつく。王城中ちゆう枢すう部の中庭であり、普段から無骨な衛兵などはおらず、しばらくは身を隠していられるが、寝しん所じよを抜けだしたのに気づかれればじきに巫女や神官たちが捜しにくるだろう。膝ひざに腕を落として祈るような姿勢で待つ。

　夕暮れが近いが、草にたっぷりと含まれた暑さのせいでシルヴィアの肌は汗ばむ。あるいは緊張のせいかもしれなかった。

　不意に葉のこすれ合う音が聞こえ、シルヴィアは思わず腰を浮かせた。視界の端、細い石柱の陰のあたりから小さな茶色い影が飛び出してきて、シルヴィアの脚あしを駆け上がる。シルヴィアは安あん堵どの息をついて、懐ふところから小さな布袋を取り出した。

　手のひらに盛った花の種を、栗り鼠すは嬉うれしそうに一つずつつかんで口に押し込んでいく。シルヴィアは空あいたもう一本の手で、栗鼠の尻尾しつぽに結びつけられた紙巻きを外した。結ぶ紐ひもがわりに使われているのが透き通るほどに白い銀髪だと気づき、こみ上げてきた熱いものが胸につかえる。

　種をあらかた食べ終えてしまった栗鼠が、シルヴィアの腕伝いに肩までのぼってきて、耳に鼻先を触れさせてくる。シルヴィアは栗鼠をなでて「ありがとう」と言うと、紙巻きを開いた。

　表は、自分が書いた手紙だ。その裏に、びっしりと端正な字が並んでいる。

「……ジュリオ」

　涙ぐんでしまい、文字がぼやけて見えなくなる。袖そででまぶたをぬぐい、読み直す。

　監獄はそれほどひどい場所ではない。夏だし、涼しくて過ごしやすいくらいだ。一度目の審理は無事に終えた。二度目で判決が出る。擁よう護ごに回っているのは大将軍アルビレオスくらいだが、最後まで全力で反論する。

　簡潔な文章が綴つづられている。きっと、ここに戻ってくる。その想おもいの強さがシルヴィアにも感じられる気がする。

　けれど、漏もれ聞こえてくる噂うわさからすると、無罪は絶望的だった。

（あの将軍を殺したと、ジュリオはきっぱり認めたという）

（王おう配はい候こうルキウスも弾だん劾がいする側に回ったと聞くし……）

　両手に顔をうずめる。

（どうして、なにもできないのか）

（女王なのに、なんの力もない）

　あれから謁えつ見けんにきたガレリウスやルキウスに、何度訴えても、聞く耳を持たなかった。ヒエロニヒカはそもそも薔ば薇ら章しよう評議会のことなど関心がないし、ジュリオのことをあからさまに疎うとましく思っていた節があるから、まったく脈はなかった。

（命を賭として戻ってきてくれたジュリオを、死なせてしまったら）

（わたしも生きてはいけないかもしれない）

（ジュリオ。ジュリオ……）

　引き裂さかれそうな胸にきつく腕を巻きつけ、膝ひざに身を押しつけ、シルヴィアは足下に涙を落とした。

　そのとき、肩の後ろで栗り鼠すが驚いて立ち上がるのがわかった。怯おびえたような素早さでシルヴィアの背中から飛び降り、木立の陰に走り去ってしまう。

　シルヴィアが栗鼠の行方ゆくえを捜そうと腰を浮かせたとき、声がした。

「へえ。妹もこんなに可愛かわいらしかったのか」

　女の声だった。シルヴィアはぎくりとして、あずまやの逆側の入り口を振り向いた。

　色濃い緑を背に、長身の女が立っていた。黒髪を高く束ねて何本もの房に編んで垂たらし、襟の広い異国の装しよう束ぞくをまとっている。目つきは水晶の破片のように鋭い。年齢はよくわからない。ちょうど、獅し子しがどれほどの歳であっても人間の目からは変わらず気高く美しく見えるように。

　女はあずまやに踏み入ってくる。あたりの暑さが、その傲ごう岸がんそうな笑みにみんな吸い取られてしまったかのように、シルヴィアは寒さむ気けを覚えて、後ずさる。

「……あ、あなたは？　ど、どこから」

　そう、ここは王宮中ちゆう枢すう部の庭なのだ。どうやって入ったのか。六重の宮のどこかで、絶対にだれかに見つかるはずなのに。

「王宮指南役なんだ。王宮のどこに這は入いろうと咎とがめられるいわれはないだろう」

　女は肩をすくめる。王宮指南役。シルヴィアははっとする。噂には聞いていたし、ジュリオの話にも少しだけ聞いた。それでは、この女が。

「あなたが……カーラ先生」

「名前まで知っていてくれて嬉うれしい」

　カーラはにんまりと笑って、次の瞬間にはシルヴィアの目の前にいる。

「あっ」手首をつかまれ、背中に腕を回された。「な、なにを」

「なにをって。この世の美しいものはすべてあたしに愛めでられるために、この世の強いものはすべてあたしに斃たおされるためにあるんだ」

　カーラの指先が、シルヴィアの頰ほおの涙をすくいとる。

「姉は怒っているときがいちばん美しいけど、妹の方は泣いてるときがいちばんだな。つくづく、たまらない姉妹だよ。こんなことなら二人とも攫さらっておけばよかった」

「ね、姉様をっ？　姉様をご存じなのですか」

　カーラの腕の中でシルヴィアは身をよじる。この女は王国軍の師範ではないのか。なぜミネルヴァを。それに、攫っておけばよかったとはどういう──

　視線を合わせたシルヴィアは、不意に悟さとる。

　そう、王宮指南役が女に交代したらしい、という噂うわさを聞いたのは、たしか十年ほど前のことで、それからその師範はすぐに姿をくらましてしまったという。

「……あ、あなたが姉様を、連れ出して」

「そうだ。恨んでいるか？」

「恨んでなど、でも、でも」

　シルヴィアの胸の内で、様々な想おもいと戸と惑まどいと疑問がいちどきに噴き出し、入り混じって渦巻く。なぜミネルヴァだけ連れていったのか。この女はそもそもなにを考えているのか。なぜ自分を残していったのか。自分も連れ出されていたらどうなっていたか。

（そんなこと、考えてもどうしようもない）

　唇を嚙かみしめ、カーラの目を見つめ返し、シルヴィアはそう言い聞かせる。

（今わたしが、ここにいることは事実なのだから）

（それに、ここにいなければジュリオとも出で逢あえなかったのだから）

　カーラはほんの一瞬だけ優しい笑みを浮かべ、シルヴィアを大理石の台に座らせた。その大きな手が紅くれないの髪をなでる。

「……どうしてここに？」

　いくぶん落ち着いてきたシルヴィアはそう訊たずねる。カーラはかがみ込んで視線の高さを合わせてくる。

「可愛かわいらしい女王陛へい下かが泣くところが見られる絶好の機会だったから」

　そう答えられ、シルヴィアは耳まで赤くなる。

「な、なぜっ」

「監かん房ぼうをちらとのぞいたらジュリオが隅すみの方でこそこそとなにか書いていたし、栗り鼠すがちょろちょろしていたんだ」

「ジュリオっ？　ジュリオに逢ったのですか」

　思わずカーラの腕をつかんでしまう。そうだ、王宮指南役は薔ば薇ら章しよう評議会の一員であるはずだ。

「お願いします、ジュリオはあなたの弟子でしょう、なんとか審理で、なんとか」

「もちろんなんとかする」

　カーラは力強く答えた。シルヴィアは喜びのあまり、彼女の腕を強く握にぎる。

「死なせないのは簡単だ。でも、女王陛へい下か」

　シルヴィアは笑みを消して息を詰まらせる。カーラの顔に険しさが戻ったからだ。

「元通りにするのは無理かもしれない。つまり、ジュリオが守護騎士として陛下のそばに戻ってくることは、もうないかもしれない」

　棘とげだらけの種を吞のみ込こんでしまったような痛み。

　それでも。

「……それでも。……ジュリオが、生きていて、くれるなら」

　言葉を吐き出すたびに、痛みが喉のどを転ころがる。

「自分に噓うそをつくのはつらいだろう？」

　カーラの言葉でまたなにかが崩れそうになり、シルヴィアはまた口に手を強く押しあてて涙ぐむ。

　ジュリオに、もう逢あえない。

（そんなの、いやだ）

（逢いたい。もう一度、逢いたいのに）

「ジュリオは、そのために戻ってきて、騎士として審理を受けた。あいつの腕なら、どんな嫌けん疑ぎをかぶせられようと、力ずくで切り抜けられたはず。でも、陛下のもとに戻るためにはそうするしかなかったわけだ。さて、陛へい下か」












　カーラの両手がシルヴィアの肩に置かれる。その重みが、まるでジュリオの抱いた覚悟そのもののようで、涙がこぼれそうになる。

「あたしも、ジュリオをあんたのもとに戻したい」

　白と赤の花は並べればいっそう美しいだろう、とカーラは笑う。

「そのために、なんでもするか？」

　シルヴィアは迷わなかった。

　肩に置かれた手に自分の手を重ね、うなずく。

　そのときのカーラの表情を──残酷で純粋な悦よろこびの笑みを、シルヴィアは生しよう涯がい忘れられないだろうと思った。







　木立の間を通り、アーチをくぐってさらに広い中庭に出る。優しい梢こずえの影を顔に浴びながら、カーラは心が浮き立つのを自覚する。

（もっと早くに戻ってくればよかったな）

（アンゴーラで遊んでいる間に、王国がこんなに面白いことになっていたなんて）

　牢ろうの暗がりに沈みながらも凛りんとしていたジュリオの顔。光と緑と花々にあふれた庭で翳かげっていたシルヴィアの顔。どちらも思い出すと、恍こう惚こつとしてしまう。

　城壁際ぎわに背の高い木々が並ぶ庭の一角を通り抜けようとしたとき、カーラはふと足を止めた。しばらく、夕暮れを迎えた鳥や虫の鳴き声だけが聞こえていた。

「……その傷じゃあ、城壁をよじ登って逃げるのも一苦労だろう。べつの道を探したらどうだ」

　答えは返ってこなかった。カーラは含み笑いを漏もらして、そばの樹きの幹に背中をもたせかけ、腕組みする。

「久々に師に逢あったのに、挨あい拶さつもなしとは哀かなしいじゃないか」

　それでも長い間、沈黙が木々の間にこわばっているだけだった。陽ひが傾くにつれて、枝から伸びた影がカーラの足下の草地に届く。

　やがて、張りつめた空気がふとゆるんだ。

　ざわ、と目の前の茂みが揺れ、カーラの目の前に黒い人影が現れる。身体からだにぴったりと合う紺色の装しよう束ぞくに、右肩と胸だけを覆おおう簡易鎧よろい。手で押さえた左肩は、血で濡ぬれている。左胸の薔ば薇ら章しようまでも。

　鋼はがね色の髪の下の目は、揺らがずカーラをにらみつけている。

「いい顔つきに育ったじゃないか、ジル。元気……ではなさそうだが」

　幹から身体を離し、歩み寄る。ジルベルトは身じろぎもせず、顔色ひとつ変えず、師の抱ほう擁ようを受けた。

「なんだこの傷は。矢傷か？　いや……」

　ジルベルトの手をどけて肩の傷口を確かめたカーラは、つぶやく。

「短剣かなにかか。こんな勢いで繰くり出せるやつがいるのか」

「……投げつけられました」

　ようやく、ジルベルトはうめくように答えた。

「は。投とう擲てきを躱かわせなかったのか？　なまったんじゃないのか」

　カーラはにやりと笑い、ジルベルトのあごを指でなぞる。

「こんな面白いかっこうをして、なぜ王城に忍び込んでいる？　フランはどうした。放ほうり捨ててきたのか」

　ジルベルトの眉まゆ根ねにしわが寄よる。

「それに、あたしを見てもう少し驚いてくれてもいいんじゃないのか」

「あの白しろ薔ば薇らの騎士と手合わせして、だれの手ほどきを受けたのかはすぐにわかりましたから」

「ふうん。ジュリオとやったのか」

　カーラは満足げにうなずく。

「それで？　まさかあたしに逢あうためにきたわけじゃないよな？」

　ジルベルトは視線を外したまま、答えない。

「剣けん審しん院いんでみっちり教育されちゃったのか。なにより情報を漏もらさないことが大切か。見上げたものだが、おまえの目の前にいるのがだれだと思っている？」

「先生は」

　苦しげなジルベルトの声。

「なぜここにいるのです」

「へえ。質問に質問で返すのか。だいいち、それはどういう意味だ」

「──フラン様の敵に回るのか、という意味です」

　カーラは鼻を鳴らして笑い、吐き捨てた。

「当たり前だろう。なぜおまえたちに戦いくさを教えたと思ってるんだ」

　ジルベルトの全身に、殺気と緊張、そして絶望が走るのがわかった。

　見事な反応だ、とカーラは思う。

（この地上に、あたしを敵に回すこと以上に恐るべきことは存在しないんだから）

（そして、そう、ジルのこんな顔を見たくて、あたしは剣を教えたんだ）

　ぞくぞくした悦よろこびが全身の骨から染み出てくるようだ。

「安心しろジル。ここでおまえをどうこうしようとは思っていないよ。無事にフランのところに戻ってもらった方が面白くなる。もちろん、あたしの質問にちゃんと答えてくれれば、だけど」

　カーラが両手を広げただけで、ジルベルトの身体からだはぴくりと反応する。ジルベルトが、どのように身を躱せば逃のがれられるかを計算し、その選択肢のすべてが潰つぶされていると知って再び絶望するまで、カーラは待った。

　それから口を開く。

「さて、もう一度訊きくぞ。なにを探るために王城に来た？」

　ジルベルトはしばらくの間、悲痛な表情で唇を引き結んでいた。しかし、じきにその全身から力が抜け落ちる。

　答える声は、ざらざらに漂ひよう白はくされていた。

「──《星喰くらいの獣けもの》を、殺す方法です」





７　血ち塗ぬられた聖女







　メドキア公国の小都市エパベラは、沸わき立っていた。

　公こう爵しやくの居城があるサンカリヨンに隣接した、人口五千にも満たない小さな街だが、急造の宿舎が広がる黴かびのごとく町外にいくつも建てられ、各公国軍の到着と前後して大量の武器や食料品や衣料品といった物資が運び込まれ、まるで金山でも見つかったかのような活かつ況きようを呈ていしていた。

「ほ、ほ、第二の聖地と名づけるもやぶさかでないぞ」

　聖堂の三階の窓から街の様子を見渡した総そう主しゆ教きようは、でっぷり肥ふとって突き出た腹をさすりながら満足げに言った。もう片方の手は、隣に立つ着飾ったフランチェスカの腰に無遠慮に回されている。

「しかし、どうにもこの聖堂は、わしが手ずから典礼を執とり行おこなうには狭せますぎるな。全地に威信を示すには器うつわとして不足よ」

「ですから、このエパベラの街全体を、ひとつの大聖堂とするのです。民たみの心を束ね、楽がくの音ねで街がい路ろを満たし、七万の軍を教会の柱と成して」

「……ふむ、なるほど、なるほどな。みな身を捧ささげてわしの祝福を支えるか」

「連合全軍が結集し、なによりも総そう主しゆ教きよう猊げい下かがいらっしゃっているのですから、町民の士気も信仰心も高まろうというものですわ」

　フランチェスカは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、しなをつくって応じる。

　その背後、長机にずらりと列席した諸しよ侯こうと将軍たちは、ため息を隠せない。壁かべ際ぎわに控えた護衛たちの一員であるミネルヴァは、いつものように露ろ骨こつに歯を剝むいて握にぎり拳こぶしを固め、総主教の背中をにらみつけている。隣に控えるクリスは気が気ではなかった。

「猊下、そろそろ協議を再開しとうございます」

　フランチェスカの父親、ザカリア公こう爵しやくがたしなめた。

「む？　うむ。よかろう。さ、フランチェスカ、わしの隣についておるがよい」

　総主教は腹を揺すりながら、上座の大きな椅い子すに腰を下ろした。フランチェスカがその右隣に着席する。

　そうそうたる顔ぶれである。サンカリヨン城に軟なん禁きんされている老メドキア公をのぞき、連合公国の主あるじすべてが一堂に会し、それぞれの軍部の司令官も同席している。プリンキノポリの盟めい約やくが結ばれたときにも、これほどの面々はそろわなかった。

「どうであろう。このエパベラの街は、我が名をとって新しくティオティミアという名にしては」

　席に着くなり総主教が言う。

「は、はあ、それは、その、もったいなきお言葉」

　末席に着いていたエパベラ市長が頭を搔かく。総主教は名をティオティモスというが、これまでにさしたる功績がないために、むやみやたらと自分の名を歴史に残したがるという周知の悪あく癖へきがあった。

「ここで結ばれる新たな盟約も、ティオティモスの誓い、と名づけられるであろう」

　総主教の笑いが、押しつけられた腹を通して机に伝わる。

「その盟約のことにございます」

　キセルキニア公爵が口を開いた。いかめしい口くち髭ひげをたくわえた精せい悍かんな初老の男だ。

「これまでの安全保障条約を廃して新たな盟約にすると。どのようなものに？」

　キセルキニアは女王直ちよつ轄かつ領りようと接しており、イメイヘンを落とされて以降は最も激しく聖せい王おう国こくからの攻撃にさらされている国である。『公国のいずれの領地も王国からの干かん渉しようがあった場合は、連合全軍をもって対応する』としたプリンキノポリ盟約は生命線だった。

「う、む？　それは、な、うむ」

　総主教は不安げに隣の席をちらと見やったが、フランチェスカは微笑んでいるだけで発言しない。

「まず、その方らの統とう率そつがなされていなかったことが、これまで王国の異教徒どもに好き放題にやられてきた原因ぞ。新しい盟約では七公国連合軍の統とう帥すい権を明確にする」

「統帥権？」

　ザッパニア公国の若い将軍が口を挟はさむ。

「一理ございますが、しかし我らは地勢も国勢も異なる軍ゆえ、だれがいかにして」

　その隣で、寡か黙もくなザッパニア公こう爵しやくも腕組みしてうなずく。

　聖せい王おう国こくに接している公国とそうでない公国の間で戦いくさに対する熱の差があるのは当然で、連合公国軍の最大の懸けん案あんとなっていた。極東の古こ豪ごうザッパニアはその国力ゆえに連合にかなりの兵力を供出しており、かねてから不満が多かった。

「そもそもメドキア公が不在の今、そのような重要な案件を話し合ってよいものか」

「今ここで決めずにいつ決まるというのです」

「各国の持ち回りではどうか、一年ごとに」

「それではまとまるものもまとまらん」

　諸しよ侯こうがぼそぼそと言葉を交かわしながらも、ちらちらとフランチェスカをうかがっているのが、傍そばから見ているクリスにもはっきりわかった。

　プリンキノポリをわずか千名の騎士団で奪だつ還かんし、三万の軍勢から守りきった聖女。戦功でも、指揮官としての素質でも、この中では飛び抜けている。

　けれど、だれの口からもフランチェスカの名は出ない。聖女自身も沈黙を守ったままだ。あまりに若すぎるし、なによりも女である。

「静せい粛しゆくにせぬか」

　あわてた総そう主しゆ教きようが言った。ぴたりと場が静まったことに、自分で驚いている。視線が集まり、たっぷり肥こえた頰ほおに汗をかいているのがわかる。

　──なにを言おうとも考えていないのだろう。

　クリスもあきれてしまう。

「統とう帥すい権はもちろんわしが握にぎる。当然であろう」

　総主教の言葉に、白けた空気が部屋中に広がった。

「……ああ、しかし、猊げい下か」

　やむなく、といった感じでザカリア公爵が口を開く。

「猊下は神々にお仕えする身、長きにわたって聖職にすべてを捧ささげてきたお方。その、俗世のつまらぬ職務などをお任せするわけにはいきませぬ」

　諸侯、諸しよ卿けいが目め配くばせし合いながらうなずいた。ザカリア公が、ごく遠回しに、坊主は戦に口出しするなと言ってくれたのだ。

「卑ひ下げすることはない！」

　総主教は声を高くした。

「ときに教会の主ぬしが矢や面おもてに立つことも、信仰を守るために必要なことぞ。ウルバヌス四世やイカリゴシウス二世といった諸しよ聖せいも乱世で軍を率ひきいた。軍神の加護も厚きこのわしが指し揮き杖じようをとるは当然。かつてのプリンキノポリ盟めい約やくのときに、そう決断しておればよかったと後悔しているところよ！」

　喋しやべっている間に自分の言葉に興奮したのか、総主教の声はどんどん上ずっていく。列席者、とくに将軍たちの間に苦々しい表情が広がる。

　──担かつがれているだけでいいのに、統とう帥すい権なんて。

「しかし猊げい下か、七公国の総意もまだ定まっておりませぬ。じっくりと協議して」

「そなたらの蝸牛かたつむりが踊るごとき協議に任せていては異教徒をのさばらせるだけ」

　総そう主しゆ教きようは鼻息荒く斬きって捨てた。

「もちろんこの後、サンカリヨンを奪い返してメドキア軍とともに総軍を編成し直し、その勢いで聖都サンチユリオに攻め入って異教徒を根絶やしにするのだ！」

　総主教の拳こぶしが机に打ちつけられる音が、虚むなしく響いた。

「……ハドリアヌス城じよう砦さいは、たとえ連合軍八万で総攻撃をかけても落とせる公算は大きくありませぬ」

「そも、我々は徴ちよう税ぜい権と徴兵権さえ守れれば……」

「いたずらに戦いくさを広げては」

「我がラボラジアはアンゴーラに備えなければなりませぬ、都との全面交戦はとても」

「まずはメドキア国内の安定を取り戻すことに専念した方が」

「この不信心者どもがッ」

　総主教が怒ど鳴なり散らした。

「異教徒に国土をいいように貪むさぼられて、黙って見ておるというのか！」

　全員のすがるような視線が、いよいよ総主教の右隣に集まった。ようやくフランチェスカが口を開く。

「……猊下」

　ぶるん、とたるんだあごの肉を揺らして総主教が振り向く。

「まずはプリンキノポリの復興と、守りを固めることに力を注ぐべきでしょう」

「む？」

「プリンキノポリ市街は戦火の爪つめ痕あといまだ痛ましく、民たみは寝床さえもありません。けれど猊下の御み名なにおきまして連合総軍で復興の援助にあたり、また大教会を引き続き開放し民が雨露をしのげるように配慮したことで、信仰心も、猊下への思し慕ぼもますますさかんになっています」

「ふむ、ふむ」

　総主教は嬉うれしそうにうなずく。

「聖地の北方に砦とりでもいくつか築かねばなりません。そちらは急務ですわ」

　安あん堵どが一同に広がるのがクリスにもわかった。しかし、次の総主教の言葉で再び諸しよ侯こうは啞あ然ぜんとする。

「ではここに集つどった七万あまりを、盟めい約やくを新たにした後に再びプリンキノポリへ戻すわけだな。総軍の力を結集し、歴代の諸しよ聖せいのだれしもなし得なかったほどの壮そう麗れいな都を大教会の眼前につくりあげるのだ」

「い、いえ、猊下、お待ちください」

　ザカリア公が泡あわを食って口を挟はさむ。

「すでに鎮ちん火かや瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業など、兵の手でまかなえる仕事は片付いております。もはや七万の軍をプリンキノポリに戻してもさほど役には立ちません、必要なのは資金と工人でございます」

「しかし、盟めい約やくを結びなおしたわしがプリンキノポリに戻るのだぞ。出しゆつ立たつのときよりも多い兵を連れておらねば民たみに威光が示せまい」

　何人かの将軍はあんぐりと口を開けた。

　──こいつ、見み栄えのことしか考えていないのか。

　クリスは、もしフランチェスカの席に自分が座っていたらこの時点であの肥こえ太った面つらを殴なぐり飛ばしていたかもしれない、と思う。

「我が軍も一度、帰国せねば──」

「王国の北ほく衛えい軍が再編されているという報しらせもございます、プリンキノポリだけにかまけていては」

「お考え直しください！」

　いよいよ不満が百ひやく出しゆつし、協議は迷走を始めていた。フランチェスカが平気な顔をして聞いているのが不思議だった。







「なんであの豚にいつまでも好き放題喋しやべらせておくんだ！」

　聖堂を出て三人だけで夕暮れの街がい路ろを歩き出すと、すぐにミネルヴァがフランチェスカに嚙かみついた。

「しっ。声が大きいわよ」

　フランチェスカがたしなめる。

「猊げい下かのご威光で、六カ国の諸しよ侯こうまで集められたのですもの。気分良く演説くらいさせて差し上げないと」

「でも、あのままじゃ公国がまとまるわけがないよ」

　クリスも思わず口を挟はさんでしまう。

「公こう爵しやくだけの協議と、軍部だけの協議とをやって、意見をとりまとめればいいのに」

　予備交渉もなしに全員を集めて、あのような軍事にも政治にも疎うとい見み栄えっ張ぱりの宗教家を担かつぎ出せばどうなるか、わからないフランチェスカでもあるまい、とクリスは思う。

「あの豚が言い出したんだろ。ふん。あいつは諸侯と諸しよ卿けいを並べて、ついでにフランを隣に侍はべらせてふんぞり返りたいだけなんだ」

　ミネルヴァはぷうっとふくれて言う。

「フランもフランだ。あんなやつの下した心ごころにつきあって」

　協議がまったく実りのないまま解散した直後、まだ諸侯が部屋にいるというのに、総そう主しゆ教きようはフランチェスカに──あろうことか父親であるザカリア公の目の前で──エパベラに逗とう留りゆうしている間は総主教の部屋で寝食をともにせよ、と口く説どいてきたのである。

　さすがにザカリア公もなにか言おうと総そう主しゆ教きように詰め寄った。フランチェスカは二人をなだめて曖あい昧まいに返事をし、ミネルヴァとクリスを引き連れてこうして逃げ出してきたのだ。

「そうね。猊げい下かもますますお盛んでいらっしゃるわ。ザカリエスコにいた頃ころからあたくしにご執しゆう心しんのようだけれど、あのときは──」

　そう言いかけて、フランチェスカは口ごもる。

　クリスもはっとして目を上げ、ミネルヴァと視線が合い、顔を前に向けて黙り込む。

　ザカリエスコで総主教を世話していた頃も、フランチェスカは露ろ骨こつな興味を向けられていた。それを守っていたのは、ジルベルトだ。

　今は、ここにいない。

　エパベラで合流する、という約束だけを言い置いてフランチェスカのもとを離れ、王国の騎士団の呼び出しに応じたという近衛このえ隊長は、戦勝祝典まであと三日だというのに、姿を見せない。

　──ほんとうに、戻ってこないんじゃないのか。

　──あるいは……

　ジルベルトは噓うそがつけない不器用な男だとクリスは感じていた。だから、フランチェスカとほとんどなにも話さないままにザカリエスコを離れたのではないか。

　ここエパベラでの再会の約束は──

　──敵として戻ってくる、という意味だったとしたら。

　頭を振って、その考えを払い落とす。

「大丈夫よ」

　フランチェスカが半歩前を歩きながら、クリスの方を向いて笑う。

「ジルは、いつまでもあたくしのもの。だから、大丈夫」

　その言い方はかえって不安を煽あおった。ある面ではフランチェスカもやはり不器用で、噓がつけないときがある。こういうときに、『ジルベルトは戻ってくる』と言えない。それは、戻ってくるとは確信していない、という意味だ。

「それに、猊下にいきなり全体会議を開くように進言したのはあたくしですもの。腰やお尻しりを多少さわられるくらいは覚悟の上よ」

　ミネルヴァが目を剝むく。

「なんでっ？　ろくな話し合いにならないって、フランもわかるだろう！」

「ええ。わざとそうしたの」

「だからどうして」

　フランチェスカは、荷車が忙しく行き交かうエパベラの街がい路ろを見渡し、口をつぐむ。

「まだ秘密にするのか。ほんとに、なんにも話してくれないんだな」

　ミネルヴァは不ふ機き嫌げんそうに足を速め、フランチェスカの二歩先に出る。

「なにするつもりなのか。どうして騎士団を置いてきたのか。みんな、おまえがなにも言わないから不安がってたのに」

　しばらく三人とも黙って歩を進めた。

　目抜き通りに入ると、子供たちや町娘や店先の呼び込みの男たちがフランチェスカの姿に気づいて声をかけてくる。

「聖女さま」

「ザカリアの聖女さまだ」

「おめでとうございます！」

「祝福くださいませ」

「王国のやつら、やっつけてくれるの？」

　フランチェスカは微笑ほほえんで手を振る。聖女、という呼び方がクリスはきらいだった。そんな清らかなことばかりやってきたわけではない。フランチェスカはどうしようもなく、軍人なのだから。人々の歓声は重荷にしかならないのではないか。

　やがて、勝ち戦いくさの立役者を一目見ようと家々から出てきた群衆に囲まれてしまう。クリスもミネルヴァも、フランチェスカを守りながら人垣をかきわけて、裏路地に逃げ込まなければならなかった。

　陽ひが沈みかけ、大きな倉庫の裏手はひんやりと涼しい暗がりになっていた。壁に背中を押しつけ、群衆が追いかけてこないのを確かめたミネルヴァは、ふうと息をつく。クリスも額ひたいの汗をぬぐった。ああいった歓迎のされかたは、どうにも性しように合わない。

　そのとき、クリスとミネルヴァの間で、フランチェスカがうつむいたままふと言った。

「今夜、宿で話すわ」

　ミネルヴァもクリスも、同時にフランチェスカの顔をのぞき込もうとした。

「あなたたち二人にだけ、話す」

「……なんで二人だけなんだ。パオラとかニコロは」

「二人だけ。その理由も、話すから」

　そのときのフランチェスカの笑みは、少し指に力を入れただけで粉々になりそうなガラスの薔ば薇らのようだった。







　パオラとは、街はずれの宿営地で落ち合う予定だった。

　なにしろ人口五千の街にその十倍以上の兵が押しかけたのである。いくら建物を急造しようとも間に合うはずはなく、ほとんどは町外に野営している。

「連合軍が常じよう駐ちゆうしてくれるならなあ」

「この街も一気に活気づくな」

「市長はもうとっくにそのつもりらしいぜ」

　人にん足そくたちのそんな会話を聞きながら、荷物と兵たちとでごった返す宿営地を抜けていくと、とある天幕の入り口で手を高く挙あげて振り回している青い衛生兵姿が見つかる。

「フランさま、あたしじゃもう手に負えないです、助けてください！」

　様々な国の紋章をつけた年配の男たちに囲まれ、パオラは悲鳴をあげる。三人とも自然と早足になった。

「どうしたの？　……まあ」

　集まった騎士たちを見渡してフランチェスカは目を丸くする。クリスも驚いていた。ザッパニア、キセルキニア、ラボラジアといった他国の、それぞれ千人隊長級の重役ばかりが集まっていたのだ。

「これは、フランチェスカ殿。お疲れ様です」

「諸しよ侯こうが集まった協議に出ていらっしゃったとか」

「もう済みましたわ。みなさんお集まりでどうしましたの？」

「それが……」代表して、ラボラジアの隊長が説明した。「先ほど総そう主しゆ教きよう猊げい下かの側近の方から通達がありまして、各国の精せい鋭えいを選よりすぐり、猊下の護衛隊にしたいと」

「まあ。そう言われても困りますわね」

「しかもどうやら祝典の間だけではなく無期限でご自分の護衛としたいおつもりらしく、プリンキノポリに戻るときにもそばについているように、と」

「いくら猊下とはいえ軍の編成に勝手に手を加えられては困る」

「しかし信仰心と連合の結束を試すものだと言われては……」

「どうしたものか。我らは公こう爵しやくをお守りする任務もあるのだ」

　騎士たちはそろって眉まゆをひそめる。クリスはあきれてものも言えない。

　──あの坊主、もう連合公国軍が私物だと思ってるのか。

「あ、あたしじゃどうすればいいのかわかんないです」パオラが涙目で言う。

「そんなの無視すればいいじゃないか」と不ふ機き嫌げんそうなミネルヴァ。

「総主教猊下じきじきのご下か命めいだぞ」

　コモンドールの騎士団長がミネルヴァをにらんで言う。

「従わなければ破門されるかもしれないではないか」

「む……」

　ミネルヴァは口ごもる。信仰に篤あつい者たちにとっては、あのような虚栄心の塊かたまりの総主教であっても、ひれ伏すしかない権威なのだ。教会から破門されては、死んだ後にイノ・モルタの神の手に還かえれない。地の底に引きずり込まれ、永遠の闇やみに苦しむことになる。聖典にはそう書いてある。そのおそれが、人々を信仰に縛しばりつけている。

　それを笠かさに着て横暴な振る舞いをする総主教に、クリスもだんだんと腹が立ってきた。

「わかりました。あたくしの方から猊下に、考え直してくださるようにとお願いしてみますわ」

「おお。ありがたい」

　全員が顔を輝かせ、フランチェスカに向かって騎士の立礼をする。

「さすがフランチェスカ殿」

「プリンキノポリを救った聖女のご諫かん言げんなれば、猊下も聞いてくださる」

「ではあたくしは聖堂に戻りますわ。猊げい下かもまだいらっしゃるはずです」

「我らもお供いたしますぞ」と、騎士たちがフランチェスカに歩み寄る。

「いいえ。あたくしだけでまいります。みなさまからの不満をあたくしが伝える、という形ではなく、あくまでもあたくしが気づいたこと、という体てい裁さいでお伝えした方が、猊下はお聞き入れくださると思いますの」

「む……たしかに」

「お願いいたします」

　フランチェスカはうなずき、騎士たちの間を抜けて、元来た道を歩き出す。もちろんクリスも、ミネルヴァやパオラもついていこうとした。しかし──

「あたくしひとりで行くと言ったでしょう」

「ど──どうして」ミネルヴァが目を丸くして訊たずねる。

　フランチェスカは踵きびすを返し、ミネルヴァとクリスをいきなり両腕で抱き寄せ、二人の頭の間に顔を突っ込むようにして囁ささやいた。

「これから猊下に色仕掛けするのよ。あなたたちがついてきたら止めるでしょう？」

「なッ」

　ミネルヴァが頰ほおを染め、なにか言い返そうとしたとき、フランチェスカはぱっと身を離して、ミネルヴァの胸にとんと人差し指を突き立てた。

「宿舎で待っていなさい。命令よ」

　クリスはなにも言えなかった。肩を震ふるわせるミネルヴァの隣で、雑ざつ踏とうの中を歩み去っていく蜂はち蜜みつ色の髪の背中を見送ることしかできなかった。

「フランさま……」

　すぐ脇わきでパオラがつぶやく。

「いつの間に、あいつ──」

　ミネルヴァがこらえきれずに吐き出す。

「ああやって、みんなひとりで抱かかえ込むようになったんだ。なんで、もっと。もっと、わたしに……」

　──ミネルヴァに……なにができる？

　──ぼくにだって、なにもできない。

　──フランチェスカのいる場所は、高すぎるから。

　クリスは寒さむ気けを覚えた。フランチェスカの後ろ姿が人ひと混ごみに吞のまれる。背後で、騎士団長たちの交かわす声が聞こえる。

「フランチェスカ殿が教会から全権を委任されていればな……」

「ああ。あの方のもとでなら、公国の枠わくを超えて集つどうという者も多かろう」

「俺おれだって本音はそうだ。貴き卿けいもそうではないのか」

「しかしな、あの方、まだ少女といってよい身だ。色々と難しい」

「諸しよ侯こうも将軍らも頭が固いからな……」

「あの方の他ほかに、聖せい王おう国こくと渡り合える将の器うつわは東国のどこを捜してもおるまいに」

　聞いていると、ミネルヴァの漆しつ黒こくの瞳ひとみがどんどん曇くもっていくのがわかった。手を伸ばしても、大声で呼びかけても、もうフランチェスカに届かない。そんな気がした。





　　






　聖都サンチユリオから河を隔へだてた、平たい丘陵にそびえる灰色の威い容よう──王国の最後の盾たて、ハドリアヌス城じよう砦さい。王城の《鋼はがねの宮》に匹ひつ敵てきする巨大さの本営舎に、その日、飛竜の紋章の大旗が三棹さおも掲かかげられていた。

　将軍職が三人、城砦内に集つどっているというしるしである。

「お待ちください！　閣下はただいま軍議中で──」

　本営最上階の廊下に、衛兵の悲痛な声が響く。カーラは、視線だけでそれを黙らせると、引き留めようとした腕を振り払ってまた大おお股またで歩き出した。

　やがて、飛竜紋が一面に描かれた両開きの扉に突き当たる。門もん衛えいはカーラの形ぎよう相そうを見て顔を引きつらせ、固まってしまった。

　扉を開く。

　地形図卓を囲んでいた、軍装の三人が一いつ斉せいにカーラを振り返る。それぞれのタバードにも飛竜が踊っている。カーラに視線で一ひと薙なぎされ、三人ともが表情をこわばらせる。鎮ちん守じゆ将軍、そして東西の副将軍。いずれも、薔ば薇ら章しよう評議会で二度も顔を合わせた者たちだ。

「これは、王宮指南役どの」

　上座の、口くち髭ひげをたくわえた鎮守将軍が渋じゆう面めんのまま言う。

「ここハドリアヌスへの立ち入りは許可されてはおらぬはず。全軍師範とはいえ勝手をなさっては困る。軍法会議ものだ」

　最初に予定されていた薔薇章評議会でカーラに一撃でのされてしまったことをまだ根に持っているのか、鎮守将軍の声はとげとげしかった。

「衛兵、今すぐこの女を監かん房ぼうにぶちこ──」

「アルビレオスの許可はもらっている」

　カーラは懐ふところから取り出した大将軍印を見せた。三人はあんぐりと口を開けたまま固まってしまう。少し、愉ゆ快かいな気分だった。地形図卓に歩み寄り、だんと両手をつく。

　卓の上に展開されているのは、エパベラ周辺の連合公国軍七万、それとにらみあうサンカリヨン占領軍四万だ。七公国連合が占領軍の目と鼻の先で戦勝祝典を行うという挑発的な事態が発生したため、現在この三人の将軍が対処しているのだ。

「実は、卿けいらに頼みがあってきた」

　そうカーラが言うと、今度は将軍たちは縮ちぢみあがった。

「た、頼みだと？」

　鎮守将軍の声は上ずっている。

「そうだ。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言う。次の薔ば薇ら章しよう評議会で、ジュリオを擁よう護ごする側に回ってほしい。あたしはあいつの潔白を勝ち取って守護騎士に戻したい」

「な──」

　副将軍が二人そろってうめき声を重ねた。カーラはじっくりとねめつけ、その反応を愉たのしむ。

「な、なぜ」

　鎮ちん守じゆ将軍は、かろうじて言葉を発することができた。

「なぜそこまで弟子にこだわる。三大たい公こう家けの者を殺害したのだぞ。潔白だと？　無理だ」

「ただでやれ、とは言わない」

「取引をするとでも言うのか。なにごとも力ずくであたってきたおまえが？」

「そうだ。あたしだって、世の中が一から十まで力ずくで片付くとは思ってないぞ？」

　カーラはにんまりと笑って将軍たちの顔をまた見渡す。

「一から九と九く分ぶ九く厘りんまでは力ずくで片付けるけどな」

「き、きさまっ、いったいなにが言いたい！　なにをしに乗り込んできた！」

　鎮守将軍が顔を紅こう潮ちようさせてわめく。カーラは笑って手を振り、それから卓の地形図上のエパベラに手のひらを押しつけた。

「卿けいらの作戦に協力する。それが交換条件だと言っているんだ」

「きさまが作戦協力だと？　どれほど腕が立とうと、一いつ介かいの剣士ふぜいがなにを」

「フランチェスカ・ダ・ザカリアに兵法を教えたのはあたしだ」

　今度の衝しよう撃げきは、将軍三人から言葉を根こそぎ奪ってしまった。ただ、ぱくぱくと口を動かし、カーラの顔と地形図のエパベラとを見比べるだけだ。

「さて、あたしが入手している情報はこうだ。フランチェスカ・ダ・ザカリアは、自分の騎士団をエパベラに連れてきていない。戦勝祝典は開催地も含めて自分で発案した。これはたしかだな？」

　将軍たちは、戸と惑まどいながらもうなずいた。

「……その情報は、我々も入手している。それがなんだと」

「それじゃあ──」

　カーラの手がすうっと持ち上がり、振り下ろされ、地形図のある一点にその指が突き立てられた。

「ここだ」

　しばらく、将軍たちはなにも答えられなかった。ただ目を剝むいて、カーラの指先を凝ぎよう視ししていただけだった。

「……な、なんのことだ？」

　ようやく鎮守将軍がうめく。

「ここでフランチェスカが殺やれる、と言っているんだ」

「なにを」

「あたしが教えた、と言っただろう？　あいつの考えは手に取るようにわかるよ。あいつのほんとうの狙ねらいは──」

　続くカーラの言葉に、将軍たちは息を吞のんだ。





　　






　フランチェスカが宿舎に戻ってきたのは、夜や半はん過ぎだった。

　ザカリアからの一行は人数が少なかったので、エパベラの街中にある小さな宿がまるまるひとつ割り当てられた。ザカリア公こう爵しやくと公女に個室がひとつずつ、近衛このえ用に二部屋、侍じ従じゆうたちのためにもう一部屋。町外の天幕で窮きゆう屈くつな思いをしている他公国の兵たちを思えば破格の待たい遇ぐうだった。

　戦勝祝典を三日後に控え、目抜き通りは真夜中でも明かりと人々の声が絶えず、ミネルヴァとクリスは、宿の二階の窓からそんな浮かれた街を見つめながら、押し黙ってフランチェスカの帰りを待っていたのだ。

「遅くなって悪かったわ」

「フランっ」

　ミネルヴァは、扉が開くなり、フランチェスカに駆かけ寄よっていた。昼間とはちがう夜や会かい用のドレスに着替えていたので、ぎょっとする。クリスはあらぬことを想像してしまう。着替えなければいけないようなことを、総そう主しゆ教きようにされたのではないか。

「おまえ、服、それ、ど、どうして」

　あわてるミネルヴァを押しのけてフランチェスカは部屋に入ってくる。

「心配しているようなことはなかったわよ」

　それからクリスに、ぞっとするほど艶つやっぽい笑みを向ける。

「あたくしの大切なものは、いつか戦場で巡めぐり逢あう、だれよりも強く美しい方のために守り通すのだから、ね」

　クリスは赤くなり、胸元が大きく開いたフランチェスカのドレス姿から目をそむけてしまう。

「猊げい下かとは夜会をいくつもご一緒しただけ。色んなところを触られたけれど、どうってことないわ」

　ミネルヴァとクリスの、安あん堵どのため息が重なる。

「パオラはもう寝ているの？」

「……うん。あいつ、昼からずっと宿営地で、調整役として走り回ってたから。くたくたに疲れてた」

「ニコロは？」

　ミネルヴァの顔は少しだけ曇くもる。

「ニコロ、戻ってきてないんだ。もうこんな時間なのに。日暮れに、なんにも言わずに出てって、それっきり」

「どこかで飲み歩いているのではなくて？　まあいいわ。あなたたち二人にだけ話すことですもの」

　クリスは窓を閉めた。フランチェスカの目に、不意に切実そうな鋭い光が戻ってきていたからだった。ランタンを囲んで、三人は机のそれぞれの椅い子すに腰を下ろす。

「なんでわたしとクリスだけに、なんだ」

　ミネルヴァが訊たずねたが、フランチェスカはそれを受け流してクリスに向き直った。

「……あと三日で、新月よ。どう？　烙らく印いんは」

「え？　あ、ああ」

　いきなり訊きかれ、逡しゆん巡じゆんし、なにか答えようとしたクリスは、ふと気づく。

　プリンキノポリの激戦から、ちょうど一ヶ月。

　──祝典の日取りも、フランチェスカが決めた。

　──新月に……ぼくの、この獣けものが最大限に目覚める日に、合わせたのか？

　ぞくり、という背中の寒さむ気けが、手のひらに、そして額ひたいにまで伝わる。クリスは十本の指を端から順番に折りたたみ、そこにある自分の温かみと冷たさとを確かめる。

「強まってる」

　静かに、けれどくっきりした声で答える。

「わかるんだ。呼ぶ声も、頻ひん繁ぱんに聞こえるようになった。それに」

「それに、新しい力が発されている？」

　クリスははっとしてフランチェスカの顔を見つめ返した。ミネルヴァが息を吞のむのもかすかに聞こえた。

　もう、フランチェスカは笑っていない。

　それどころか、まるで泣き崩れる寸前で凍死したような顔。

「今まで黙っていたけれど」フランチェスカが冷えきった声で告げる。「プリンキノポリでの戦いくさの後で、司教補マルマテオ師に、もう一度調べてもらったの。あなたの獣と、それから釘くぎのこと」

「……釘？」

　クリスは訊ね返す。

「ええ。地の底に獣をつなぎとめるため、神々が打ち込み、力を奪った、その釘。もう、あなたは二つも壊こわした」

　壊した。フランチェスカの言葉が、クリスの記憶をなぞる。

　コルネリウス。デュロニウス。兄と父の、死に顔。明めい滅めつし、やがて消える刻印の火。

「だから、あなたはあの二人が持っていた力を、もう取り戻しているはずなのよ。それは本来、あなたの獣の力だったの」

　クリスは慄りつ然ぜんとする。

　──なにを。

　──フランチェスカはなにを言っている？

　──なぜそんなことを。それが今、どうつながるんだ？　獣けものの力？

　──ぼくが、取り戻しているって？

　恐きよう慌こうの力。そして人を傀かい儡らいにする力。堕だ神しんたちが、冥めい王おうから奪った力。クリスは全身の血に鉄の削けずり屑くずが練り込まれたまま駆かけめぐるような悪お寒かんを味わう。

「フラン、おまえ、それが、なんで」

「これから、あなたたちにしてもらうことを、話すわ」

　ミネルヴァのうわごとめいた問いを、フランチェスカはぴしゃりと遮さえぎった。

　続く言葉が、すべての熱を奪い去る。




「──総そう主しゆ教きよう猊げい下かを殺すの」





８　祝典







　空が白みかけた頃ころから、街中で鈴が鳴らされはじめた。素焼きのもの。銅のもの。房にいくつも連ねたもの。金銀のもの。夜明けを乱暴に剝はぎ取とることなく、静かな律りつ動どうを保って打ち鳴らされる澄んだ音が、エパベラの空を覆おおっていく。

　やがて、朝が訪れる。

　街の中心に位置する教会の聖堂を取り囲み、七公国の紋をつなげた長大な連れん旗きを手にした装飾鎧よろい姿の騎士たちが厳おごそかな声で軍神ベローナへの讃さん歌かを捧ささげる。

　諸しよ侯こうの輿こしが目抜き通りを抜けて次々と聖堂に入っていく。この段に至って、町民たちはついに遠慮も荘そう厳ごんな雰囲気もかなぐり捨て、通りに押しかけ、鈴を乱暴に打ち鳴らし、手旗を振り回して歓声をあげた。

　千名を超える軍楽隊が喇らつ叭ぱと太鼓で祝祭のはじまりを告げる。

　総主教をはじめ、プリンキノポリから出てきた神職の者たちは、最上の典礼服をまとって聖堂正面奥の祭壇前で参列者を待っていた。総主教は、教会の全権の証あかしである純白の三さん重じゆう冠かんを戴いただいている。胸にさげられた、瑠る璃りでできた奇妙な形の短剣は、冠とともに代々の総主教に受け継つがれ、主しゆ宰さい神しんイノ・モルタが生命の糸巻きの糸を断たち切るのに用いたと伝承に記された、大教会の至宝である。

　その隣に立つのは、戦いくさ女神を模した華か麗れいな鎧よろいを身につけた、黄金の髪の聖女。

　聖堂内に渦巻く聖輪唱は、明らかにフランチェスカに向けられた賛美だった。だれも総そう主しゆ教きようなど見ていないのではないか、とさえ思えた。

　ミネルヴァもまた、壇上の端に控えることを許されていた。うまいことに、いつものあの翼状の衣ころもは、上からストールを二重に巻きつけると巫み女この装しよう束ぞくにそっくりになる。さすがに武器は持てないので、不安はやはり抑おさえきれず、ちらとフランチェスカの青ざめた横顔を見やる。

　あの夜の、悲痛な命令から始まる、この三日間が胸を駆かけめぐる。

　総主教を、殺す。

（今は、感情を押おし潰つぶせ）

（作戦のことだけを考えろ）

　この聖堂からの脱出路。祭壇の左奥にある司祭室に、ミネルヴァの大剣が置かれている。半地下の酒蔵をくぐって外につながっている。馬も用意してある。

　ここ二日間、クリスと何度も街の外に出て、通り道を確かめた。

　それでも胸がざわついてしかたがない。悪い予感だけが全身にしみていく。

（これまでの戦いとは、なにもかもがかけ離れている）

　騎士団は一人もおらず、近衛このえもばらばらになってしまった。ジルベルトがいないだけではない。ニコロもエパベラに来てすぐに消えてしまい、けっきょく祝典当日にも戻ってこなかったのだ。

　なによりも不安なのは、フランチェスカが、いない二人のことをまったく気にかけていないようなそぶりを見せることだ。

（こんなばらばらな状態で、それでも、戦わなくちゃいけない）

　フランチェスカの示した道が、どうしようもなく正しい最短距離であると、ミネルヴァにはわかる。

（フランチェスカはいつか、わたしやクリスさえも、切り捨てるだろうか）

（そうしなければいけないときに、あの冷ややかな顔で、ためらわずに）

　聖堂に詰めた騎士たちのざわめきが大きくなる。最後の一団、ザカリア公こう爵しやくとその侍じ従じゆうたちが入場し、外で軍楽が止やんだからだ。

（苦しくないのか、フラン）

　もう一度、ミネルヴァはフランチェスカの顔を見やる。

（こんな戦いを続けていて、おまえは、苦しくないのか）

　聖堂の高みで鐘が打ち鳴らされた。

　総主教が一歩前に踏み出る。最前列に居並ぶ、ザカリア、ラボラジア、ザッパニア、キセルキニア、ケルマニア、コモンドール、それぞれの公爵たち。背後に付き従う、将軍や騎士団長。そして各隊を代表して参列した隊長格の兵たち。

　数百の手が一いつ斉せいに高く差し上げられる。

「神々の栄光を！」

「神々の御み縄なわの結び手たる総そう主しゆ教きよう猊げい下かに栄光を！」

「栄光を！」「栄光を！」

　総主教は厳おごそかに手を挙あげてそれに応こたえ、聖堂内を静まらせる。一度背を向けて奥の祭壇へ一段二段とのぼって近づき、またこちらを向く。

　法ほう衣えの腹を揺すって堂内を見回すと、総主教は口を開いた。

「慈悲深きイノ・モルタの光あまねく照らす全地より、よくぞ集つどった。長きにわたって異教徒に蹂じゆう躙りんされてきた我らが聖地プリンキノポリが、こたび、信仰の徒の手に還かえった。みなよくぞ教会のために戦い抜いてくれた」

　おまえのためじゃない。ミネルヴァは胸中でひとりごちる。

　クリスも、今はこの聖堂のどこかで、この祝辞を聞いている。いずれ訪れる、その瞬間のために。

（早くきてくれ。あるいは、永遠にこないでくれ）

　相反する思いに、ミネルヴァは引き裂さかれそうになる。

「我が手をもって神々の祝福をそなたらに伝え、広く民たみと喜びを分かち合い、信仰と結束をいっそう強固なものにするため、この日この地に祭壇を設けた。ともに讃たたえようぞ」

　歓声が沸わき起こる。ミネルヴァの耳がじくじくと痛む。もう、フランチェスカの顔を見ることもできない。どんな思いでこれを聞いているのだろう。

　ひとしきり堂内が静まったところで、総主教が再び口を開く。

「みなも知っての通り、この勝利は一人の英雄の力によるところが非常に大きい。わずか一千の手勢で大教会を占拠していた不ふ逞ていの輩やからを殲せん滅めつし、迫る三万を撃げき退たいしてのけた、まさに軍神ベローナの化け身しんとも呼ぶべき猛将ぞ」

　ざわめきが浮き立ち、熱い視線が金色の髪に集まる。

「このめでたき席を借りて、我が教会は、神々の権威をもって──ザカリア公女フランチェスカを列れつ聖せいすることを決定した」

　聖堂内がどよめいた。

　列聖。すなわち、教会から正式に聖女として認められたのだ。生前に列聖されることすらまれであるのに、成人してもいない少女が聖冠を受けるなど、空前にして間違いなく絶後だろう。

「聖女どの！」

「戦いくさ女神ベローナの聖女、フランチェスカどの！」

「すべての軍神の栄光あれ！」

「栄光あれ！」

　渦巻く祝福の声の中、フランチェスカが参列者に微笑ほほえみを返し、それから総主教の前に出てひざまずく。

　ミネルヴァは唇を嚙かみしめ、祭壇に身体からだを向ける。見届けなければいけない。機を逸いつしてはならない。いよいよ、そのときなのだから。

　総そう主しゆ教きようが淫いん猥わいな目つきでフランチェスカの鎧よろい姿をねめ回し、誓句を吟ぎんじる。

「汝なんじ、天堂の妙たえなる輪転のもと、信仰篤あつく、誇り高く、浄きよく、忠実であれ」

　歓呼の声が高まる。総主教が壇から下り、深く頭を垂たれたフランチェスカに一歩、また一歩、近づく。かがみ込み、祝福の接せつ吻ぷんを与えようとした、そのときだった。

　鮮あざやかな赤が散り、フランチェスカの輝く鎧を、黄金の髪を汚す。

　聖堂を埋うめ尽くす歓声に亀き裂れつが走ったような気がした。ミネルヴァの身体はほとんど無意識に動いていた。総主教の巨大がぐらり、と揺らぐ。最初の悲鳴は、そばに侍はべっていた巫み女このものだ。次の瞬間、床に大量の血がぶちまけられた。

　総主教の腹部が、赤黒く濡ぬれている。法ほう衣えが破れ、分厚い肉に穿うがたれた大穴から血がほとばしる。血ち溜だまりに、白い三さん重じゆう冠かんが落ちて甲かん高だかく鳴く。

　フランチェスカとミネルヴァは、ほとんど同時に総主教の身体を支えていた。

「猊げい下か！　猊下！」

　耳元でフランチェスカの声。背後から怒ど号ごうにも似た人々の声が迫る。諸しよ侯こうや将軍たちが壇上に駈かけあがってきてミネルヴァたちを取り囲んだのだ。

「な、な、な」「なにがあったッ」「猊下、猊下しっかりなさってください！」

　フランチェスカの腕の中で、総主教はごぶごぶと血を吐き、虚うつろな目を転ころがしている。












「だれがやった」「どうやって」「聖堂の出口をすべてふさげ！」「そなたら、なにか見なかったのか」「医者、医者を！」「傷をふさげ」「いけません、これほどの傷では」

　上ずった声が飛び交かう中、総そう主しゆ教きようの両手が震ふるえながら持ち上がり、鎖くさりで胸に下げられた青い瑠る璃りの短剣をはずした。

「猊げい下か」「な、なにを──」

　集まった者たちが目を剝むき息を吞のむ中、総主教の手は、フランチェスカの首に回される。聖女の胸に短剣がおさまったところで、総主教の手はだらりと力を失って落ちた。

「猊下！」「お気をたしかに、いま医者を！」

　声が飛び交う。しかし、諸しよ侯こうや将軍の目は、フランチェスカに受け渡された宝剣に自然と集まる。

「猊下、猊下」

　フランチェスカは総主教の口元の血を指でぬぐいながら、すがるような声で呼びかけ続ける。

「猊下、目をお開けください、これはいったいどういう意味です、いけません、猊下」

　聖女の目には涙さえある。隣でミネルヴァは背骨がねじきれそうなほどの悪お寒かんと戦せん慄りつを味わう。

（これが──フランの戦いなんだ）

　目を閉じてはいけない。自らの血の中に溺おぼれ、死にかけた肥満体の老人を見つめる。

　ぶよぶよとしたまぶたが、最後にもう一度だけ、かっと見開かれた。

「猊下！」弾はずんだ声がいくつか重なる。

「……おのれ」

　総主教がうめいた。声の間に血の泡あわ立つ音。

「おのれ！　ゆるさぬ、ゆるさぬ……」

　総主教の腕が、まるで上から糸で吊つられているかのようにびんと強く持ち上がった。その指先が、ミネルヴァの肩越しに聖堂の壁の高みを指さし──直後に崩れ落ちた。

　いくつもの視線がそこに集まる。

　聖歌隊のための桟さ敷じき席だ。今はそこに聖歌隊の姿などなく、かわりに黒い人影が立ち上がるのが見えた。

「やつかッ」将軍の一人が叫んだ。「捕らえよ！」

　人影は背後のステンドグラスを蹴け破やぶって聖堂の外に飛び出す。その致命的な音が聖堂内の混乱を切り裂さく。

「追うわ！　動かせる騎馬隊を至急、外に回して！」

　フランチェスカは手近にいたラボラジアの騎士団長にそう怒ど鳴なり、踵きびすを返して走り出す。ミネルヴァはそれよりも速く動いていた。二人はそろって壇を飛び降りて司祭室に駆かけ込む。奥の小さな戸を蹴り開き、暗く黴かび臭くさい大おお樽だるの間を走りながらストールを脱ぎ捨てる。樽たるの陰に隠してあった大剣を引き抜き背中に担かつぐ。暗くら闇やみのせいで、隣を走るフランチェスカの顔は見えなかった。

　奥の戸を押し開き、二人は外に飛び出した。陽ひの光と、群衆の怯おびえ戸と惑まどう声が襲ってくる。教会を囲む広場に押し寄せていた町民たちにも、堂内の惨事が伝わったのだろう。

「総そう主しゆ教きようさまが」「馬ば鹿かな、ほんとに殺されたのか」「うそだ」

「だれに」「王国軍だ、やつらが」「くそ！」

　うろたえている町民たちのうちの何人かが二人に気づいた。

「聖女さま──」「ど、どうして」

　フランチェスカはそれを一いつ顧こだにせず、立ち木につないであった二頭の馬の片方に飛び乗る。ミネルヴァもそれに続き、拍車で馬の腹を蹴けった。群衆が悲鳴をあげて方々に散り道をあける。

　握にぎった手た綱づながぐんと沈み込み、二頭が走り出す。その先の街がい路ろを逃げていく一騎の黒い背中が見えた。

　背後からも、多くの蹄てい音おんが迫ってくるのが聞こえた。おそらく追つい撃げきの騎馬隊だ。

「フランチェスカどの！」

「危のうございます、我らが追います！」

　ラボラジア騎士たちの声が背中にぶつけられる。

「先導するわ、絶対に逃がさない！」

　フランチェスカは、総主教の血で汚れたままの手を振り上げて叫ぶ。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんを置いてきた理由が、まさにこれだ。ミネルヴァは馬の背にしがみつき、フランチェスカのあまりに冷れい徹てつな決断を思って身を震ふるわせる。

　暗殺者を追撃し、砦とりでごと殲せん滅めつする──それをすべて自らの手勢で行ったとすれば、この恐るべき自作自演劇がどこかで疑われ、ほころびるかもしれない。だからフランチェスカは幾多の戦場をともにくぐり抜けてきた精せい鋭えいたちを、ためらいなく母国に残してきた。

（追いつかれるなよ、頼む、逃げ切ってくれ）

　ミネルヴァは祈りながら手綱をしごき、ずっと前を駆かける暗殺者の──クリスの背中を見み据すえた。





　　






「──はい。たしかにジュリオ殿が、デュロニウス将軍と斬きり合っているところを見ました。あの《塩撒まき》とかいう女と協力して戦っていたように……はい。見えました」

　証人として呼ばれた兵の声が、議事堂の張りつめた空気に響く。ジュリオは証言台の脇わきの被告人席で、二人の廷てい吏りに挟はさまれて座っている。かなりやつれているのがわかる。

　聖都サンチユリオ王城、《鋼はがねの宮》の最上階。

　二度目の薔ば薇ら章しよう評議会は、王おう配はい候こうルキウスの提案によって証人が呼ばれることになった。前回のジュリオの発言の真しん偽ぎを、王配候がたいそう気にかけたせいである。

（無理もない。あのような話をいきなり持ち出されてはな）

　評議長の隣の席に座っている大将軍アルビレオスは、ちらとルキウスの顔をうかがう。と、王おう配はい候こうは身を乗り出して証人に訊たずねた。

「ジュリオがデュロニウスに腕を斬きり落とされた──とは、まことか。見たか？」

「は？　いや。ええ。しかしあれは、その、そのようなことがあるわけが……」

「見たかどうかを問うているのだ」

　証人は萎い縮しゆくしながらもそもそと答える。その間、ジュリオは凛りんと青ざめた顔で、証言台の手すりをじっと見つめていた。

「これだけの証しよう左さがあるのだ。議長、もはや詮せん議ぎの必要はないでしょう」

「さよう。評決に入りましょう。死罪以外あり得ぬ」

　剣けん審しん院いんの高官たちが唾つばを飛ばして言う。

「私も異論はないが」ルキウスがにたりと歯を剝むいて言う。「罪人は王おう太たい伯はく陛へい下かの直属。処刑も我ら大たい公こう家けの手で行うことになろうな」

　それを聞いてアルビレオスはぞくりとしたものを背に感じた。

（ルキウス……なにが目的だ？）

（ジュリオの身柄が目当てで有罪にもっていこうとしているのか）

　評決に流れかけた議事堂の空気に抗あらがうようにアルビレオスは立ち上がる。

「お待ちください。王宮指南役がまだ出席しておりません」

　全員の疎うとましげな視線が、カンナヴァーロ長官の左隣の空席に集まる。

「評決ともなれば、出席を待たねば」

「どうせどこぞを遊び歩いているのでござろう」

「そうだ。待つ必要はない」

「次の薔ば薇ら章しよう評議会にかけてやりたいくらいよ」

「しかしあれも評議員なのは事実だ。勝手に規定は曲げられぬ」

　アルビレオスは強弁する。ここで評決に持ち込まれたら絶望的だ。

（剣審院は軍部外の組織。大将軍の権威すら通用しない）

（やつらが屈するとしたら、ただひとつ……）

「あの女、なにをしておるのです」

　隣の鎮ちん守じゆ将軍が耳打ちしてきた。

「我らに取引を持ちかけてきておきながら、自分は姿を見せぬとは。ふざけている」

「わからん」とアルビレオスはいらだたしげに吐き捨てる。

　鎮守将軍はさらに声をひそめた。

「それに、あの女の考え。閣下はどう思われます。一応、布陣に影響のない範囲で兵は回しましたが、しかしいくらザカリアの女め狐ぎつねとはいえ、あんな策さく謀ぼうを巡めぐらせるものなのか。まことだとしたら、女狐も、それを読むあの女も、化け物じみている。信じられぬ」

　囁ささやく声を押おし潰つぶすように、剣審院の高官たちがわめく。

「──詮せん議ぎ打ち切りを！」「評決に移りましょうぞ！」

　アルビレオスはその声をしばらく頭から閉め出し、エパベラに思いを巡めぐらせる。もう昼が近い。今いま頃ごろは戦勝祝典の行進が終わり、主おも立だった者たちが聖堂に入場している頃だろう。ならば、今この瞬間にも──





　　






　クリスの駆かる馬の眼前で、灌かん木ぼくが開けた。岩くれや凹凸の多い、ひどく足場の悪い荒れ地が広がり、その向こうにぽつんと小さな建造物の影が見える。砦とりでだ。

　馬の腹を蹴ける。厳きびしい陽ひ射ざしと砂混じりの風が目に痛い。頰ほおが焼けそうなほど火ほ照てっていたが、口もとを覆おおう黒い布をここで外すわけにはいかない。

　──追いつかれたらおしまいだ。

　──もっと、もっと速く。

　手た綱づなを握にぎった手にじくじくと痛みがのたくっている。

　エパベラの街からここまでの道のり、そしてあの小さな砦を、この二日間何度も調べ尽くした。聖せい王おう国こく軍の百人隊ひとつきりが駐ちゆう屯とんする、放棄されかけた拠点だ。サンカリヨンからも街道からも離れすぎていて、戦術上の意味がほとんどない。

　だから、フランチェスカはそこに目をつけた。

『猊げい下かを殺したら、あなたはこの砦まで逃げて。王国軍兵が百人ほど詰めているけれど、必ず砦の中に入って。危険な任務よ。できる？』

　クリスはうなずいた。その先は言われなくても、フランチェスカの意図するところが吞のみ込こめた。同時に、その作戦の危険さ、大胆さ、いびつさに慄りつ然ぜんとする。

　フランチェスカが編み上げたのは、偽いつわりの悲劇だ。

　王国軍から放たれた刺客が祝典のさなかに総そう主しゆ教きようを殺して、自軍の砦に逃げ戻る。忠義の聖女フランチェスカが自ら手綱をとってそれを追つい撃げきし、砦ごと撃滅して見事に仇あだ討うちを果たす。

　そんな、茶番。

　七公国連合の結束を阻はばむ病びよう巣そうたる総主教を排除し、フランチェスカがその実権を握るための、残酷な自演劇。

　ちらと背後を見やる。灌木の林から、最初の二騎が飛び出してくるのが見える。馬上に赤と金の髪が躍おどる。ミネルヴァとフランチェスカだ。やや遅れて、その後ろからさらに数十の騎馬が現れる。おそらくはラボラジア騎士の追撃隊だ。

　あの連中に気け取どられてはいけない。総主教を殺したのがクリスだということ。

　──殺した。

　死人の声がクリスの耳の中でこだまする。

　──殺した。我らが王が、殺した。

　──我ら死せる者の王が、ついにその御お力ちからで、貪むさぼった。

　握にぎった手た綱づながぬめった。見ると、手に巻きつけた黒い布が焼け焦こげて、肌が剝むき出だしになっている。そこに刻まれた烙らく印いんは青くぎらつき、血を染み出させ、蠢うごめいている。獣けものの烙印の上に、ぼんやりともうひとつのしるしが浮かび上がっているのだ、と気づいた。かつて、コルネリウスの手にあった、イアコスの神の刻印だ。

　手も触れずに総そう主しゆ教きようの臓ぞう腑ふをえぐり、さらには死に瀕ひんしたその身体からだを操って、茶番の最初の一幕を演じさせた。みな、獣が取り戻したこの異い形ぎようの力によって、だ。

　フランチェスカにもわかっているはずだった。クリスが、増大し続ける冥めい王おうの存在に吞のみ込こまれようとしていること。

　それでも、命じた。

『あたくしの勝利のために、その力を使いなさい』

　偽いつわりの聖女の青い眼は、あのとき深い悲しみに濡ぬれていた。

『なんでそんな、無む茶ちやだ！』ミネルヴァは嚙かみついた。『もっとましな策があるだろう、なんでフランがそんなばかみたいに危険なこと』

『無む謀ぼうで危険でなくてはいけないの』

　フランチェスカは皮肉めいた笑みを浮かべて自じ嘲ちよう気味に答えた。

『あのザカリアの女め狐ぎつねが、敬愛する総主教猊げい下かの死を目の前にして怒いかりに燃え、我を忘れ、危険をかえりみずに自らの手で報復した。そういう筋書きが、必要なのよ』

　だからその無謀を埋うめるために、あなたたち二人のその異形の力を、使うわ。

　フランチェスカはそう命じたのだ。ミネルヴァもクリスも、なにも言えなかった。

　──いいだろう、フランチェスカがこの荒れ野を行くときめたなら。

　──いくらでも使ってやる。ぼくだってもう、獣から目を背そむけないときめたんだ。

　クリスは歯を食いしばる。手綱を握った手の皮膚に、赤黒い斑まだら模様が広がっていくのがわかる。泥沼に手を差し入れたかのように感触が消えていく。デュロニウスに責せめ苛さいなまれたときと同じだ。クリスの身体は再び獣に蝕むしばまれようとしている。

　──情けない。力を使って一人殺したくらいで。

　──これから先、もっと殺すんだ。これくらいのことで。

　けれどクリスにも、どう耐えればいいのか、どう戦えばいいのかわからない。自らの中にいる得え体たいの知れない存在を敵に回して、なにができるのか。

　そのとき、クリスははっとして我に返り、手綱をしぼって馬を減速させた。

　とっさにそうしてしまった原因はすぐにはわからなかった。戦いくさ人びとの勘かんだ。鋼はがねのにおい、血のにおい、蹄ひづめの音、弓ゆ弦づるの張る気配──

　背後で無数の馬のいななきが聞こえた。馬上で振り向き、愕がく然ぜんとする。

「ザカリアの女狐だッ」

「あの金髪女だ」

「狙ねらえ！」

「後続と分断しろ！」

　いくつも吹きつける声と、無数の矢が空くうを裂さく音。それらを踏ふみ潰つぶすほどに左右から迫る大勢の蹄ひづめの音や足音。

　──そんな、どこから……どこからこんな。

　クリスはすさまじいめまいを覚え、鞍くらから転ころげ落ちそうになるのをこらえた。







　フランチェスカもまた、驚きよう愕がくに打ちのめされていた。左右の灌かん木ぼくの林から紫の旗を掲かかげた大部隊が突然現れ、矢と怒ど号ごうを浴びせてきたのだ。

（そんな馬ば鹿かな。千人──いや、もっと？）

（この近辺にこれほどの兵力はなかったはず）

　すぐ後方からついてきていたラボラジアの騎馬隊との間に、くさび隊形の王国軍兵たちがなだれ込んで分断する。

「射うてェッ」

　号令と共に矢が再び降り注ぐ。フランチェスカの騎馬が首に矢を受け、暴れてフランチェスカを投げ出す。地面に叩たたきつけられ、起き上がろうとした右腕に矢が突き刺さった。

「く──ぁッ」

　さらに太ももにも矢を受け、フランチェスカは土の上に転がる。

「フランッ」

　ミネルヴァもまた馬を捨ててフランチェスカのそばに飛び降り、大剣の腹で矢の雨を防ごうとする。そのとき、砦とりでからもぞくぞくと騎馬や歩兵が吐き出され、隊列を組んでこちらに向かってくるのが見えた。フランチェスカの視界は闇やみに覆おおわれかける。

（読まれていた──）

　鉛なまりの塊かたまりのような絶望がフランチェスカの喉のどに押し込まれ、呼吸さえできなくなる。

　作戦が読まれていたのだ。そうとしか考えられない。昨日の夜にも、砦とそこに至るまでの道のりに敵兵力がないことをじゅうぶん確認している。だとすれば今朝、この数千の兵力が補ほ塡てんされ、周辺に潜伏させられたと考えるしかない。しかも、最初から自分と後続の騎馬隊を分断するかまえだった。

　このとき、この場所にやってくる、フランチェスカを狙ねらい澄すまして。

　土と石くれを蹴け散ちらす音が殺到する。

「たしかにザカリアの女め狐ぎつねだ」

「逃がすな、囲め囲め！」

　絶望に両腕がわななく。

（時機も場所も、すべて読まれていた）

　それでも、矜きよう持じが、へたり込みかけていたフランチェスカを地面から引きはがす。土砂崩れのように押し迫る王国軍のただ中で、ミネルヴァの耳元に怒ど鳴なる。

「やつらの狙ねらいはあたくしよ、ミィナはひとりでなら突破できるでしょう！」

　ミネルヴァが目を剝むく。

「なに言ってるんだ、おまえ」

「あたくしを置いていけと言っているの！　この脚あしじゃもう」

「ふざけるなッ」

　ミネルヴァは大剣を地面に突き立てて立ち上がり、フランチェスカの腕をつかむ。

「わたしはおまえの近衛このえなんだぞ、なんでおまえのそばについてると思ってるんだ！」

「そんなこと言っている場合じゃないわ、あなただけでも突破してクリスと──ゃあっ」

　フランチェスカの言葉は押おし潰つぶされた。ミネルヴァが左腕をその腰に回して強引に肩の上に担かつぎあげたからだ。

「ミィナ、な、なにを」

「黙っていろ舌嚙かむぞ」

　ミネルヴァは右手だけで大剣を地面から引き抜いた。次の瞬間、担がれたフランチェスカの身体からだは大きく傾かしぐ。

「──ぉおおおおおおああああッ」

　すさまじい気合いを発しながらミネルヴァは迫る王国軍の一団に飛び込んだ。分厚い鋼はがねの刃やいばが一いつ閃せんし、何人もの兵を叩たたき斬きった。返す一撃で、馬ごと騎士の身体を断たち割り、血しぶきの中に踏み込み、さらに大剣を振るう。












　飛び散る血や鎧よろいの破片や悲鳴や怒ど声せいや折れた矢の降り注ぐ中で、ミネルヴァが嗄かれきった声で叫んだ。

「クリス！　砦とりでだ、砦に向かえ！」







　その声がクリスに届く。馬の首を返してミネルヴァたちのところに戻ろうとしていた、まさにそのときだった。

　──砦に？　なぜ……

　肩越しに見やると、砦から放たれた騎兵隊が逆ぎやく錨いかり隊列で迫ってくるのが見える。包囲殲せん滅めつ隊形だ。あと少しで完全に囲まれる。今なら、今ならまだミネルヴァのいるところに戻れる。けれどすんでのところで手た綱づなを握にぎった手を止める。

　──戻ってどうするんだ。

　焼き切れそうなほどに思考が駆かけめぐる。

　──この囲みを抜けられたとして、逃げ切れるわけがない。

　──ただひとつ、生き残る手があるとすれば、いま手て薄うすになったはずの砦に押し入り、立てこもって、エパベラからの増援を待つしかない。それなら。

　手綱を引いた。馬がいななきながら立ち上がり、土つち埃ぼこりを巻き上げて押し寄せる騎兵隊の正面へと向き直る。その向こうに砦の輪りん郭かくが見える。このわずかな距離が絶望的に遠い。舞い上がる砂さ塵じんを見て、包囲が二重、いや、三重に増えたのがわかる。完かん膚ぷ無きまでに読まれていた。祝典が始まったまさにその機を見て一気に増員されたとしか考えられない。

　──抜けられるのか？　右手が利きかない今のぼくが……

　クリスは拍車を馬の腹に叩たたき込こんだ。走り出す。額ひたいに粘ねばつく汗を風がむしり取る。右手はすでに赤黒く変色して力を失っている。手綱を握った左手の甲に、その獣けものの烙らく印いんの上に、ぼうっと青い光が浮かぶ。

　──フォボスのしるし……

　──おまえも、ぼくの中に戻ってきているのか。

　応こたえるように刻印がはっきりと明めい滅めつする。ここから出せ。解き放て。喰くらわせろ。そう叫ぶ声が耳を突き破りそうなほどにこだまする。押し迫る騎兵隊の血を踏み鳴らす音さえもかき消すほどに。

　──やめろ。じっとしていろ。暴れるな。

　──今おまえを解放したら、ぼくの身体からだが……

　脳裏に、歯を剝むいて嗤わらうデュロニウスの顔が浮かぶ。

　おまえは逃げられない。この呪のろわしい血から。この恐怖から。逃げられない。這はいずり回って、血ち反へ吐どを吐いて、なにひとつ手にしないまま、だれとも巡めぐり逢あわないまま、死ぬ。獣の死に方だ。コルネリウスの言葉が重なる。

　クリスはほとんど感覚のない右手を口に押しあて、歯を立てた。

　──逃げられない、だって？

　死人の幻影を振り払う。

　──逃げるものか。

　──いいだろうフォボス、この血をくれてやる。

　──でも命じるのはぼくだ、おまえの主あるじは、このクリストフォロだ！

　クリスは砦とりでと自身との間に立ちふさがる数千の兵を見み据すえ、左手の刻印と、額ひたいに膨ふくれあがる熱とを、重ね合わせた。その瞬間、からまりあったしるしが青く燃え上がって視界を貪むさぼり、地の底から噴き上げた獣けものの咆ほう吼こうが大地のそこかしこに火口を穿うがった。全身が痙けい攣れんし、クリスは馬上でのけぞる。

「ぁ──ああああアアアアアアアアアアアアアアアアアッ」

　人ならざる声がクリスの喉のどからほとばしった。全身の古傷が開き、血とともにフォボスのどす黒い瘴しよう気きが吐き出される。馬の引きつったいななきがいくつも重なって聞こえた。蹄ひづめの音が乱れ、騎馬が立ち上がって騎士を振り落とす。どろどろの恐怖が溶岩のように走ってあたりの兵たちを瞬またたく間に吞のみ込こむ。

　クリスの両腕が、視界が、腐った血の色に染まっていく。頭の中で声が響いた。

　──我ら、堕おちたり。

　──我ら、穢けがされたり。

　──我ら、繫つなぎ止とめられたり……

　──我ら、待ちいたり！

　──待ちいたり！

「黙れ！」

　クリスは叫んだ。

「おまえたちを永えい劫ごうそこに、ぼくの中に繫ぎ止めてやる！　思い知れ、だれが王なのかをとくと思い知れェッ！」

　斑はん紋もんに覆おおわれていた両腕に、ひととき力が戻る。クリスは自分のものであるはずの腕を引きよせ、背中に回し、太た刀ちを引き抜き、氷の刃やいばを高く高くかざす。

　ここにいる──そう、伝えるために。





　　






　評議長カンナヴァーロが、装飾短剣の柄つかを卓上に叩たたきつけた。その音に、侃かん々かん諤がく々がくだった議事堂は一気に静まり返る。

「もはやあの身勝手な女を待ってはおれぬ。評決に入る」

　剣けん審しん院いんの高官たちは、ふうっと息をついて評議席に座り直した。アルビレオスはまだなにか言いたげに拳こぶしを震ふるわせていたが、カンナヴァーロににらまれ、やはり腰を下ろす。

　廷てい吏りに挟はさまれ、議事堂の最も低い入り口近くに座っていたジュリオは、唇を嚙かみしめてもう一度評議席を見渡す。不ふ機き嫌げんそうな将軍たちの間で、王おう配はい候こうルキウスだけは、石仮面のような顔に不気味な笑みを浮かべている。左翼の剣けん審しん院いんの者たちは安あん堵どの表情だ。

（だめか）

（アルビレオス閣下は手回ししてくれていたみたいだけれど、剣審院は軍の力すら及ばない独立組織だ。このまま評決となったら）

（どうする。死罪となったら）

　握にぎり拳こぶしがわななく。ジュリオの耳に、カンナヴァーロ長官の声が降ってくる。

「剣審院長官ネルビロ・カンナヴァーロの無む垢く薔ば薇ら章しようをもってここに薔薇章評議会を結審とする。神と王冠と御み旗はたの権威において、黒薔薇騎士団はガッツィオ・ジェミニアーニの子ジュリオに死刑を求刑した。この訴えに異議ある者は、薔薇を散らせ」

　アルビレオスが、ためらいなく自分の純白の薔薇章を左胸から外して卓上に置いた。

　その隣で、鎮ちん守じゆ将軍が渋じゆう面めんをつくり、自分の紅べに薔薇章に手をかけ、周囲を確認してためらう。ルキウスは鼻を鳴らして唇を歪ゆがめる。剣審院の者たちも、ちらとカンナヴァーロ長官を見やるだけで、動かない。

　ジュリオは首まで氷の海に沈んだような絶望を味わう。

　被告、ジュリオ・ジェミニアーニ。そう呼ばれ、虚うつろな頭のまま立ち上がる。

　読み上げられる罪ざい状じようと判決とが、壊こわれた笛の音のように耳を通り過ぎていく。

（死罪。騎士の資格さえも剝はく奪だつされて）

　証言台の手すりの下に置かれた、自分の剣と白薔薇章を見やる。

（戻れない。約束したのに。あの方のところに、もう戻れない──）

「ガッツィオ・ジェミニアーニの子ジュリオ。典てん範ぱんの規定により、そなたに最後の慈悲を与える。自らの薔薇章を自らの剣で砕くだけ」

　カンナヴァーロが冷れい徹てつに告げる。

（それのどこが慈悲なんだ）

　廷てい吏りに両腕をつかまれ、背中を押され、ジュリオが証言台に向かって歩き出そうとしたそのときだった。

　議事堂の扉が開き、評議員たちの目が見開かれる。ジュリオもはっとして顔を上げた。

　廊下に、二つの人影。その片方が、編んだ黒髪をなびかせ、悠ゆう然ぜんと議事堂に踏み込んでくる。カーラは証言台の手前で一同を眺め渡してにやりと笑った。

「間に合ったな？　被告側の証人を連れてきた」

「証人だとッ？」

　剣審院の高官の一人が憤ふん然ぜんと立ち上がった。

「きさま、好き勝手にふるまうのもいいかげんにしろ、もう結審だ！　だいいち、このうえどんな証人が出てこようと有罪は──」

　廊下に控えていたもう一人がゆっくりと議事堂に踏み入ってきた瞬間、評議員たちは息を吞のんだ。不敵に笑っていたルキウスさえも、顔を歪める。












　白金の王冠で留められた紅ぐ蓮れんの髪の下、強い意志をたたえた漆しつ黒こくの瞳ひとみが、評議席をゆっくりと薙なぎ、それからジュリオに向けられる。

「……シルヴィアさま……？」

　信じられない思いでジュリオはつぶやいた。シルヴィアだ。たしかに、シルヴィアがそこにいる。寝しん所じよからそのまま来たのか、透き通るような純白の薄うす衣ぎぬのままで。

「女王陛へい下か……な、ま、まさか」

　評議席のだれかがうめいた。

「指南役ッ、きさま、ど、どういうつもりでそのような、神聖冒ぼう瀆とくにも等しいッ」

「神官団と近衛このえを呼べ、陛下をこのような穢けがれた場所にお連れするなど」




「静まりなさい！」




　シルヴィアの凛りんとした声が響き渡った。議事堂を飛び出そうとしていた廷てい吏りたちさえも固まる。

　幼い女王は、一歩、また一歩、カーラの脇わきを通り過ぎ、ジュリオの目の前を抜けて、証言台に立つ。

「証人として来たのです。評議長、審理の続行を」

　カンナヴァーロは鼻はな白じろんだ。かわりに渋い顔をしたルキウスが口を開きかけるが、カーラがぴしゃりとそれを遮さえぎった。

「ジュリオの、あの証言を裏付けるために連れてきたんだ。あんただって直じかに見たいだろう、王おう配はい候こう閣下」

「……なにを言っている？」とルキウスが歯を剝むく。

　シルヴィアはカーラを見てうなずいた。カーラは証言台の足下に置かれた、ジュリオの愛剣を取り上げる。

「──な」

「きさまなにを」

　驚きよう愕がくの声があがる。カーラが自分の左腕の肉に刃やいばを押しあて、滑すべらせたからだ。肘ひじからも剣先からも血が滴したたり、床を汚す。評議員たちも、左右の奥に控えていた廷吏たちも腰を浮かせた。詰め寄ろうとした者もある。しかし次に起きた出来事は議事堂を怒ど号ごうの渦に叩たたき込こむことになる。

　シルヴィアが差し出した手のひらに、カーラが刃を走らせたのだ。

「──きさま、陛下に、な、なんということをッ」

「廷吏、その女を取り押さえろ大たい逆ぎやく罪ざいだッ」

「もはや言い逃のがれできぬと知れ！」

「見なさい！」

　再びシルヴィアが叫び、血の滴る手でカーラの左腕の傷口を握にぎりしめた。ジュリオはぞっとした。

（そんな。シルヴィアさま、そのようなことまで）

（そのようなことまでして、証明を──）

「わたしは自ら望んでここに立ち、明かすために血を流したのです、見なさい！」

　耳を切り裂さくほど鋭く強い声がシルヴィアの喉のどから放たれる。カーラの腕を放し、衣ころもの袖そで口ぐちで血をぬぐった。

　カーラは不敵な笑みを浮かべたまま左腕を持ち上げ、評議席に見せつける。

　傷口が完全に消えている。痕こん跡せきすらない。ぞわぞわと悪お寒かんにも似た沈黙が議事堂内に充満していく。だれもが身体からだをこわばらせ、証言台に立つ二人の女を凝ぎよう視ししている。

「聞きなさい」

　シルヴィアの声が沈黙に釘くぎのごとく打ち込まれ、亀き裂れつを走らせる。

「知らぬとは言わせません。わたしには姉がいます。まったきテュケーの御おん血ちを引いた、聖せい王おう家けの正統なる後継者、託たく宣せん女王です。《戦場に塩撒まく者》と怖おそれられるザカリアの剣士こそがわたしの姉ミネルヴァです、そなたたちは、みな存じていましょう」

　もはや他ほかに聞こえるのは、評議員の喉のど鳴なり、あるいは歯の軋きしりだけだ。

「わたしたちはこの血を通してつながっています。姉の死をわたしが、わたしの死を姉が視みることさえあります。だから知っています。プリンキノポリでの戦いで、騎士ジュリオが姉とともに死を分かち合ったこと」

　シルヴィアを見つめていたジュリオは、小さく息を吞のむ。議事堂の空気が薄く冷たくなっていく。だれしも気づいただろう。女王の額ひたいに、それから血で濡ぬれた手の甲に、青くぼんやりとした光が灯ともっている。

（あれは……なんだ。まさか……）

（……刻印？）

　青い光を帯びながらシルヴィアの指先から滴したたり落ちた血が、床を打つ。

「認めなさい。ザカリアの剣士ミネルヴァは、このわたしと等しく神権を受け継ついだ、託宣女王です。ジュリオ・ジェミニアーニは、典てん範ぱんに従いそれを守ろうとした──神と王冠と御み旗はたに忠実なる騎士であること、ここにわたしが明かします」





　　






　大剣がうなりをあげるたびに、引きはがされた鎧よろいや血に濡れた塊かたまりや断たち切られた刃やいばが宙に舞い、苦痛に満ちた声がほとばしる。照りつける陽ひと土つち埃ぼこりとが血のにおいをとげとげしく浮き立たせ、鋼はがねの打ち合う音と衝しよう撃げきがそれを焦こがす。自分の荒い呼吸さえも、遠えん雷らいのようにしか聞こえない。肩に食い込んだフランチェスカの指だけが、ミネルヴァを現うつつにつなぎとめている。

「ミィナ、も、もう……これ以上、無理、よ……」

　フランチェスカがうめく。太ももの矢傷から流れ出した血がミネルヴァの頰ほおを濡ぬらす。

「黙っていろ！」

　死体から大剣を引き抜き、降ってきた矢と突とつ撃げきしてきた歩兵たちの槍やりをまとめてはじき返すと、屍しかばねの山を踏んで跳ちよう躍やくする。紅くれないの髪と衣ころもの袖そでが翼のように広がり、王国軍兵たちの間から驚きの声があがる。

「ひるむな、距離をとるな、囲め！」

「囲んで押おし潰つぶせ！」

「手負いの女二人だぞ！」

　指揮官が口汚く手勢をあおり立てる。その頭を踏みつけ、馬上から蹴けり落おとし、着地の勢いそのままにもう一人を兜かぶとごと真っ二つにする。噴き上がる血潮に一瞬だけ敵兵がひるむが、押し寄せる勢いはほとんど衰おとろえない。

　何人斬きったかわからない。足下に横たわるのが屍なのか岩なのかも区別がつかない。かすんだ目に、ぎらつく陽光がこじ入れられる。

（クリスは。クリスはどこだ。わずかでも近づいているのか）

　腕が萎なえきっている。馬上から振り下ろされる斧おの槍を、柄つかでそらすのが精一杯だ。フランチェスカも背中にいくつも手傷を負っている。

（クリスは絶対に待っている。砦とりでを落として、わたしたちを待っている）

（わたしのいる場所が、あいつの帰る場所であるように──）

（あいつのいる場所が、わたしの場所なんだ。あのとき、そう言った。わたしが言ったんだ。だから、こんなところで倒れるわけにはいかない）

　そのとき、鬨ときの声こえがはるか後方から沸わき起こった。

（公国軍の増援か？）

　振り向いたミネルヴァの視界に絶望がねじ込まれる。砂さ塵じんの向こうに、さらに紫の旗が躍おどっている。後続のラボラジアの騎兵たちの旗は、灌かん木ぼくの林の入り口で押し潰されそうになり、じりじりと退しりぞいている。

　心までが萎えかけた一瞬の隙すきをついて、駆かけ寄よってきた騎兵の剣がミネルヴァの背中を打ち据すえた。

「──ぁッ」

　衝しよう撃げきにのめり、土の上を転ころがり、背丈よりも大きな岩に肩をぶつけて止まる。フランチェスカの身体からだが肩から滑すべり落ち、岩の足下に転がる。

「……ぅ、う……」

　フランチェスカの悶もだえ声が耳に入る。背中の痛みは鈍く、血も出ていない。なぜ、と首を巡めぐらせたミネルヴァは、うずくまったフランチェスカが両手のひらからどくどくと血を流しているのに気づく。

「お、おまえっ、剣を手で受けたのかっ」

「ミィナ、もう投とう降こうしましょう、あなたは女王だから、殺されるのはあたくしだけで」

　フランチェスカの切れ切れの声に、迫り来る王国軍兵の足音が重なる。

「黙れ、二度とそんなこと言ってみろ」

「じゃああたくしをここに置いていきなさい、あなただけでクリスと一緒に、なんとか」

「いやだ、おまえひとりの戦いじゃないぞッ」

　萎なえきった右手で大剣の柄つかを引きよせ、立ち上がる。見渡す限りを埋うめ尽くす、甲かつ冑ちゆうと刃やいばと飛竜の紋章と紫色の旗。千の兵たちの目が狂きよう暴ぼうな興奮の色に染まっているのがわかる。全身から汗や血とともに気力が流れ出し、心身が冷えていくのを感じる。

「剣を捨てろ、《塩撒まき》」

　馬上で紫の房つきの矛ほこをかまえた指揮官らしき騎士が言った。

「女め狐ぎつねもきさまも、武力なしではただの女。ここで殺したりはせぬ」

「ただではすまさねえがな。何人てめえらにやられたと」

「サンカリヨンに送る前にたっぷりと礼をしてやる」

「今ここで武器だけじゃなく着てるもんも捨てたらどうだ」

　どす黒い獣じゆう欲よくが、包囲した兵たちの間にじわじわと広がっていく。ミネルヴァの脚あしにフランチェスカがすがりつき、指がきつく食い込む。内臓に冷たい泥水を直接注ぎ込まれるような恐怖が襲ってくる。

（ここで、こんなところで、わたしは）

（なにもしていない、どこにも届いていないのに、シルヴィアを放ほうり出だしたまま）

　女神の血がざわつき、ミネルヴァの意識の中で、百万通りの死が百万通りの苦痛を引き連れて駆かけめぐる。そのとき──

　包囲網の彼方かなた、砂さ塵じんに隠れかけた砦とりでの輪りん郭かくに、ほんの一筋の光が見えた。

　高く掲かかげられた──透き通るような氷の刃だ。

（クリス……）

（クリスがいる。わたしを待っている）

（あの場所で、わたしの死の命運がほころびる。そう信じなければ）

　ミネルヴァは左腕をフランチェスカの脇わきに差し入れて立ち上がらせ、右手で大剣を持ち上げた。

「……ミィナ、あ、あなた、それ……」

　フランチェスカが絶句する。目を合わせたミネルヴァは、涙で濡ぬれた青せい玉ぎよくの瞳ひとみの中に、映り込んだ自分の顔を見つける。

　額ひたいに燃える、青白いしるし。

　それがだれの名を示すものか、ミネルヴァは知っていた。

（テュケーの刻印……）

　両手の甲に染み通る熱を感じる。そして、はるか高みの音が聞こえる。

　車輪のこすれあう音。

　真しん鍮ちゆうの輻やが軋きしむ音。

　滴したたった血が車しや軸じくを打つ音。

　それは、命運が紡つむぎ出される音だ。

（時間が、止まっている？　いや……）

（少しずつ、流れている）

　刃やいばを振り上げた姿勢の王国軍兵たちが、まるで全身を藻もにからめとられたかのような鈍どん重じゆうさで近づいてくるのがわかる。ミネルヴァはフランチェスカの身体からだを強く引きよせ、大剣を引きずりながら歩き出す。

　世界のすべてが粘液の中に沈んでしまったようだった。息苦しいほどの静せい寂じやくの中、ミネルヴァはゆっくりと大剣を持ち上げ、折り重なって迫る兵たちを右に左にと薙なぎ払はらって道を切り開く。飛び散る血さえも、夜明けを迎えるたびに開く花のようだ。おぞましいくらいに静かな殺さつ戮りくを塗り広げながら、次第に液化していく時間の流れの中で、ミネルヴァは歩を速める。

（クリスが待っている）

（この歪ゆがんだ命運が、再び閉じる場所で、待っている──）







　クリスは砦とりでの門柱に背中を押しつけ、荒い息をつきながら、その殺戮をまざまざと見せつけられていた。もはや両手ともが赤黒く腫はれ上あがって使い物にならず、口に嚙かみしめていた太た刀ちが、滑すべり落ちて地面に突き立つ。

　密集した聖せい王おう国こく軍の真ん中から、赤い砂さ塵じんが巻き起こる。悲鳴混じりの風がクリスのいる場所にまで吹きつけてくる。それが、一人の人間が振るう大剣の撒まき散ちらす血しぶきであるとは、実際に目にしても信じられなかった。

　王国軍の隊列の端が、やがて破れる。恐きよう慌こうに陥おちいった兵たちが散り散りに逃げ出し、潮が引いて砂さ州すが現れるように、屍しかばねが累るい々るいと横たわる荒れ地があらわになる。

　その真ん中を、こちらに向かってよろめきながら走ってくる二人の影。

「──ミネルヴァ！」

　クリスは声の限りに叫んだ。彼方かなたで、紅くれないの髪がふわりと宙に広がり、細身が地面に倒れ込む。隣で脚あしを引きずっていた黄金の髪の人影も、つられて地面に崩れ落ちる。クリスはわけのわからないことを叫びながら走り出そうとするが、両脚ともにぐずぐずに崩れてしまう。

「逃げるな！　散るな！」

　聖王国軍の指揮官の悲痛な声がずっと向こうで聞こえる。

「み、見ろ、やつはもう限界だ、追え！　あ、あのような妖あやしげな業わざ、二度とは使えぬわ、追え、捕らえてなぶり殺しにしろ！」

　──ここまで来て、やられるわけにはいかない。

　あたりには、一様に顔を歪め引きつらせた無惨な王国軍兵の死体がいくつも転ころがっている。馬たちも同様の死に様をさらしている。デュロニウスの用いていたフォボスの力などとは比べものにならない、死に至る恐怖の奔ほん流りゆうが、砦とりでを守る一隊を壊かい滅めつさせたのだ。その代償が、クリスの全身を赤黒く蝕むしばんでいる。

　──まだだ。まだ喰くらわれるものか。

　フランチェスカがふらつきながらも立ち上がる。どうやら気絶しているらしきミネルヴァを背負い、脚あしから血を流しながらもこちらに歩いてくる。

「クリス──」

　黄金の髪も顔も血みどろになったフランチェスカが、かすれた声でつぶやく。砦の門から十数歩のところで血ち溜だまりに足を取られ、地面にうつぶせに倒れる。

「早く！　早く砦に」

　クリスはそう叫ぶのがせいいっぱいだった。這はうように近づいてくる二人の向こうから、地面を穿うがつ蹄ひづめの音が迫る。砂さ塵じんの中から一騎、また一騎、目を血走らせた王国軍騎士が現れる。

「逃がすか、魔女め！」

「全身切り刻んでやるッ」

　フランチェスカの青い瞳ひとみが絶望に沈みかける。

　──動け、動け！

　──こんな身体からだ、あとでみんなおまえに喰らわせてやる、だから今だけでいい、動け！

　クリスの悲痛な願いも、耳や目から粘ねばりつく体液とともに流れ落ちる。先頭の王国騎士が手た綱づなを引いて馬上から飛び降り、フランチェスカの背中を乱暴に踏みつけ、ミネルヴァの後ろ髪をつかんで頭を引っぱり上げた。

「……う、ぅ……」ミネルヴァが薄目を開いてうめく。

「ただじゃ殺さねえ、まず両手両脚をぶったぎって」

「触るなッ」クリスは叫んだ。

「黙っていろ、てめえは後でゆっくり殺してやる！」「おい、ひとりでやるんじゃねえ、楽しみは残しておけ！」後続の騎士たちが馬上から叫ぶ。鞘さやから抜かれた刃やいばがミネルヴァの首に押しあてられる。クリスの中から紅ぐ蓮れんの熱があふれる。

「ミネルヴァに触るなァッ」

　絶ぜつ叫きようとともに、萎なえていた手足にほんの一瞬だけ力が流れ込む。クリスは、目の前の大地に突き刺さっていた刃を握にぎりしめ、支えにして身を引き起こした。手のひらから血が激しくほとばしった。それでも太た刀ちを引き抜き、萎えきった足を踏み出す。ミネルヴァの首筋から刃づたいに血が滴したたり落ちるのが見える。絶望で視界が翳かげる。

　──間に合わないのか。

　──あと少し、あと少しだけ力が戻ってくれれば……

　そのとき、真横から響いてきたべつの蹄てい音おんがクリスの意識を深くえぐった。黒い影が視界の端を切り裂さき、フランチェスカを踏みつけていた敵騎士に激突する。隣にいた馬もろとも斬きり伏ふせられ、馬の骨が砕くだける音と甲かつ冑ちゆうが肉を押おし潰つぶす音が、すぐ後ろまで迫っていたもう一騎をも巻き込む。

　フランチェスカが震ふるえる腕を地面に突き立てて身を起こし、振り向く。クリスも、信じられない思いでそれを見つめる。

　手た綱づなを引き、騎馬の首を巡めぐらせ、さらなる追っ手に向き直る黒ずくめの騎士。

「ジルベルト……」

　クリスの唇から、その名がこぼれ落ちる。聞こえはしなかったが、フランチェスカも同じ名をつぶやいたはずだ。冷たい青せい玉ぎよくの瞳ひとみがそのとき、たしかに涙の底に沈み、唇がわなないたからだ。

「お赦ゆるしくださいフラン様、戻るのが遅れました」

　迫る追っ手に向かって剣の切っ先を突きつけ、油断なくにらみつけながら、馬上のジルベルトは言った。

「ここは食い止めます、砦とりでに」

　それ以上、言葉は要いらなかった。ここは戦場であり、二人の間にどれほどの不在の時間や途と絶だえた言葉や伝えきれぬ想おもいがあろうと、いま必要なのは──

　ただ、生き延びること。

　土の上に血の筋を塗りつけながらも、フランチェスカがミネルヴァを背負って砦の門のそばにまでようやくたどり着いたとき、クリスの四し肢しにわずかながら力が戻り始めた。ぐったりしたミネルヴァの身体からだを引き受けると、腕の中で紅くれないの髪がもぞもぞと動き、血で汚れたまぶたが震える。

　ミネルヴァの額ひたいにかすかに残った青い光の紋様を目にして、クリスは息を吞のむ。

　──なんだ、これは。

　──刻印？　まさか。どうしてミネルヴァに。まさか……

　疑念と不安とが、ざわざわと肌を這はいのぼってくる。

　けれど、肌の上の光はやがて薄れ、消えてしまう。同時に、まぶたがうっすらと開く。黒い瞳がその奥で戸と惑まどい、ゆらめき、やがてクリスを捉とらえる。

「……クリス……」

　つぶやきは、すぐに喉のどの奥に消え、ミネルヴァは全身をクリスに預けて気を失う。自分のものかどうかもわからない萎なえきった両腕に、クリスは精一杯の力を込めて、二人の女の身体を支える。地面を伝って再び聞こえてくる無数の蹄てい音おんが、迷いを踏ふみ潰つぶす。

　今は──ただ、生き延びること。

　吹きつける血のにおいをたっぷり含んだ風を浴びながら、クリスはその重荷を引きずり、門をくぐった。





９　邂かい逅こう







「ほらほら部屋に入ってこないでください！　いいですお見舞いの挨あい拶さつとかは！　フランさま何針縫ったと思ってるんですか絶ぜつ対たい安あん静せい面めん会かい謝しや絶ぜつですっ」

　宿の大部屋に、パオラの可愛かわいらしい怒ど声せいが響く。

「私もだめなのか父親なのだぞ！　一目、一目だけだぞ！」

「公こう爵しやくさまでもだめです！」

　部屋に入ろうとしてきたザカリア公爵を、パオラは強引に廊下へ押し戻す。

　聖女フランチェスカが満まん身しん創そう痍いでエパベラの街に戻ってきたとあって、諸しよ侯こうも将軍も市し井せいの者たちも心配し、こぞって宿舎に押しかけてきたのだ。ミネルヴァもフランチェスカに輪をかけて重傷だったため、パオラはひどく神経をとがらせることになった。いま、宿の三階のこの部屋にはフランチェスカと四人の近衛このえしかいない。

「もう、衛生のことなんてなんにも考えてない人たちばっかりなんだから！　ニコロさんもどっか行っちゃうし帰ってこないし！」

　パオラは憤ふん慨がいした手つきで扉に鍵かぎをかける。

　椅い子すにぐったりと腰を下ろしたままのクリスは、なぜか安心している自分に気づく。

　いつもと同じように表情豊かなパオラの声が、心地よいのだ。

「パオラ頼む静かにして、傷に響く……」

　フランチェスカが寝ている向こう側のベッドで、包帯まみれのミネルヴァが弱々しい声をあげる。

「ミィナさんはたいがい躱かわせるからって無む茶ちやしすぎです、千人に囲まれたら、読み切るだの避よけるだのって問題じゃないでしょ、ちょっとは傷の痛みってものを思い知って自じ重ちようしてください！　はい次はジルさんの番！」

　壁かべ際ぎわの床に脚あしを投げ出して座っていたジルベルトが、心外そうな顔を持ち上げる。

「俺おれはべつに手傷は──」

「あたしの目はごまかせませんよ。左肩、ひどく怪け我がしてるじゃないですか」

　ジルベルトの眉まゆがぴくりと動いた。傍そばで聞いていたクリスも驚く。全然気づかなかったが、パオラが強引にジルベルトの防具をはずして黒の装しよう束ぞくを脱がせると、血の染みた布を巻きつけた左肩があらわれる。

「ああもう、こんなてきとうに手当てして。汚きたない布つかっちゃだめです、膿うんじゃいますよ。これ、いつの怪我ですか？　三日か四日前でしょう、もうっ、いったいどこに行ってたんですか！」

　早口でまくしたてながら、パオラは薬を含ませた綿でジルベルトの傷口をこする。

「聖都サンチユリオだ」

　ジルベルトの答えに、パオラの手が止まった。クリスも息を詰めてそちらを見る。

　ベッドに仰あお向むけになって黙ったまま天井をにらんでいたフランチェスカが、ほんの少しだけ首を動かした。

　ミネルヴァは無む理り矢や理りに身を起こそうとして、痛みに顔をしかめている。

　パオラはジルベルトの手当てを終えて包帯を巻き直すと、クリスに近づいてきて取り繕つくろうように言った。

「じゃあ最後はクリスさんの番です」

「……いや、ぼくはほんとに怪け我がしてないんだ」

「え、で、でも、だって腕が血ち塗まみれで、真っ黒に変色してたじゃないですかっ」

　腕まくりし、両手を広げてみせる。肌の赤黒い不気味な斑はん紋もんは、すでにひいている。

「あれは、怪我じゃないよ」

　怪我や病気のたぐいなら、まだずっとましだった。クリスはそうひとりごちてしまう。パオラの瞳ひとみは曇くもる。けれど無理に笑って、打ち身や骨のひびがあるかもしれないから、と強引に触しよく診しんを始める。獣けものの烙らく印いんも今は光を失って、うっすらと赤い筋だ。

　クリスはふと、あのとき見たミネルヴァの額ひたいの微光を思い出す。

　──刻印だったのか？　なぜ、ミネルヴァに。

　──見間違いだったんだろうか。

　わからない。首を振って、疑問を払い落とす。

　だれもかれも、なにを喋しやべっていいのかわからない。そんな静けさに、衣きぬ擦ずれの音だけが聞こえていた。

　だれにつけられたわけでもない傷が、こうして増えていく。身体からだにも、心にも、人と人の間にも。それをクリスは痛いほど感じている。戦いがひとつ過ぎたはずなのに、血と鋼はがねのにおいが消えない。不安はずっと増している。

　なにより、ニコロがいない。ほんとうに消えてしまったのだ。触れてしまえばその傷口の痛みと向き合うことになる。だから、だれもニコロの名を口にしない。

　──どこに行ったんだ。なんでフランチェスカまでなにも言わない？

　──こうして、ひとつずつ損そこなわれていくんだろうか。

　──ジルベルトだって、戻ってはきたけれど……

　しばらくの沈黙の後で、フランチェスカが言った。

「いいわ、ジル。聖都サンチユリオに行ったのね。報告を続けて」

　無理に押おし潰つぶして引き延ばしたように平べったく表情のない声だった。

　パオラは唇を嚙かみ、言葉を押し殺し、触診を続ける。ジルベルトは再び口を開いた。

「……黒くろ薔ば薇ら騎士団からの呼び出しを受けて、まずイメイヘンに赴おもむきました。そこで剣けん審しん院いんのカンナヴァーロ長官と面会し、取引をしました」

「一時的に、黒薔薇騎士団の間かん諜ちように復帰しろと言われたわけね」

「はい。剣審院はいまだに聖都と牽けん制せいし合っています」

「あなたが得る対価は、王城に潜せん入にゆうする便べん宜ぎをはかってもらうこと？」

「そうです」

　クリスは知らずと自分の肩に指を食い込ませていた。寒さむ気けで震ふるえている。なんだこれは。なんなんだこの会話は。なぜ二人とも、最初からわかりきっていることをたしかめているだけのような口ぶりで言葉を交かわせるんだ。

「あたくしに関する情報はどこまで与えたの？」

「フラン様の最終目的を教えました。他ほかに、俺おれは有益な情報を持っていなかった」

「そこはかまわないわ。知っておいてもらった方が、都合がいいでしょう」

　寒気が首筋にまで這はい登ってくる。思わずミネルヴァと目を合わせてしまう。彼女もまた、同じことに思い至ったのがわかった。

　フランチェスカはそこまで知っていたからこそ、黙ってジルベルトを送り出したのだ。エパベラでの作戦内容どころか、いつまでに必ず戻ってくるようにとさえ言わなかった。なぜならばあの無む謀ぼうきわまりない薄氷の暗殺計画は、決行日時を知られるだけで全容がつかまれる可能性があったからだ。

　──そこまでしたのに、けっきょく作戦はつかまれた。

　──でなければ、あんなちっぽけな砦とりでに、祝典の当日になってあれほどの兵力を潜ひそませておくわけがない。どうして。

　ジルベルトの顔が苦く渋じゆうに満ちたものに変わる。

「王城で、カーラ先生に逢あいました」

　ミネルヴァは息を吞のんだ。パオラは薬を染ませた綿を落とした。フランチェスカさえも目を見開く。

「王宮指南役に戻っていたのです。それだけじゃない。先生はきっぱりと、フラン様の敵に回る、とおっしゃいました」

　ミネルヴァとフランチェスカは同時に身を起こした。二人とも顔が青ざめている。

「カーラ先生が……」フランチェスカのか細い声がわななく。

「俺の失しつ態たいです。予測しておくべきだった。あの白しろ薔ば薇らの騎士の剣技は先生のものです。でもまさか都に戻って、軍に協力するとは」

「……わたしも、ジュリオの太た刀ち筋すじには……気づいて、いた……のに」

　ミネルヴァがいらだたしげに拳こぶしを壁に打ちつける。

「でも、なんで！　なんでカーラが敵に回るんだ、あいつは王国に忠義を誓うような人間じゃないぞ」

「愉たのしみのためだ。そうおっしゃっていた」

　ジルベルトの言葉に、フランチェスカは片手で顔を覆おおって嘆たん息そくする。

　クリスはたまらず口を挟はさんでいた。

「……ねえ、カーラって……ミネルヴァとかジルベルトの師匠、だよね？　指南役？　ジュリオにも教えてたってこと？　そこまで危険な相手？」

「考えられる限り最悪の敵よ」

　フランチェスカが吐き捨てる。

「あたくしに兵法の基礎を教えてくれたのも先生。だから……そう、あそこまで作戦を読まれていたわけね……」

　クリスは困こん惑わくと不安とで目まいさえしてきた。そこまで恐るべき敵なのか。そう、いつだかパオラに少しだけ話を聞いた。ミネルヴァとジルベルトが二人ずついて四人がかりでもかなわないだろう、と。

　そんな人間が存在しうるのか。

「……それで先生は、よくジルを素直に帰したわね」

「俺おれが、情報を銀ぎん卵らん騎き士し団だんに持ち帰った方が、戦いが面白くなるから、と」

　クリスはぞっとする。

　そんな理由で、敵軍の最強の一人を惜しげもなく見み逃のがせるものなのか。もしそんな考えの戦いくさ人びとがいるとしたら。戦いを愉たのしむ、そんな人間がいるとしたら──

　純粋な暴力以外の、あらゆる影響力が及ばないことになる。

「それで？　そこまでして、ジルはなにを探りに行ったの」

　フランチェスカが、まるで飼い猫の名でも呼ぶような口調で、ふと訊たずねた。

　ジルベルトはしばらく黙ってクリスに視線を向けていた。口の中で舌が乾いていくのがわかった。あのとき、ジルベルトの部屋で見たものを思い出す。

　──ぼくについて調べてた。

　──ぼくの身体からだのこと？

　──ぼくを、どうするつもりなんだ。

　ふ、とジルベルトは視線をはずし、部屋の奥のミネルヴァに移した。

「王城の、謁えつ見けんの間の地下に、深い──深い、縦たて穴あながある。知っていたか」

「……え、え？」

　ミネルヴァは、しばらくそれが自分に向けられた問いだと理解できなかったようで、面食らって訊きき返す。

「縦穴？　知らない。……わたしは、小さい頃ころにカーラに連れ出されたから、王城のことはあまり詳くわしくないんだ」

「そうか。巨大な井戸みたいな穴だ。地の底の底まで、まっすぐ貫つらぬいている。その深みに、湖があった」

「……湖？」

「俺が尾び行こうしていたのは、メルクリウス・エピメクスという、大たい公こう家け生まれの子供だ。新しく刻印が顕あらわれた子だと聞いた」

　──エピメクス。

　──それは、ぼくの血筋じゃないか。

　いつの間にか、ジルベルトはじっとクリスのことを見ている。

「あのコルネリウスの甥おいだといっていた」

　クリスは肩をぶるっと震ふるわせる。

「大たい公こう家けでは、刻印を持つ者をその縦たて穴あなの奥底の湖に赴おもむかせると定められているらしい」

「そんなところに……どうして」

　クリスは乾ききった声で訊たずねる。

「地の底に──釘くぎとして打ち込まれた、堕おちたる神の名を聴くためだ」

　息を吞のむ音が、重なった。ジルベルトはクリスを見み据すえたまま言葉を続ける。

「神話は、おそらく、ほとんどそのまま……真実だ。俺おれもその湖を見た。水底に沈んでいるやつの吠ほえ声ごえを浴びた。あれは、あれは……人の力で、どうにかできるものじゃない、かもしれない。それでも」

　鋼はがねの瞳ひとみが、力強くクリスを捉とらえている。

「おまえが戦わなければいけない、敵だ」







　クリスとジルベルトは、パオラに部屋を追い出された。重傷の女二人は休ませなければいけないから出ていけ、とのことだった。

　宿の廊下にはさすがに見舞客の姿はなかった。ジルベルトは廊下の壁に身をもたせかけ、ふうっと息をつく。

「パオラのああいうところを見ると、なぜか安心してしまうな」

　いきなりジルベルトがそんなことを言うので、クリスはびっくりする。

「……ジルベルトも？」

　この鋼でできているかのような近衛このえ隊長が、クリスと同じことを考えているとは思わなかった。

「俺もフラン様も、再会を喜べるような立場じゃなかった。だから今回はパオラに救われた。こういうとき、あれに頭ごなしに叱しかられると、この銀の旗のもとに戻ってきたのだなと実感させられる。悪くない」

　そんなことを言うジルベルトを、クリスははじめて見た。ひょっとすると、一度も見たことがないジルベルトの笑みを見られるのではないかと期待してしまうが、鋼のおもてはあいかわらずの張りつめた無表情のままだ。

　それでも、今夜はなんだかずいぶん近くにジルベルトを感じる。

　──そう、戻ってきたんだ。ぼくの家に。

　けれどその安あん堵どはどうしようもなく、元通りでない部分を浮かび上がらせる。

　なにより、ニコロがいないのだ。

「……ニコロ、どうしたんだと思う？」

　思い切って訊きいてみる。

「わからん。一緒にいて、なにか気づかなかったのか」

　訊きき返され、首を振るしかない。そうだ、ジルベルトはずっと騎士団を離れていたのだから、心当たりがあるわけがない。

「フラン様は、なにかご存じかもしれない」

　ジルベルトは闇やみに沈んだ顔でつぶやく。クリスはその目のあたりを凝ぎよう視しする。

「ニコロはザカリア出身じゃない。どこの生まれなのか、親兄弟はどうしているのか、これまでの経歴はどういったものなのか、フラン様しか知らない」

　──そのフランチェスカは、ニコロについて口を閉ざしている。

　もしかしたらニコロも、ジルベルトと同じようにやむを得ない理由で騎士団を離れたのかもしれない。一言も打ち明けられないほどの切実な理由で。

　それなら、また戻ってくる。そう信じたかった。

　──ぼくだって、だれかが帰ってくる場所になれる。

　──ミネルヴァに、そう教えてもらったんだから。

　クリスとジルベルトは、隣の寝室に入った。窓から外をのぞくと、もう日も暮れかけているというのに街がい路ろにぎっしりと町民や兵たちが詰めかけている。手に手に聖印や花や蠟ろう燭そくを持ち、祈りの言葉を一心につぶやいている。

「聖女さま……」

「ここでフランチェスカさままで亡くなってしまったら」

「総そう主しゆ教きようさまが殺されたってのに」

「あの方が、仇あだを討うってくださったんだろう」

「きっと神々のご加護がある、きっと助かるよ」

「フランチェスカさまをお守りください」

　暗い海のさざめきのような声が聞こえてくる。クリスはいたたまれない気持ちになって立ちつくす。

　総主教を殺したのは、この手だ。

　その命令を下したのは、民たみが聖女と崇あがめる、フランチェスカなのだ。

　窓まど際ぎわのジルベルトが振り向いて、ぽつりと言う。

「フラン様は、必要なことをした。対価を支払って、勝ち取った。それだけだ。なぜおまえが気に病む」

「え、あ、ああ……」

「おまえは傭よう兵へいだろう。命令で、何人も殺してきた」

　窓の外、眼がん下かに揺れる無数の蠟燭の火を見つめ、こらえきれずうつむき、クリスはつぶやきを漏もらす。

「そうじゃないよ。そういうことじゃない」

　窓まど枠わくに爪つめをたてる。人々の祈りが、そこから染み込んでくるようで、痛い。

「ただ、フランチェスカが、苦しそうだから。ぼくはあんな苦しみ方をしてる人間を見たことがないよ」

　立ち止まれもしない、ただ息を詰めてどこまでも登り続けるしかない、そんな苦しみ。けれどクリスにはどうしようもない。敵がいるならいくらでも殺してやる。けれど、自分で選び、足を踏み入れた世界そのものに蝕むしばまれている者を、だれが助けられるだろう。

　ジルベルトもまた沈んだ色をたたえた目でクリスを見つめ返し、首を振る。

「俺おれは騎士だ。ただ、フラン様の身を守ることしかできない」

　クリスはうつむいたまま、身じろぎもできない。

「おまえだって近衛このえなんだ。これから先の戦いで、フラン様を守るために必要な戦力だ。いつまでもその薄うす汚ぎたない獣けものに翻ほん弄ろうされるままでは、フラン様にも危険が及ぶ」

　──それで、聖都サンチユリオに潜もぐり込んだ。危険を冒おかしてまで。

　──ぼくの中の、こいつの正体を確かめるため。

　ジルベルトはフランチェスカに少し似ている。クリスはそう思う。

　血を流すやり方しかできない自分を哀かなしいとわかっていて、けれどそれをただ受け入れている。

「ありがとう、ジルベルト」

「だから、おまえのためにやったんじゃない。フラン様のためだ」

　ジルベルトは吐き捨てる。

「もしおまえがその獣をどうにもできないとわかったら、俺が斬きる」

　クリスはうなずく。

　──王城の地下深く。

　──いつか、行かなければいけない。ぼく自身の、敵。

　──ぼくはぼくの戦いしかできないんだ。

　──ぼくはフランチェスカを。フランチェスカはぼくを。ただ、利用しているだけ。

　──彼女の苦しみは、どうにもならない。

　なぜならあの偽いつわりの聖女は、強すぎる。歩む道が高すぎる。フランチェスカの世界には敵としもべしかいない。何千人、何万人が身を投げ出してその道を下から支えてくれようとも、向かい風を浴びるのは彼女ひとりだ。だとしたら。その冷たさを、分かち合える者がもしいるとしたら──





　　






　陽ひが落ち、大部屋も窓から流れ込んできた宵よい闇やみに包まれる。階下の広場や街がい路ろに集まった人々の祈りの声も、まばらになっていく。

　パオラが薬の予備をとってくるためにひととき部屋を留守にした。ミネルヴァは、傷の発熱でぼんやりとしていたので、そのまま目を閉じて微睡まどろんでいた。そのせいで、フランチェスカがベッドを抜けだして部屋を出ていったのに気づかなかった。

　ようやく戻ってきたのは夜や半はん過ぎのこと。

「なななに考えてるんですかフランさまっ、あれだけ出血したのに出歩くなんてッ」

　パオラは真っ赤になって激怒した。フランチェスカが不在の間、捜しに出たり、かと思えば入れ違いになったのではないかと心配になって部屋に戻ってきたりを何度も繰くり返していたのだ。

「諸しよ侯こうとの協議に出席していたの」

　フランチェスカは涼しい顔で答えた。服も正装に着替え、化粧までしている。露出した腕や脚あしの包帯が痛々しい。

「なんで！　そんなのザカリア公に任せておけばいいだろうッ」

　ベッドの上のミネルヴァも思わず怒ど鳴なってしまう。

「だめよ。総そう主しゆ教きよう猊げい下かの葬儀のこと、公国連合の盟めい約やくのこと、他人任せにはできないわ。喪も主しゆもあたくしがやることになったの」

「だからなんでそこまで──」

　嚙かみつきかけ、ミネルヴァは言葉を吞のみ込こむ。

　フランチェスカの胸にかけられた、青い瑠る璃りの短剣。総主教から託された権威。諸侯はそう思い込んでいるだろう。四し肢しを操る異い形ぎようの神の力でなし得た茶ちや番ばん劇げきだと、気づく者はおそらくいない。

　その場所に登り詰めるために、フランチェスカは自らも血を流したのだ。

　だから、劇を続けなければいけない。葬儀を主催し、連合をとりまとめ、盟約を新たに結び、万軍の戦意を掌しよう握あくし、さらなる高みへ。

「……どうして、フランさまは」

　パオラが震ふるえる声を漏もらした。

「そうやっておひとりで、無理ばかり」

「今やらなければいけないことなの」

「そんなのわかってます、でも！」

　パオラの鳶とび色いろの瞳ひとみから、大粒の涙がこぼれた。最初の一滴が落ちると、もう止まらなかった。パオラはフランチェスカの両腕にしがみついてぼろぼろと泣いた。ミネルヴァは胸が締めつけられるような思いを味わう。

「でも、でも！　あ、あたしは衛生兵なんです、怪け我がしてるときくらいあたしの言うこと聞いてください、勝手に出てくなんてっ、あ、あたしっ、みんな、い、いなくなっちゃうんじゃないかって、もう、もう」

　フランチェスカは漂ひよう白はくされた表情のまま、パオラの頭を胸に抱き寄せる。

「ごめんなさい。心配かけて」

「あ、謝ってほしいんじゃありません！　どうしてなにも言ってくれなかったんですか、どうして黙って、みんな、みんな……」

　ミネルヴァは泣きじゃくるパオラから顔をそむけてしまう。

　ひとり残されて、つらくないわけがなかったのだ。ジルベルトはなにも告げずに聖せい王おう国こくに発たった。ニコロはなんの前触れもなく消えた。フランチェスカはあの暗殺計画をクリスとミネルヴァにしか打ち明けなかった。

　血みどろで戻ってきたフランチェスカたちを目にして、なにも知らされていなかったパオラは、どれほど心を切り裂さかれただろう。

　フランチェスカは栗くり色いろの髪に指をくぐらせて、黙ったまま優しくなでているばかりだった。ミネルヴァも、なにも言えなかった。

　緊張が一気に破れて、昼間からの疲労がいちどきにあふれ出したのだろう、パオラはそのまま気を失うように眠ってしまった。フランチェスカは、青い看護服姿のその小さな身体からだを自分のベッドに横たえる。

　枕まくら元もとに腰掛け、パオラの寝顔を見つめながら、フランチェスカはぽつりと言った。

「明朝早くに、今度は軍議の方に顔を出すわ。将軍たちも放ほうってはおけない」

　ミネルヴァはあきれも通り越して虚むなしさすら覚える。

「連合軍を握にぎるのが、そんなに大事なのか」

「もちろんよ。お父様たちのような年寄りには任せておけないわ」

　フランチェスカは冷ややかに笑う。

「あの人たちは聖せい王おう家けが徴ちよう税ぜい権と徴兵権を返せば、それで矛ほこをおさめるつもりよ。それではなにも変わらない。あたくしはね、今の税制を間違っているとは思わない。公国も聖王家の領地なのよ。税収の半分を女王陛へい下かに納めるのは当然。そうやって国力を分散させないようにして強い基盤を造りあげなければ、いくらでも無駄な戦いくさが起きるわ。間違っているのは、税に見合うだけの恩恵を再分配できていない聖都サンチユリオの権力構造なの」

「おまえの国家観なんてどうでもいいんだ」

　ミネルヴァは自分の両肩を抱いて首を振った。

「それじゃあミィナは、なにが言いたいの？」

　凍いてついた青い瞳ひとみを、ミネルヴァは見つめ返す。

「おまえ、ずっとそうやって戦っていくつもりなのか。つらいくせに、なんでもないそぶりで」

「つらい？　あたくしが？　どうして。勝つために必要なことを、ただ考えて、選んで、進めてきただけよ。なにもつらいことなんて」

「うそだ」

　ミネルヴァは、フランチェスカのうつろな声を断たち切る。

「おまえは、ほんとはジルベルトに作戦を打ち明けたかっただろ。決行前にエパベラに絶対に戻ってこいって、約束させたかったんだろう。ちがうか」

「そんなわけないでしょう。ジルはあのまま黒くろ薔ば薇ら騎士団から戻ってこない可能性だってあったのよ。むざむざ情報を漏もらすような」

「だから！」

　自分の声が熱を帯びていくのがわかる。

「そんな可能性、おまえはほんとうは考えたくなかったんだ。そうだろ。ジルベルトはおまえを裏切るはずがないって、必ず戻ってくるって、信じてたんだろう、ちがうのか。あのときジルベルトの顔見て、おまえ泣きそうだったじゃないか」

「……まさか」

　答えるフランチェスカの声に、わずかな揺らぎが見つかる。

「あらゆる事態を想定するのは当然のことでしょう。信じる──なんて。愚おろかなこと」

「なら、どうしてそんな、空っぽの目をしてるんだ」

　ミネルヴァはベッドから両りよう脚あしを下ろして、フランチェスカと膝ひざを触れ合わせる。

「どうして迷子みたいな顔してるんだ。あれだけ殺して、だまして、踏みつけて、焼き払って、それをひとりでみんな抱かかえ込んで、それでもおまえはつらくないって言うのか。おまえがなに言い張ったって、見てるわたしはつらいぞ」

　青せい玉ぎよくの瞳ひとみが、湖の底で揺らめく。

「だからって」

　フランチェスカの声に、熱い吐息が入り混じっている。

「どうしろというの？　あたくしは将しようなのよ。みんなには、背中しか見せられない。立ち止まるところも、ためらうところも、迷うところも、見せてはいけない。そうでしょう。あたくしがなにを感じていようと、そんなのは」

「おまえに話してるんだ、フラン」

　ミネルヴァはそっと顔を寄よせてフランチェスカの言葉を遮さえぎる。

「ザカリアの女め狐ぎつねとか、軍神ベローナの聖女とか、そんな得え体たいの知れないやつに話してるわけじゃない。フランチェスカ、おまえの言葉が聞きたいんだ」

　フランチェスカの両眼は溶けそうになる。唇がひととき、こわばる。

「無理よ、そんなの……今さら。あなたも言った通りよ。あたくしはもう、どれだけ殺して、だまして、踏みつけて、焼き払ってきたかわからない。そんなあたくしになにが言えるというの？　みんなあたくしの、あたくしひとりの掲かかげる王国のために、踏みしだいてきた屍しかばねなのに。今さらどんな言い訳を吐けるというの」

「おまえひとりじゃない」

　ミネルヴァは涙で灼やけそうな声を押し出す。

「思い上がるな。おまえひとりの戦いじゃない。おまえの目の前にいる女の名前を言ってみろ」

　戸と惑まどいがフランチェスカの眼にたまった海に波紋となって広がる。

「なにを──言っているの、ミィナ」

「そんな呼び名じゃない！」

　ミネルヴァは立ち上がり、フランチェスカの両肩にきつく指を立てる。

（わたしたちは、なんて不器用なんだ）

（けっきょくこんな形でしか、触れ合えない。それでも。それでも──）

「その名前じゃない。わたしの……このくそったれな血に与えられたほんとうの名前を、言ってみろ」

　青い瞳ひとみは今にも砕くだけそうになる。その唇が、うつろな言葉を食はむ。

「……ミネルヴァ・サン・ディキマ・イ・フォルトゥナ」

「そうだ」

　苦痛に満ちたその響きを、ミネルヴァは嚙かみしめる。

「全地を統すべる託たく宣せん女王、おまえの主あるじだ。おまえだって何度もそう呼んだじゃないか」

　まだ二人が笑い合えていた頃ころの、ささやかな二人きりのままごと。その続き。こんな、痛ましい形で。

「おまえはわたしの臣しん下かだ。おまえが刈り取る麦、おまえが屠ほふる羊、おまえが掘り出す鉄、おまえが流す血、おまえがかき集める罪、その半分は女王であるわたしのものだ。おまえがそう言ったんだぞ」

　声を震ふるわせずに言い尽くすことができず、ミネルヴァはくずおれてしまう。フランチェスカの肩にしがみついて、床に膝ひざをつく。

　けれど、目が合ったとき、フランチェスカの頰ほおを伝い落ちる光の粒に気づく。

　泣いている。

　目を見開き、凛りんとした表情を凍らせたまま、フランチェスカは泣いている。

「そう……でしたわね、陛へい下か」












　その手がゆっくりと持ち上げられて、ミネルヴァの左右それぞれの二の腕に置かれる。

「……あたくしの女王陛へい下か。忘れておりましたわ」

　ミネルヴァはうなずく。

「これから、二度と忘れるな」

　おまえの痛みの半分は、わたしのものだ。

　言葉の続きは、もう声にならない。みんな熱い海の中に溶け込んでしまう。

　陛下。少しだけ、肩をお借りしてもよろしいですか。

　フランチェスカのつぶやきに答えるかわりに、ミネルヴァはその蜜みつのような髪をなで、引きよせる。火ほ照てって濡ぬれたまぶたが、肩にそっと押しつけられた。





　　






　監かん房ぼうの高い天井近くに切られた小さな明かり取りの窓から、夏の真昼の強い陽光がくっきりと石いし床どこに射さし込こんでいる。ジュリオはその光の下で、久々に触れる騎士の正装を、具ぐ足そくひとつひとつに至るまで確かめながら身につけていた。

　最後に、純白の薔ば薇ら章しようを左胸に留める。

「なぜ牢ろう獄ごくで着替えた？」

　監房棟を出たところの渡り廊下で待っていた王おう配はい候こうガレリウスが、そう訊たずねてきた。

「一度、自室に戻ってゆっくり着替えてよかったのだぞ」

「騎士として、牢ろうを出たかったんです」

　ジュリオは微笑ほほえんで答えた。

「閣下をお待たせしたこと、深くお詫わび申し上げます」

「よい。行くぞ、陛下がお待ちだ」

　ガレリウスは踵きびすを返し、長い紫色のトーガの裾すそを引きずりながら渡り廊下を歩き出す。三人の年若い侍じ従じゆうたちがそれに続く。

　たった今ガレリウスが口にした『陛下』とは、女王シルヴィアのことではない。

　嫌けん疑ぎが晴れた今、ジュリオは一いつ刻こくも早くシルヴィアのもとに戻りたかった。けれどその前に、確かめておかなければならないことがある。

　いくつものアーチで複雑な区分けをされた緑豊かな中庭を通り抜け、王城の北西部に向かう。花園の向こうに、背の高い苔こけむした城じよう郭かくが見えてきたところで、ガレリウスは立ち止まって侍従を振り返った。

「そなたらはここで戻れ。あとは私がジュリオを連れていく」

　三人は一礼し、もときた石いし畳だたみの道を中庭の方へと戻っていった。それを見送り、ジュリオはまた城郭に向き直る。

《翡ひ翠すい宮》。

　王城で最も古く、中ちゆう枢すうの奥宮よりもなお静かな楼ろう閣かくである。王おう太たい伯はく──女王の父親の隠いん栖せいする場所とさだめられている。

　三階の大きなバルコニーで、案内役の小こ姓しようを待つ間、ガレリウスが言った。

「ただの退任の挨あい拶さつではないと、そなたも心こころ得えていような」

　ジュリオは王おう太たい伯はく直属としてこれまで命令を受けてきた。今日でその任務を解かれることになるが、もちろんわざわざこの翡ひ翠すい宮まで出向いてきたのは、その用件だけではない。ガレリウスに呼び出されなければ、こちらから謁えつ見けんを嘆たん願がんするつもりだった。

「はい。僭せん越えつながら、王太伯陛へい下かにお訊ききしたいことがございます」

　曇くもりひとつないはっきりした口調でジュリオは答えた。

（これからの私の戦いに──シルヴィアさまを守るために、必要なことだ）

「ならば、よい。覚悟があるのなら」

　ガレリウスは憐あわれみに満ちた目でそう言った。

　ジュリオにも、この王おう配はい候こうの考えていることだけはよくわからない。かつてガレリウスは、兄である王太伯と共謀してシルヴィアのもとにジュリオを送り込み、思考を読み取る忌いまわしい刻印の力で強引に託たく宣せんの内容をつかんだ。手段を選ばない酷こく薄はくな人物に思える。しかし一方では、ジュリオの身を案じて手を回した節がある。

（明確な敵である方が、よほど楽なのに）

　それはプリンキノポリでの戦いを通して、ジュリオが痛いほど学んだことだった。

　これからジュリオが確かめようとしているのも、それだ。シルヴィアを蝕むしばもうとしているものがなんなのか、見み極きわめること。

「……ガレリウス閣下。ジュリオ・ジェミニアーニどの」

　呼ぶ声が聞こえた。回廊の端、白木の扉から、ジュリオよりもなお年下らしき可愛かわいらしい小姓が出てきて、こちらに駆かけ寄よってくる。面会の準備ができたのだ。

　ガレリウスに続いて扉をくぐるとき、ジュリオは腰の剣の柄つかを強く握にぎりしめていた。

　王太伯の部屋はあいかわらず薄暗く、昼間だというのに燭しよく台だいに火が灯ともされていた。左右の装飾台には古書が積み上げられ、その奥に部屋の横幅いっぱいを占めて設しつらえられた天てん蓋がい付きの大きな寝台は、紫色の垂たれ幕でぴったり囲まれている。

「拝謁お許しいただき恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます、王太伯陛下」

　部屋に入るなり、ガレリウスが深々と頭を下げた。ジュリオもそれにならう。

「何度そのつまらぬ慇いん懃ぎんぶりをやめよと言っても、聞かぬのだな」

　幕の向こう側から、少年のように若々しい声がする。とても、ガレリウスの一つ年上の兄とは思えない声だ。

　王太伯ティベリウス。王おう紳しんより退位して以来、この翡翠宮の寝しん所じよから一歩も出ずに隠栖を続けている。二度も謁見を許可されたのは、ガレリウス以外ではおそらくジュリオがはじめてだろう。

（外に出られるはずもない。私の推測が正しければ）

　ジュリオは紫の垂れ幕をにらみつける。

「……ジュリオ、こたびの任務ご苦労であった。プリンキノポリの惨状は、わしも聞き及んでおる。よく無事で戻った」

「お心こころ遣づかい、もったいのうございます」と、再び頭を垂たれる。

「要いらぬ嫌けん疑ぎも晴れ、シルヴィアも喜んでいよう。そなたを手放すのは惜しいが、アルビレオスとの約束だ、しかたがあるまい。今日付でそなたは、このわしの直属任務を解かれ、女王直属の守護騎士となる」

「……はい」

　顔を伏せたまま、ジュリオは苦い思考を巡めぐらせる。

　アルビレオスもまた、この王宮に巣くう異い形ぎようの者どものせめぎ合いに、刃やいばを突き入れようとしているのだ。

「では、交換条件だ。聞かせてもらおう。ミネルヴァに逢あったのだな？　このわしに関する、なにを聞いた？」

　あまりにも単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞かれ、ジュリオは一瞬ひるんだ。しかし、顔を上げると、脇わきに控えたガレリウスがうなずいて促うながすのが目に入る。

（いいだろう、ここはすでに魔物の巣だ。聖せい王おう家けを支える偽いつわりの崇高さなど、考えるな）

（交換条件。敵との取引。シルヴィアさまのおそばに、戻るためならば）

　ひととき目を閉じ、あの大教会でのミネルヴァとの会話を思い出す。

「……夢、のことです」

「夢？」

「はい。ミネルヴァさまが視みた夢です。場所は、銀ぎん陰いん宮。奥宮の地下です。王おう太たい伯はく陛へい下か、あなた様がその夢に出てきたと、ミネルヴァさまはおっしゃっていました」

「ほう」

　分厚い紫の幕の向こうで、王太伯ティベリウスが身を乗り出したのがわかった。

「託たく宣せんの予知夢とよく似ていた、とミネルヴァさまはおっしゃいました。つまり、王太伯陛下に──殺される夢であったと。けれど託宣ではない、とミネルヴァさまはおっしゃいました」

「──その、理由は」

　そう、ミネルヴァがそれを託宣ではないと断じた理由。それが、核心だ。

「まず、王太伯陛下、あなた様が声もお肌も若すぎたこと。次に、死の痛みがなかったことです。ミネルヴァさまはおっしゃっていました。おそらくは母君ユリアさまが亡くなられたときの記憶が夢になったものだろう、と」

　しばらく、じりじりと肌が焦こがされていくような息苦しい沈黙があった。やがて紫の垂れ幕がかすかに揺れる。

「……そなたは、どう思う？　ミネルヴァの考えが正しいと思うか」

　少しの間、ジュリオは考えた。どう答えるべきか。

　ひたひたとその推測が忍び寄ってくる。

　王おう太たい伯はくは、すでに答えを知っているのではないか。

「おそらくミネルヴァさまは間違っておられます。やはりその夢は託たく宣せんであると、私には思えます」

　ジュリオは幕の向こうの影を見み据すえながら言った。

「王太伯陛へい下かは、げんに今、声も御手もお若い。そして痛みがないのはおそらく、それがミネルヴァさま自身の死ではなく、妹君──シルヴィアさまの死だからです」

　言葉を吐き出しきってしまうと、ジュリオは自分の動どう悸きがいつのまにか戦場で打ち鳴らされる突とつ撃げきの鉦かねのような激しさになっていることに気づく。視界の端で、ガレリウスの顔が苦く渋じゆうに満ちた歪ゆがみ方をしている。

　ジュリオが命を賭として聖都サンチユリオに戻った理由。シルヴィアの身を脅おびやかす呪のろわしい命運。

　紫の幕が揺らめく。

「つまり、わしが──シルヴィアを殺すと？」

　少年の声には、かすかに悦よろこびが混じっている。

「銀ぎん陰いん宮で。わしが、この手で殺すと。──そなたは、そう推測するわけだな」

　喉のどを這はい上あがってくるようなきつい鼓動を飲み下し、ジュリオは答える。

「……はい。私は、その命運からシルヴィアさまを守るために、戻ってきました」

　けたたましい哄こう笑しようが垂たれ幕に映り込んだ影を震ふるわせた。ジュリオはぎょっとして、思わず剣の柄つかを指先で確かめてしまう。王太伯ティベリウスの笑い声だ。幼く甲かん高だかい声なので、いっそう狂気じみて聞こえる。

「そうか。そうか。は、は、ははははッ」

　呆ぼう然ぜんとするジュリオの前で、ティベリウスは笑い続けた。ガレリウスが寝台に身を寄せて囁ささやく。

「陛下、お身体からだに障さわりますぞ」

「は、はは、ははははッ！　笑わずにおれるか！　ガレリウス、わかったぞ、そなたも喜べ、ヒエロニヒカのやり方がわかったのだぞ！　屍しかばねから抜いた血ではだめなのだ、だからこれまでヒエロニヒカにしかできなかったわけだ、は、ははッ」

　無数の小さな毒蛇が背骨の中を食い破りながら這いのぼってくるような、絶望的な悪お寒かんがジュリオを打ちのめした。なにか致命的なことをいま自分は教えてしまった、それがわかった。どろりとした目まいが湧わきあがり、膝ひざが砕くだけそうになる。

（私は、なにを──）

（なにを伝えてしまった？）

（託宣、そう、託宣だ。未来を教えてしまった）

　慄りつ然ぜんとする。

（これから王太伯がなにをすべきかを、教えてしまったのだ）

「ジュリオ、そなたの推測はおそらく半分だけ間違っているぞ」

　ティベリウスの嘲ちよう笑しようが、ぼろぼろに蝕むしばまれたジュリオの頭に響く。

「痛みがないのはシルヴィアを殺しておらぬからだ！　殺さずに血を搾しぼり取るからだ」

「な──」

　ジュリオはうめきながら寝台に一歩また一歩と近づく。

「見たいか。ユリアの屍しかばねから採とった血が、どれほどの失敗作を仕上げたか見たいか？」

「陛へい下か、なにを、おやめください！」

　ガレリウスが青い顔で寝台とジュリオとの間に割って入る。そこに、ティベリウスのさらなる声が叩たたきつけられる。

「いいだろう、この幕を引きはがして見るがよい！　わしもそなたの肌が見たい。ミネルヴァの血を受けて再びつながったという、その腕が見たいぞ！」

　そのときのジュリオは半なかば狂気に、半ば恐きよう慌こうに支配されていた。

　ガレリウスの瘦やせた身体からだを押しのけて寝台に駆かけ寄より、垂たれ幕の重なった部分に両手を差し入れ、引き開ける。

「……ぁ、あ……」

　うめき声が、ジュリオの喉のどの奥でよじれ、潰つぶれる。

　真っ白な布を敷き詰めた広い寝台の真ん中に、その少年は腹はら這ばいに寝そべっていた。

　少年だとわかるのは、かろうじて顔の右半分と鼻から唇にかけてが皮膚で覆おおわれていたからだった。他ほかに皮膚のある箇所は、わずかに左手と、首筋、胸のまわり。

　あとは、赤くぬらぬらとした体液に濡ぬれた筋や腱けんや血管が露出している。

　後ずさろうとしたジュリオの手を、ティベリウスの左手がつかむ。

「あ、ああああ」

　寝台に引きずり込まれた。煮詰めた薔ば薇らの花弁の強い薫かおりがジュリオの鼻の奥を焼く。ティベリウスはジュリオの衣ころもの左ひだり袖そでを引き裂さくほどの勢いでまくり上げた。

「……ほう、ほう……」

　赤あか剝むけた口から、愉たのしげな声が漏もれる。

「美しい肌じゃ……完全につながっておる、傷口もじきに消えような」

　総毛立ち、その手から逃れようとするが、すさまじい握力がジュリオを離さない。むしろ引きよせられている。まぶたのない眼がん窩かにぎょろつく二つの目が、いつの間にかジュリオを真正面から見み据すえている。

「そなた、ミネルヴァの血が──託たく宣せん女王の血が、ちぎれた腕さえつなぐほどの力を持つと、知っていたのか？」

　ジュリオはただ首を振る。

「推測だけで、腕一本を失うかもしれぬ賭かけに出たのか。素晴らしい、そなた、実に素晴らしいぞ、ふ、ふ」

　粘液で濡れた剝き出しの指が、ジュリオの頰ほおをたどる。全身がこわばって、声もあげられず、身じろぎすらできない。

「そなたが賭けた考えの通りだ。命運の紡つむぎ手テュケー。未いまだ生まれぬ最後の女神……」

　王おう太たい伯はくティベリウスの声は次第に歌うような、夢見るような調子になり、そこに血が泡あわ立つ音が少しずつ入り混じってくる。

「わかるか。テュケーは時の果て、はるかな未来で生まれ、その血脈は時の流れを遡って過去へと向かうがゆえに、すべての未来がその翼ある車輪の上に刻まれている」

　ジュリオはもはやティベリウスの異い形ぎようから目をそむけられない。その言葉に耳をふさぐこともできない。

　あらゆる未来を記しながら過去へと羽ばたく、終末の女神。

「その血が尋じん常じようの時を生きるものに触れるとき、老いも、腐敗も、破壊も、死も、すべてが逆行する。そなたのこの腕のように、わしのこの肉体のようにだ！　わかるか！」

　ぬめる指がジュリオの頰ほおを搔かきむしる。

「そうしてテュケーの翼はこの世この時に届く。この世界に顕けん現げんするのだ。その血を伝える女王の身体からだに、額ひたいと両手に！　しるしだ、しるしがあらわれる、見たのだな？　そなた兆きざしを見たのだなッ」

　ジュリオはティベリウスの手の中でがくがくとうなずく。テュケーの刻印。あのときシルヴィアの身体に顕あらわれた光。あれが。あれが──

「ならば！　ならばすぐそこだ、その時はすぐだ！　やがて終わりの女神は、はじまりの獣けものに巡めぐり逢あう、わかるか、わかるか！　時の果てるとき、すべての星が喰くらわれて尽きるときだ、わしはその黄昏たそがれを、その夜明けを超えるため、肉体を、永遠の肉を！　肉を、この肉体を──」

　なかば溶解したジュリオの意識の中で、その言葉が幾いく重えにもこだまする。

　やがて、女神テユケーは獣オルクスに巡り逢う。

　それが、時の果てるとき。すべての星が喰らわれるとき。





〈了〉







あとがき




　メールの中身を整理していたときに気づいたのですが、ちょうど去年の今いま頃ごろ、企画書が通ってこの『剣の女王と烙らく印いんの仔こ』を書き始めたのでした。コケッコ団の結成から丸一年がたったことになります。コケッコ団というのはこのシリーズの制作チームのことで、旗印は銀色でもないし勇ましくもないただの雌めん鶏どりです。この四巻から、帯の背景が獣けものの烙印ではなく銀ぎん卵らん騎き士し団だんの紋章に変わったはずなのですが、卵の下で交差している二本の剣を、鉛筆と赤ペンに変えればコケッコ団の旗印になります。今そう決めました。

　書籍は僕ひとりで作れるものではないので、この旗の下には様々な人がいます。というか僕の知らないところで担当編集さんと夕ゆ仁にさんが結成したチームなので、どういう編成なのかも僕はよく知りません。たぶん著者・編集者・イラストレーターの他ほかに校正・校閲えつさんも含まれるのではないかと思います。原稿を多角的にチェックする人ですね。

　このシリーズで、僕は小説家になって以来はじめてのことを要求されました。校閲のために必要なので設定資料をくれ、と担当編集さんに言われたのです。登場人物も地名も背景も多すぎるから、矛む盾じゆんが出ないかどうかを調べるために設定をまとめたものが必要だ、ということです。なるほどもっともな話ですが、そんなものは作ったことがありません。思わず「ウィキペディアを見てください！　なんだか知らないけど僕より詳くわしいので！」と言って編集さんを困らせてしまいました。実話なので手に負えません。

　が、実際に書いてみるとこれが意外に僕にとっても役に立つのです。他人向けに書くとこれまでの話が整理されていきますし、自分で原稿の矛盾にも気づけましたし、なによりもこの四巻のアイディアがするすると出てきたのです。なんでもやってみるものです。他の作家仲間にもこの手法を自慢したいのですが、「デビュー時からやってました」「小学生の頃からやってました」「生まれたときからやってました」「設定まとめてなかったとか馬ば鹿かなの？」などと言われるのが怖いので、生しよう涯がい黙っていることにします。

　僕の設定資料はともかくとして、夕仁さんが作ってくれるキャラクターの資料はほんとに役に立ちますし見ているだけで愉たのしいです。ミネルヴァの最初のデザイン（剣がもっと派手なデザインで、ソックスは全部白でした。こちらも捨てがたかったです）や、スポーツマンぽかったジルの髪型や、けっきょく使わなかったコルネリウスの色サンプルなど、いつかなにかの形でお見せできたら……と思うのですが、なかなか難しいところです。今はこの楽しみを独占できることを素直に喜んでおこうと思います。夕仁さんいつもありがとうございます。
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